
    
      
        
      
    

  

































僕は友達が少ない⑩
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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手を伸ばす







「俺おれに夜よ空ぞらを助けさせてください」

　日向ひなたさんの目を真まっ直すぐに見据えて、意を決して俺は言った。

　その瞬間、天馬ぺがさすさんの言葉が脳裏をよぎる。




　──救うなど、おこがましかったのかもしれんな。




　……柏かしわ崎ざき天馬ほどの人物ですら、誰だれかを救うなどおこがましいという。

　まして俺なんかに一体なにができるのだろう。自分の無力さなんて俺が一番よく知っている。それでも、言わずにはいられなかった。

　たとえ何の力にもなれなかったとしても、三み日か月づき夜空のために手を差し出さずにはいられなかった。

　あの日、志し熊ぐま理り科かが俺にそうしたように。

　あるいは、かつてソラがタカにそうしたように。

　日向ひなたさんは訝いぶかしげな視線をこちらに向ける。

「……助ける？　小こ鷹だかが夜よ空ぞらを？」

「はい」

「はは。気持ちだけはありがたく受け取っておこう」

　微苦笑を浮かべて歩き去ろうとする日向さんに、

「俺おれは本気です！」

「……貴様は夜空のなんなのだ？」

　顔をしかめ、そう問われた。

「俺は夜空の、」

　言葉に詰まってしまう。

　自分が夜空のなんなのかわからない。

　……だって俺は、自分が夜空のことをどう思っているのかさえわからないのだから。

「俺は夜空の……なんでもないのかもしれません。今はまだ」

〝今はまだ〟

　あるいは〝今はもう〟

　夜空からは「もう友達じゃない」とはっきり言われた。

　でも、ソラとタカだって最初はそうだった。

　ソラとタカだって、最初はなんでもない他人同士だったのだ。

　かつて公園で複数のクラスメートにいじめられていた俺を助けるために、当時はまだ無関係の他人だったソラが、たった一人で飛び込んできてくれた。

　そこからすべてがはじまった。

　最初は誰だれもが無関係の他人なのだ。

　だから──

「なんでもない奴やつは引っ込んでいろ」

　静かに、しかし凄すさまじい威圧感を滲にじませて日向さんが言い放つ。

　いつも爽さわやかなこの人のこんな声を初めて聞いた。しかしそれでも、




「イヤです」




「なに……？」

　怯ひるまずはっきりと拒否した俺に、日向さんが戸惑いの色を浮かべる。

　最初は誰もが無関係の他人同士。

　だからこそ、繫つながろうと伸ばす手には意味がある。

　なんでもない奴やつだから、友達じゃないから、他人だからなんだと言うのか。




「なんでもないことが、なにもしない理由にはならないんだ」




　にらみ合いののち、

「……お節せつ介かいだな、お前は」

　呆あきれ顔がおをしながらも、どこか優しい声音で日向ひなたさんは言った。

「──頼む」

　はい、と俺おれは頷うなずく。

　お節介かもしれない、でしゃばりかもしれない、余計なお世話かもしれない、鬱うつ陶とうしいかもしれない、恩着せがましいかもしれない。

　だけど。

　誰だれかと繫がりたいと思う気持ちが、そんな正しさに負けてたまるものか。





　　






　夜よ空ぞらを助ける！

　……勢い込んでそうは言ってみたものの、具体的にどうすればいいのか、俺の中に明確なビジョンは思い浮かばなかった。

　そもそも、何が夜空にとって救いとなるのかがわからない。

「問題がある」という事実だけはわかっていても、どうすればその問題をクリアできたことになるのかという目標ゴールが見えない。

　三み日か月づき夜空の家庭の事情は、どう考えても一介の高校生の手に余る。

　さらには夜空本人が別に助けを求めてない──諦あきらめてしまっている。

　そんなどうしようもない状況でありながら、しかし不思議と俺の心に絶望感は浮かんでこなかった。

　孤独をこじらせ虎に変へん化げするしかなかった李り徴ちようとは違い、自分一人ではどうしようもないときどうすればいいのか、今の俺はもう知っている。

　──がさっ。

　一人で旅館の中庭で待っていると、彼女がやってきた。

　志し熊ぐま理り科か──俺の唯一の友達。

「相談がある」とさっきメールで呼び出したのだ。

『友達に相談する』という最強の手段が今の俺おれにはある。

　とはいえ──

「ド、ドーモ……小こ鷹だか＝サン。志し熊ぐま理り科かデス」

「お、おう……」

　理科は微妙に頰ほおを赤らめ、どこかばつが悪そうにしている。

　自分ではわからないが、俺の顔も似たようなものだろう。

　俺と理科が混浴の露天風呂でばったり遭遇したのは、今からほんの数十分前のことだ。

　自分の容姿に対してやたらと自虐的な理科の言動にカッとなった俺は、思いつく限りの美び辞じ麗れい句くを片っ端から並べ立てて理科が可愛かわいいということを伝えようとした。……星せ奈ながよく使っている「クンカクンカ」だの「ぺろぺろ」だのが美辞麗句なのかどうかは迷うところだが。

　で、それに対して理科は「お礼」とか言って俺に──ま、まずい、思い返しただけでまた顔が熱くなってきた。

「さ、さっきはその……なんかテンション上がっちゃっただけだから！　おっぱい触らせたのはさすがにやりすぎだったって今は反省してる……」

「お、おう、そうだな。いくら友達同士だからって、アレはやりすぎだったよな」

「うん……こ、これからは気をつける！」

「おう！　俺も気をつける！」

　俺と理科は友達なんだ。

　友達のおっぱいを触るのは違うな、うん……。

「と、ところでなに？　相談って」

　気まずい空気を打破するように理科は言った。

「あ、ああ！　相談ってのは……夜よ空ぞらのことなんだ」

「夜空先輩の？」

「ああ。なんつーか……夜空、今のままじゃよくない気がする」

　曖あい昧まいな物言いになってしまったが、理科はなんとなく察してくれたらしい。

「……たしかに、隣りん人じん部ぶに戻ってきてくれたとはいえ、必死に虚勢を張ってる感じはありますね。いつまた旅に……今度こそ本当に、旅に出ちゃってもおかしくないっていうか」

「ああ……」

　俺は頷うなずき、これを言ってしまっていいものかどうか迷いながら、

「……夜空のやつ、親とあんまりうまくいってないみたいなんだ」

「ふーん……」

「ふーんって」

　思いのほか気のない反応が返ってきて少し戸惑う。




「……親となんてうまくいってなくても、人生どうとでもなりますよ」




　吐き捨てるように理り科かが冷たく言った。

　突然雰囲気が変わったので、ギョッとして理科の顔を凝視してしまう。

　理科はハッとなり、微かすかに苦笑を浮かべた。

「ああいえ、理科もあんまり家族と折り合いがよくないものですから」

「……そうなのか？」

「ま、まあ理科の家庭の事情なんてどうでもいいじゃないですかっ」

　理科は強引に話を打ち切った。

　断じてどうでもよくはなかったが、とりあえず今は夜よ空ぞらのことを優先させるため何も言わないことにする。

「とにかく、頼まれたわけでもないのに家庭の問題に踏み込むのは反対です」

「そうか……」

　ここまできっぱり反対されるとは思っていなかったので、出で端ばなを挫くじかれた感じだ。

「……でもさ、姉さんと仲直りする手伝いくらいなら、してもいいんじゃないか？」

　日向ひなたさんは夜空と仲良くしたがっている。

　そして俺おれ個人の確信としても、妹がいる兄の立場として、絶対に姉妹は仲良くしたほうがいいと思っている。

　もしも俺が小こ鳩ばとに、日向さんに対する夜空のように拒絶されたら、俺は間違いなくめちゃくちゃ落ち込むだろう。

　俺が隣りん人じん部ぶから離れていたときも、当然ながら小鳩とは毎日家で顔を合わせていたのだが、あいつは俺を責めるでもなく怒るでもなく、ただ普段どおり接してくれた。

　今思えば、それがどれだけ救いになったことか。

　夜空にとっても、自分のことを思ってくれる家族がいるというのはきっと救いになるはずだ。俺はそう信じたい。

　そんなことを思いながら理科の反応を窺うかがうと、

「……？　夜空先輩、お姉さんがいるんですか？」

　きょとんとした顔でそう言った。

「え、日向ひなたさんから聞いてないのか？」

　理り科かと日向さんは同じ部屋だから、知っていると思い込んでいた。

「あの人とはあまり喋しやべってなくて……ってまさか！」

「おう」

　俺おれは理科に、夜よ空ぞらと日向さんが姉妹であることを説明した。これは日向さんも夜空も隠してるわけじゃないから、話しても問題ないだろう。

「……なるほど……美人姉妹というやつですね。……ちっ」

　小さく舌打ちする理科。どうやら外見へのコンプレックスはまだ払ふつ拭しよくされてはいないらしい。……可愛かわいいのに。

「……まあ、日ひ高だか先輩が夜空先輩と仲良くしたいと望んでいるのであれば、そのお手伝いをするのはアリなんじゃないでしょうか」

「だよな」

　理科の言葉に頷うなずく。

「……よし、とりあえず最初の方針は決まったな」

「方針だけ決まっても……。問題は方法ですよ。仲良くなるための方法……」

「やっぱり一緒になにかをするってのが定じよう石せきじゃないか？　……例えば、ゲームとか映画作りとか」

「確実に仲良くなれるとは限らないけどね……と経験者は語る」

　自虐的に笑う理科。

　多分、幸ゆき村むらから友達だと思われてなかったことを気にしているのだろう。

「もっとも、確実に人と仲良くなれる方法なんてものがあったら、誰だれも人間関係で悩んだりしないけどね……。とりあえず一緒に遊ぶという方向で試してみましょうか」

「お、おう。そうだな」俺は頷き、「……だとしたらこの旅行中がいいな。最初から二人だけで遊んでもらうなんて絶対無理だから、まずは隣りん人じん部ぶと生徒会合同ってことで。それなら夜空も乗ってくれるかもしれない」

「そ、そうですね……」

　なぜか理科は気乗りしない様子だった。

「どうかしたのか？」

「……いえ、生徒会の人たちのノリはちょっと苦手で。特に日高先輩が……。いい人なのはわかるんですけど……最初からオープンすぎるっていうか……いわゆる裸の付き合いっていうの？　そういうの強制してくるのがほんとイヤで、夜空先輩があの人を嫌ってるっていうのを聞いて正直納得しちゃって……。理科的には一緒にお風呂に入るなんていうのはよっぽど心を許した人じゃないとＮＧな感じなんだけど──」

　そこで理り科かはボッと顔を赤らめた。

　同じ理由で俺おれも顔が熱くなった。

「……ま、まあ夜よ空ぞら先輩のためですから理科も我慢してみます」

　誤ご魔ま化かすように早口で理科。

「そ、そうか。あと問題は……何をやるかだな」

　行きのバスの中でも考えたことだが、生徒会と隣りん人じん部ぶ、合わせて十一人。

　道具もなく十一人でできる遊びとなると思いつかなかった。





噓うそつきは誰だれだ







　とりあえず、身体が冷えてきたので俺と理科は中庭から館内に戻った。

　何をするかについて、いい案はまだ浮かんでこない。

　階段を上がり、俺達の泊まっている部屋がある二階の廊下へ。




　廊下では、奇妙な細長い物体がくねくねと動き回っていた。




「うお……っ!?」

「な、なにあれ……」

　恐る恐る近づいてみると、それは丸めて縛られた布団だった。

　くねくねした動きはミミズや蛇を思わせ、ちょっと気持ち悪い。

「あの……助けてあげたほうがいいんじゃないでしょうか」と理科。

「お、おう！　そうだな！」

　慌てて布団を縛る紐ひも（この旅館の浴衣の帯だった）をほどき、布団を広げる。

　簀す巻まきにされていたのは、浴衣姿の神じん宮ぐう司じ火か輪りんだった。

「ふぅ……久しぶりに死の恐怖を味わったわ」

　妙に恍こう惚こつとした表情をして、淡々と物騒なことを言う火輪。

「なにやってるんだお前は……」

「夜よ空ぞらお姉様に『先に布団に入っていろ』と言われたから喜んで布団に潜り込んだところ、いきなり簀巻きにされてしまったのよ。お姉様も大胆ね」

　……そういえば夜空、「あの変態め、部屋に戻ったら縛って転がしてやる」とか言ってたっけ。どうやら本当に実行したらしい。

「とにかくちょうどよかった。これから隣りん人じん部ぶと生徒会合同で親睦を深めたいっつーか、一緒にゲームでもやろうかって考えてるんだが、お前から生徒会のみんなに話をつけてくれないか？」

　俺おれの言葉に、火輪は無表情のまま片方の眉まゆをぴくりと動かして、俺の顔をじーっと見つめてきた。

「な、なんだよ」

「いえ、少し意外だったから。羽は瀬せ川がわくんは自分からそういうことを言い出すタイプではないと思っていたわ」

　意外と火輪が俺のことをよく観みていたことに驚く。

　たしかに隣人部を逃げ出して生徒会に転がり込んでいたときの俺は、与えられた役割をこなすだけ、状況に流されていくだけで、自分から進んで何かをしようとはせず、生徒会のみんなともどこか距離をおいていた。

「し、心境の変化ってやつだ」

「心境の変化。便利な言葉ね」

　火輪は少しだけ口の端を吊つり上あげる。

「……多少暑苦しいほうが冷めているよりはずっとマシだけれど、『何かをしている自分』に酔ってしまわないよう注意することね」

　淡々と、ピンポイントで痛いところを突いてくる。

「ともあれ、あなた達のクラブと親睦を深めるのは賛成よ。……夜空お姉様、正面から攻めるのは逆効果のようだし、ちょうど外堀から埋めていく方針に切り替えようと思っていたところだったから」

「おい」

　本当にこのまま進めていいものかどうか、さっそく不安になってきたぞ。

「それで、どんなゲームをやるのかしら？」

「いや……それはまだ決まってなくて。特に準備もなく屋内で十一人でやれるような遊びってなにか心当たりないか？」

「あるわよ」

「あるのかよ!?」

　駄目元で訊きいてみたらなんと即答されてしまった。

　火か輪りんは微妙に機嫌よさそうに口の端を吊つり上あげる。

「ふ……何を隠そう私はボドゲ部の部長でもあるのよ」

「ホモゲ部!?」

　これまでずっと俺おれのうしろに隠れるようにしていた理り科かが、いきなり興奮して叫んだ。

　火輪はそんな理科に胡乱うろんげな眼まな差ざしを向け、

「ほもげ……？　よくわからないけれどどこか忌いまわしい響きね……」

　たしかに百ゆ合り趣味の火輪とホモゲーは相性が悪そうだが……響きでわかるのかよ。

「ほもげではなくボドゲよ。ボードゲーム」

「あー、『ＤＸ友達つくりゲーム』みたいなやつか」

　俺の言葉に、火輪はぴくりと眉まゆを動かした。

「え……ど、どうしてボドゲと聞いて真っ先に出てくるのがソレなの？　普通の人が思いつくボドゲといえば大概、麻雀マージヤンとか半生ゲームとかモノポリーくらいなのに。もしかして羽は瀬せ川がわくんもボドゲを嗜たしなむクチなのかしらっ？」

　珍しく火輪の声が弾んでいる。

　まあ気持ちはわかる。俺も電車でライトノベルを読んでる人を見かけたら、なんとなくテンション上がるし。理科ＢＬ好きや幸村日本史マニアもそういうところがあるし、これはマイナー寄りの趣味を持つ者共通のサガかもしれない。

　……理解できるからこそ申し訳なく思いながら、

「いや、たまたま最近あれをやったってだけで、詳しくはない。他にやったことあるのは半生ゲームくらいだし」

「そう……」

　微妙にがっかりした様子の火輪に、

「と、とにかくお前はボドゲ部の部長で、ボードゲームに詳しいんだな？」

「正確にはボードゲームだけでなく、テーブルトークＲＰＧやカードゲームなど非電源ゲーム全般を嗜むわ」

　色々ジャンル名にもこだわりがあるんだろうが、今はどうでもよかった。

「それで今日も持ってきてるのか？」

「今あるのはトランプだけよ」

「トランプか……」

「期待はずれという顔ね。トランプを甘くみない方がいいわよ。十人以上でやれるトランプゲームもあるし、色んなゲームに代用できる万能アイテムなんだから」

「そうなのか」

「ええ。今回は私おすすめの超面白いゲームを教えてあげるわ。ボドゲ部は五人しかいないから、なかなかアレをやる機会がなくて……ふふ」

　火か輪りんの瞳に微かすかに邪悪な色が宿っていたことに、このときの俺おれは気づかなかった。





　　






　そんなわけで俺たちは隣りん人じん部ぶと生徒会のみんなを集めた。

　場所は火輪と夜よ空ぞらと小こ鳩ばとの三人が泊まっている２０７号室で、さすがに十一人もいるとやや手狭に感じる。

　ゲーム会のことを伝えると、日向ひなたさん、朱あか音ねさん、葵あおい、幸ゆき村むら、星せ奈な、マリアは二つ返事でＯＫしてくれ、小鳩と夜空は自分達の部屋が会場なので仕方なくといった感じで参加を表明した。

　火輪を上座にしてテーブルを囲む。

　日向さんが自分の席を決めると、夜空は迷わず日向さんから最も遠い場所に座った。

　位置関係はこんな感じだ↓












「それで、なにをやるんだい？」

　生徒会副会長、大おお友とも朱あか音ねさんが爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべて火か輪りんに訊たずねる。俺おれもまだそれを聞かされていなかったので、火輪のほうに目をやる。

　火輪は皆の視線が自分に集まるのを待ってから、




「今回皆さんにプレイしていただくゲームは──『人じん狼ろう』です」




「じんろう？」と鸚おう鵡む返しに言う朱音さん。

「人狼……要するに狼おおかみ男おとこのことです」

「狼男って知ってるぞ！　こわいやつだ！」

　マリアが元気に手を挙げて言った。

「このゲームは海外ではきわめてポピュラーで、ファミリーでも頻繁に遊ばれているような定番のパーティーゲームです」

「へえ」「ほう」と関心の声が上がる。

「基本的なルールは簡単──プレイヤーは村人チームと人狼チームに分かれ、自分の所属する陣営の勝利を目指します」

　火輪は淡々と説明を続ける。

「舞台はとある小さな村──仮にクロニカ村としておきましょう。村人達は平和な生活を送っていました。しかしあるとき、村の外れで無残な死体が発見されます。あまりにも酷ひどい状態のため、その死体は村人の誰だれかということしかわかりませんでした」

　おどろおどろしい内容だが、火輪の喋しやべり方かたのせいであまり怖くはない。

「……しかし不思議なことに、村人の中にいなくなった人は誰もいません。村人達はさらに詳しく調査を行い、どうやら人狼がクロニカ村の村人を殺して、その人に化けているということを突き止めました」

「ギャー！　大変なのだ！　はやく人狼をぶっ殺すのだ！」

　マリアの物騒な発言に微かすかに顔をしかめながら、火輪は続ける。

「……そのとおりです幼女先生。これ以上被害が広がる前に、人狼を見つけ出して殺さなくてはいけません。村人たちは話し合いの結果、毎日１人ずつ怪しいと思う人物を投票し、最も多くの票を集めた人を処刑することに決定しました。人狼と村人、生き残るのは果たしてどちらの陣営でしょうか──」

　殺伐とした設定だな……ファミリー向けとは思えないぜ。

　火輪はさらに詳しいルールを説明する。まとめると、




・１人はプレイヤーではなく司会者となりゲームを進行させる役割を担う。今回は唯一の経験者である火か輪りんが司会者を担当する。




・俺おれ達10人のプレイヤーは、ランダムで村人チームと人じん狼ろうチームに分かれる。村人チームは８人、人狼チームは２人。人狼チームは村人の数を生存している人狼の数と同数まで減らせば勝利。村人チームはそうなる前に全ての人狼を殺せば勝利となる。




・人狼は自分以外の誰だれが仲間なのかをゲーム開始時に確認して知っているが、村人は自分以外の正体がわからないままゲームが始まる。




・村人の中には１人だけ、特殊能力を持つ『占い師』という役職の人物がいる（特殊な役職は他にもたくさんあるが、今回は初めてということで最も基本的な『占い師』だけを入れるらしい）。




・ゲームは昼フェイズと投票フェイズと夜フェイズに分かれている。

　昼フェイズでは生きているプレイヤー全員で５分間の話し合いを行い、誰が怪しいのかといった意見を出し合う。

　昼フェイズのあと投票フェイズに移り、各自、自分が怪しいと思うプレイヤー一人の名前を紙に書き、投票する。一人一票の無記名投票で、自分に投票することは禁止。司会者が開票し、最も多くの票を集めたプレイヤーはその場で処刑される。処刑されたプレイヤーはゲームから脱落し、今後一切の発言ができなくなる。なお、最多票を集めたプレイヤーが複数いた場合、その日の処刑は行われない。ここで村人が処刑され、生き残っている村人と人狼の数が同じになった場合、人狼チームの勝利となる。

　投票フェイズが終わると夜フェイズに移り、生きている全てのプレイヤーは顔を伏せ、眠りにつく。その後占い師だけが顔を上げ、司会者に『占う』人を指さして指定する。占い師は、『占う』ことでその人物が人狼か人間かを判別する能力を持っているのだ。司会者は占い師に、手の形で占った人の正体を伝える。

　占い師のターンのあと、今度は人狼チームだけが顔を上げ、目配せやジェスチャーなどで今夜食べる（殺す）人間を決める。

　人狼のターンが終わると村に朝が訪おとずれ、司会者の口から今夜の犠牲者が発表され、殺されたプレイヤーはゲームから脱落する。ここで村人と人狼が同数になった場合、司会者が人じん狼ろうチームの勝利を発表する。誰だれも犠牲者がいなかったときは人狼が全滅していたことを意味するので、村人チームの勝利となる。




・プレイヤーが処刑または狼おおかみに殺されても、そのプレイヤーの正体は開示されない。……つまり、誤あやまって人間を処刑してしまってもすぐにはわからない。




・チームおよび役職分けには十枚のトランプを使い、二枚のジョーカーが人狼、クイーンが占い師、七人の村人は絵札ではない普通の数字カード。




「ローカルルールの非常に多いゲームなのでこれとは違うルールの『人狼』もたくさんありますが、どんなルールの時でも共通する最も重要なことは、このゲームがあくまで〝チーム戦〟ということです。自分が生き残ることではなく自分のチームの勝利のために動くことが大切です」

　チ、チーム戦かぁ……隣りん人じん部ぶメンバーの最も苦手とするところかもしれない。

「特に占い師は強力な能力を持っているので、村人チームが勝利するための鍵かぎになるでしょう。それゆえに、正体がバレればすぐさま人狼に殺される可能性が高いです」

「……ふむ……占い師がいつカミングアウトするかがポイントということか」

　夜よ空ぞらが真剣な顔で呟つぶやく。

「そのとおりです。さすが夜空お姉様」

「……当然、人狼が自分を占い師だと偽いつわることもあるわけだな」

「はい。『占い師騙がたり』は人狼サイドの常じよう套とう手しゆ段だんです。人狼はいかに自分が疑われないように立ち回るかが重要です」

「よし……大体わかった」

　微かすかに笑みを浮かべる夜空。

　最初は不機嫌そうだったのに、ゲームの概要を聞いているうちに乗り気になってきたらしい。基本的に夜空はゲームをやるとき真剣だし、特にこういう『役割を演じるロールプレイ』系は好きそうだもんな。

　一緒にゲームをやるという方向性はひとまず間違っていなかったと安あん堵どし、俺おれは隣に座っている理り科かと目配せをした。

「それでははじめましょうか」

　火か輪りんがトランプのカードを伏せたまま配り、各自、他のプレイヤーに見えないように自分のカードを確認する。

　俺おれの役割は何の能力もない普通の村人だ。

　実は語かたり部べが犯人でしたみたいな叙述トリックの介在する余地もなく、本当はもう気づいていたとかもなく、俺のカードは正真正銘スペードの５村人だった。ちょっと残念。

「皆さん自分の役割を把握しましたか？」

　司会者火か輪りんの言葉にみんなが頷うなずく。

「ではまず人じん狼ろうと占い師の確認を行いますが、顔を伏せているときは物音を隠すために全員テーブルを叩たたいてください。こんなふうに」

　火輪は片手の爪つめを立ててテーブルをカタカタと小刻みに叩いてみせた。

　なるほど。たしかに静まりかえった場で近くの奴やつが動いてたら、顔を伏せていてもわかってしまうからな。

「それでは皆さん目を閉じ顔を伏せてください」

　指示に従い、俺たちは全員目を閉じて顔を伏せ、カタカタとテーブルを叩き始める。

「人狼は顔を上げてお互いを確認してください」

　俺は村人なので誰だれが顔を上げたか知ることはできない。どこか不気味なカタカタという音だけが耳に響いてくる。今、外の世界では二匹の恐ろしい人狼が顔を見合わせて笑っているのだろう。

　数秒後、

「人狼は顔を伏せてください。…………次に占い師は顔を上げてください」

　俺はひたすらカタカタと爪でテーブルを叩き続ける。さらに数秒後、

「占い師は顔を伏せてください。…………全員、顔を上げて目を開けてください」

　顔を上げ、みんなの顔を確認する。この中の誰が人狼だというのか……。

「皆さん御ご存ぞん知じのとおり……昨夜、ここクロニカ村で二つの惨殺死体が発見されました。どうやら二匹の人狼が村に入り込み、村人に化けているようです」

　俺以外の面々も、みんな警戒した様子で他の面子めんつの様子を窺うかがっている。

「人狼は夜になると恐ろしい正体を現しますが、昼間は人間の姿をしていて、力も普通の人と変わりません。人狼の被害を防ぐためには昼間のうちに人狼を処刑するしかありません。５分間話し合い、投票で処刑する人を決定してください」

　火輪が自分のスマホのタイマーを５分にセットし、

「──それでは議論を始めてください」

　かくして、人狼と村人との生存をかけた戦いが始まった。





　　






【一日目】




「素直に白状したほうがいいわよ夜よ空ぞら！　あんたが人じん狼ろうでしょう！」

　真っ先に口火を切ったのは星せ奈なだった。

「はあ？　なにを根拠にそんなことを言うのだ馬ば鹿か肉め」

「このあたしの勘よ！　あんたなんとなく人狼っぽいから！」

　無む茶ちやなことを言う星奈を夜空は睨にらみ、

「ふん……そういう貴様こそ人狼なのではないか？」

「あたしのどこが怪しいのよ！」

「全部だ。貴様の人格、普段の行動、目つき、すべてが飢えた野獣そのものだ」

　うんうんと夜空の隣で小こ鳩ばとが全力で頷うなずいている。

「こ、小鳩ちゃんまで!?」

　星奈は涙目になった。

「はいはい！　ワタシはうんこ吸血鬼が人狼だと思います！」

　マリアが挙手して言う。

「な……!?　な、なんでそんなこと言うんじゃうんこ聖女め！」

「だってオマエはいっつも自分のことを吸血鬼とかゆってるので吸血鬼はこわいやつなのでこわいやつの人狼はオマエなのだ！」

「ククク……我は高貴なる闇やみの王、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎ！　偉大なる吸血鬼の真祖なり！　人狼などという下等な魔族と一緒にするでないわ！」

「ふんだ！　オマエなんかうんこ狼おおかみなのだ！」

「うぐぐ……貴様こそ聖職者の皮を被かぶったうんこ狼であろう！」

「まあ落ち着けよ二人とも……お前らも根拠もなく火花散らしてんじゃねえ」

　今にもとっくみ合いを始めそうなマリアと小鳩、そしてずっと睨み合いを続けている夜空と星奈に向けて俺おれが言う。

「そういう小こ鷹だかも怪しいわね。だって目つきが狼みたいだし」と星奈。

「男はみんな狼だと言うしね」

　可お笑かしそうに朱あか音ねさんが乗っかった。

「お、俺は村人だ！」

「……小鷹は顔が怖いだけでヘタレだからな」

　ボソリと夜空が言うと、

「あー……それもそうね」

　星せ奈ながじつに納得した顔で同調し、幸ゆき村むらまでも、

「……あにきが狼おおかみであればどれだけよかったことか……」

「明らかにゲームと関係ないことをしみじみ言うんじゃない！」

　人じん狼ろう疑惑がすぐに晴れたというのに、なぜか全然嬉うれしくないぜ……。

「見た目で言うなら葵あおいの髪型はウルフカットだな」

　日向ひなたさんの言葉に、みんなが葵に注目する。

「じ、自分ですか!?　じ、自分はれっきとした人間です！　ていうか日向さん！　髪型なんかで人を狼扱いしないでくださいフググ！」

　犬歯を見せて唸うなるその様子は、子供の狼を連想させた。……こいつ狼なんじゃね？

「うーん……現状、特にヒントがない状態だからね。こういうのはどうだろう」

　朱あか音ねさんが切り出した。

「火か輪りん、投票のとき同率一位だった場合には、処刑は行われないんだったね」

「はい」

「よし。だったら初日は全員、自分の右隣の人に投票するんだ」

「なるほど！　それなら全員一票ずつになって誰だれも処刑されずに済みますね！」と葵。

「うーん……一いちか八ばちかで夜よ空ぞらを殺すべきだと思うんだけど……」

　不満顔の星奈に朱音さんは苦笑し、

「それで運良く狼を当てられればいいけど、確率的には無駄に村人を一人殺してしまう危険性が高いからね」

「……人狼がそれに従わず、右隣以外の名前を書く場合も考えられるのでは？」と夜空が言って、すぐに「あっ」と気づきの表情を浮かべる。

「そうか、その場合は一票も入っていない者の左隣が人狼ということになるのか……」

「そう。それに投票では人狼の間で意思疎そ通つうができないから、二票二票で投票が無効になる可能性も高いしね。誰も殺せずに二匹とも正体がバレておしまいさ。──だから馬ば鹿かな真ま似ねをするのはやめなよ？　狼さん」

　朱音さんは、この中にいるはずの二人の人狼に向けてからかうように言った。

　と、そこで火輪のスマホから鐘の音が鳴り響いた。

「時間です。議論を終了して、投票に移ります」

　司会者の火輪が言って、全員口を閉じる。

「全員、紙に処刑すべきだと思う人の名前を一人ずつ書いて私に提出してください。また、誰が誰に投票したかは公開しませんが一応隅に小さく自分の名前も書いてください」

　ゲーム開始前に配布されたメモ用紙に、ボールペンで名前を書く。

　俺おれの右隣は幸ゆき村むらなのでメモ用紙の真ん中に『楠くすのき幸村』と書き、隅に『こだか』と書いて折りたたみ、火か輪りんへと回す。

　名前を書いても処刑されないとわかっているので気が楽だ。

「それでは開票します」

　全員の投票用紙を集め終わり、誰だれが書いたのかわからないようにシャッフルしたのち、火輪は一枚目の用紙を開く。

「遊ゆ佐さ葵あおい」

　名前を呼ばれ葵がびくっと震える。焦る必要なんてないのに。

　続いて火輪が二枚目の用紙を開く。

「羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか」

「おふっ」

　前言撤回。……処刑されないとわかっていても心臓に悪いな。

　火輪は立て続けに開票し名前を読み上げていく。

「三み日か月づき夜よ空ぞら。……高たか山やまマリア。……日ひ高だか日向ひなた。……志し熊ぐま理り科か。……大おお友とも朱あか音ね」

　よしよし。各人に一票ずつ、計画どおりばらけて入っている。

　……が、




「高山マリア」




「はへ……？　はひぇぇぇぇぇ!?」とマリアが慌てる。

「な……!?」「え!?」「ええ!?」と他の面々にも動揺が広がる。

　どうしてマリア達が慌てているのか咄とつ嗟さには理解できなかったが、

「……楠幸村。……羽瀬川小こ鳩ばと。…………以上です」

　火輪の淡々とした開票の声を聞いているうちに、俺も理解した。

　マリアの名前が二回呼ばれた。

「投票の結果、高山マリアさんの処刑が決定しました」

「ワ、ワタシ、殺されるのか……？　なんで!?　なんでなんで!?」

　混乱した様子のマリアに、火輪は淡々と無む慈じ悲ひに言葉を続ける。

「処刑はただちに実行されます。幼女先生は捕らえられ、村の中央広場にある処刑台に連行されていきます」

「ギャー！　嫌なのだー！」

　泣き叫ぶマリア。

　しかし混乱している俺おれたちは、その様子を見守ることしかできない。

「……幼女先生の首に縄がかけられます。ぐるぐるぐるー。ぎゅううーっ。くいっ。ぎゅうううぅぅ」

　擬音を交えながら処刑を演出していく火か輪りん。

　淡々とした声音だがなんとなく楽しそうにも聞こえる。

「絞首台に吊つるされたあとも幼女先生はしばらくじたばたしていましたが、やがて動かなくなりました。エィメン」

「ギャ────ッ!!」

「あなたは死にました。もう喋しやべらないでください」

「はい……」

　再び火輪が「エィメン」と十字を切ると、マリアはしょんぼりした顔でがっくりとうなだれた。

「無事に投票と処刑が終わり、クロニカ村に夜が訪おとずれます。生き残った人達は全員目を閉じ顔を伏せ、眠りについてください。……あ、カタカタするのを忘れないように」

　俺たちは落ち着く間もなく、冷静な司会者の指示に従うまま顔を伏せ、テーブルを爪つめでカタカタと叩たたき始めた。

「それではこれより夜時間です。占い師は顔を上げてください。……占う人を指さしてください」

　たしか占い師は、占った相手が人じん狼ろうか村人かを判別できるんだったな。

　頼むぜ占い師……人狼の正体を暴いてくれ……！

　無力な村人である俺は、誰だれなのかもわからない占い師に希望を託たくすしかなかった。

「……その人は…………です」

　火輪が占い師に、手の形で相手の正体を教えている。

「……占い師は顔を伏せてください。…………人狼は顔を上げてください。……人狼は今夜食べる人を選んでください」

　十数秒ほどカタカタという音だけが鳴り続ける。

　二匹の人狼（マリアが人狼だった場合は一匹か）が獲物を選び、食っているのだろう。

　俺はただ早く夜が過ぎるのを祈りながらテーブルを叩き続けた。

「……人狼は顔を伏せてください」




【二日目】




「…………夜が明けました。全員、顔を上げて目を開けてください」

　目を開け、みんなの顔を確認する。

　一様に緊張しているようにも見えるが、この中の誰だれかは人じん狼ろうで、ついさっき人を食い殺したばかりなのだ。

　火か輪りんが重々しい口調で告げる。

「今朝……村の井戸の中から日ひ高だか日向ひなたさんの生首が発見されました」

「な、なんだと!?」

　自分が犠牲者だったことを知った日向さんが慌てる。

「日高さんの首は凄すさまじい力で引き千切られたように筋きん線せん維いが何本も垂れ下がっており、眼球はくり抜かれ、空洞となった眼がん窩かには代わりにてらてらと光る赤黒い──」

「ちょ、ちょっと待った火輪！　そこまで詳細な描写は必要かい!?」

「こんなときにグロ趣味を発揮しないでください！」

　朱あか音ねさんと葵あおいが慌てて火輪の話を止めた。

「わ、私が……く、首を……うう……」

　こういうスプラッタ話は苦手だったらしく、日向さんが顔を青ざめさせていた。

「というわけで死んだ日高さんはゲーム終了まで黙っていてください」

「ふ…………ざまあ」

　夜よ空ぞらが日向さんには聞こえない小声で呟つぶやき、バッチリ聞こえてしまった隣の理り科かと小こ鳩ばとがギョッとした。

　しかし……「ざまあ」か。この発言、「日向さんを殺してやったぞ」という人狼の発言ともとれる。日向さんを嫌っている夜空が人狼だったら、真っ先に彼女を殺したのも納得がいく。

　人狼の一匹は夜空なのか……？

「それでは……二日目の議論を開始してください」

　司会者がタイマーをセットし、俺おれたちは話をはじめる。

　口火を切ったのは意外なことに幸ゆき村むらだった。

「わたくしは……夜空のあねごが人狼だと思います」

「どうしてそう思うんですか？　ゆっきー」葵が問う。

「日高どのが死亡したとき、あねごは『ざまあ』と呟かれたのです」

　やっぱり幸村にも聞こえていたのか。

「気のせいだ」

　しれっと言い放つ夜よ空ぞら。だが、

「……すみませんが、理り科かも聞きましたよ。夜空先輩がざまあって言うの」

「……俺おれもだ」

　理科と俺が言い、小こ鳩ばともはっきりと言葉にはしないが複雑な顔で見つめている。

　これだけ証人がいたら誤ご魔ま化かせないと悟ったか、「ちっ……」と夜空が舌打ちする。

「……実は私は殺された女に恨みがあったのだ」

　死んだ日向ひなたさんが無言で夜空の顔をまじまじと見つめる。

「はあ？　恨み？」

　星せ奈なが訝いぶかしげな顔をする。多分星奈は夜空と日向さんの関係を知らない。

「……十年前……私はあの女に弟を殺されたのだ！」

「ぶっ！」

　いきなり突拍子もないことを言い出した夜空に、俺と朱あか音ねさんと理科が同時に噴く。

「はは、ざまあみろ！　人じん狼ろうに殺されたのは天罰に違いない！」

「お、弟!?　え、私達に弟なんて──」

「死体は喋しやべらないでください」

「う……」

　混乱する日向さんに火か輪りんが淡々と注意した。

「……ま、そういう役になりきってプレイするのもいいかもね」

　朱音さんが苦笑しながら言って、

「三み日か月づきさんの発言の真意はさておき、もっと気になることがあるんだ」

「はっ！　一日目の高たか山やまマリア先生の件ですね！」

　葵あおいが言い、朱音さんは頷うなずいた。

　たしかにそれは重要だ。なぜ昨日マリアは処刑されてしまったのか。

　朱音さんが難しい顔で語る。

「事前の打ち合わせでは、全員自分の右隣の人に投票することになっていた。そのルールを破り村人の数をいたずらに減らそうとするのは人狼と考えるのが妥当だと思う。そして一票も入らなかった人物の左隣の人物こそ、その犯人となるわけだけど……」

　最初の投票で一票も入らなかったのは星奈だ。

　しかしその左隣の人物とは、二票を得て処刑されてしまったマリア本人なのだ。

「マリアが自分で自分の名前を書いたってことはないのか？」

　俺がそう言うと火輪が、

「投票はルールに則のつとって正しく行われました」

「そうか……」

　司会者だけは誰だれが誰に票を入れたか知っている。だったら間違いないのだろう。

「となると…………どういうことなんだろう……」

　朱あか音ねさんが考え込んでしまう。

「マリア先生殺しの真相がわからない以上、一番怪しいのはやっぱり……」

「？」

「ひいっ！」

　葵あおいが夜よ空ぞらの方を見るも、睨にらみ返かえされ子犬のように縮こまる。隣りん人じん部ぶを潰そうとした一件から、葵は夜空に対しても苦手意識があるようだ。

　しかし正直、現時点で一番怪しいのは夜空だと俺おれも思う。このまま投票になったら吊つるされるのは恐らく……。

「たしかに怪しいですけど、夜空先輩が物騒な発言をするのは今に始まったことじゃありませんし、犯人と決めつけるのはちょっと抵抗がありますね……」

　そう言ったのは理り科かだった。

「ククク……我もそう思う……」と小こ鳩ばとが賛同する。

「ここはひとつ、今回の投票もさっきと同じように自分の右隣の人を書いて様子を見てみる方向でいきませんか？」

「しかしそれでは人じん狼ろうにゆうよを与えることになるのでは」と幸ゆき村むらが難色を示す。

「投票で無駄に誰か処刑してしまうのも同じくらい危険でしょう。上う手まくすれば次の夜に占い師が人狼を発見してくれるかもしれませんし」

「たしかに間違って占い師を処刑するリスクを考えると、俺も理科に賛成かな……」

「なるほど……あにきがそう仰おつしやるのであれば」

　幸村が言って、

「うーん……まあ、それでいいんじゃない」と星せ奈な。

　他の面子めんつからも反対意見は出ないまま時間切れとなり、投票フェイズとなった。

「それでは皆さん、処刑すべきだと思う人の名前を真ん中に、自分の名前を隅に書いて私に渡してください」

　決められたとおり、俺は前回と同じように幸村に一票を入れた。

　さて……どうなるか。

「では開票に移ります。……遊ゆ佐さ葵。……羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか。……三み日か月づき夜空。……楠くすのき幸村。……大おお友とも朱音。……柏かしわ崎ざき星奈。……志し熊ぐま理科。……羽瀬川小鳩」

　おお！

「……全員一票ずつだったので、今回は誰だれも処刑されないことになりました」

　心なしか残念そうな火か輪りんの言葉に、プレイヤー側からどよめきが起こる。

「投票の時間が終わりクロニカ村に二日目の夜が訪おとずれます。生きているプレイヤーは全員顔を伏せてください」

　顔を伏せ、火輪に指示されるまでもなく俺おれたちはテーブルを叩たたき始めた。

「それでは……占い師は顔を上げてください。……占う人を指さしてください。…………その人は…………です。……占い師は顔を伏せてください」

　頼むぞ占い師……今のところお前だけが頼りなんだ……！

「……人じん狼ろうは顔を上げてください。……今夜食べる人を選んでください」

　ドキドキしながらテーブルを叩き続ける。そして……。

「……人狼は顔を伏せてください」




【三日目】




「…………夜が明けました。プレイヤーは全員顔を上げてください」

　ふう──……自然とため息が漏れる。

　みんなが注目するなか、

「……大変悲しいことに、村の教会の十字架に志し熊ぐま理り科かさんの下半身だけが衣類を剝はぎ取とられた状態で縛り付けられているのが発見されました」

「なんでそんな惨むごい殺されかたなの!?」

　犠牲者である理科が叫んだ。

「……死体を十字架に結んでいたのは志熊さんの腸ちようでした。そして性器を中心に無数の獣の毛がこびり──」

「だからいい加減にしろ！」

　ばこん。

「あうっ」

　ノリノリで猟りよう奇き的てきな描写をする火輪の頭を、日ひ高だかさんがはたいた。

「……死んでいる人は動かないでくれませんか」

　ぶすっとした顔で火輪は言い、

「……ともあれ、昨夜の犠牲者は志熊さんでした。彼女の魂に安らぎのあらんことを、エィメン。それでは皆さん、本日の議論を始めてください」

　火か輪りんの指示で議論がスタートする。

「なんで理り科かが……。く……っ！」

　苦く悶もんの声が口をついて出た。

　ゲームでのこととはいえ、けっこう本気で悔しいもんだな……。

「おいたわしいことです……」と幸ゆき村むら。

「あいつとは色々あったが……いなくなられると寂しいものだな……」

　まるで現実の出来事であるかのように神妙な顔で言う夜よ空ぞら。隣で理科がブスッとした顔をしている。

「な、なあ。占い師……誰だれか知らねえけど……そろそろ誰が人じん狼ろうなのかわかってるんじゃないのか？」

　俺おれは縋すがるように言った。しかし名乗り出る者はいない。

「名乗り出る人はいないみたいですね……」と葵あおい。「まだ人狼を見つけられてないのか、それとも……」

「もう死んでるか、か……」

　最初に処刑されたマリアか、人狼に殺された日向ひなたさんか理科か。

　この三人が占い師だったという可能性もあるのだ。

「……占い師は少なくとも二人を占っているんだ。たとえ狼おおかみを特定できなかったとしても、誰が人間かどうかを教えてくれるだけでかなりのヒントになると思うんだけど」

　生き残っているメンバーを見回して朱あか音ねさんが言った。

「たしかに、二人だけでも信ずるに足る者がいればこころづよいです」と幸村。

「そうだな……」と俺。七人のうち二人……いや、占い師を含めて三人が村人だとわかれば、人狼を絞り込みやすくなる。

「狼に殺された人を占ってしまった可能性もあるんじゃないですか？」と葵。

「たしかにその可能性も──」

　ある、という俺の言葉を遮って、

「──いや、少なくとも二人が人間であることはわかっている」

　そう言ったのは夜空だった。

「え？」

　戸惑う俺たちに、夜空はさらに続けて、




「──私が占い師だ」




　その告白に俺おれたちは息を吞のむ。

「しょ、証拠はあるんですか!?」と葵あおい。

「……残念ながら人じん狼ろうはまだ一人も見つけていない。占った二人とも人間だった」

「だ、誰だれを占ったんだ？」

　恐る恐る問う俺に、

「小こ鷹だかと貴様だ」

　夜よ空ぞらが指さしたのは葵だった。

「じ、自分ですか？　た、たしかに自分は村人ですっ！」

　葵の顔がぱあっと明るくなった。

「俺もそうだ！　夜空、じゃあやっぱりお前が占い師──」

「ふ……」

　恐らくはあえて聞こえるように笑声をこぼしたのは、朱あか音ねさんだった。

「……朱音さん？」




「──やっぱり君が人狼だったんだね。三み日か月づき夜空さん」




　夜空の顔を正面から見据え、よく通る声で朱音さんは言った。

「な……！」

　夜空の顔に動揺が浮かぶ。

「ど、どどどどうゆうことなんですか!?」

　完全に混乱している葵に朱音さんは微笑ほほえみ、

「なぜなら、私こそが本物の占い師だからさ」

「「えええ!?」」

　俺と葵の驚きよう愕がくの声がハモる。

「占い師が名乗り出てもいいような空気を作って誰も名乗り出なかったら、『占い師は既に死んでいる』と判断した人狼が占い師を騙かたり出だす可能性が高いと思って、あえて名乗らずに黙っていたんだよ。そしたら案の定、偽占い師が登場してくれたというわけさ。早まったね、狼おおかみさん」

「夜空が……偽占い師……？」

「あ、あんたやっぱり人狼だったの!?　また噓うそついたのね！」

　星せ奈なが夜空を追及する。

「やはり夜空のあねごの『ざまあ』は……」と幸ゆき村むら。

「で、ですが朱あか音ねさん！　三み日か月づきさんは自分が村人だと言い当てました！」

　葵あおいの指摘が的外れなことは俺おれにもわかった。

「葵。人じん狼ろう側は、誰だれが村人で誰が人狼かを最初から知ってる。村人を言い当てても、本物の占い師だという証拠にはならないんだよ」

「い、言われてみればたしかにそうです！」

　朱音さんの説明に、葵が目を丸くした。

「ふん……後出しで占い師だと言い出してきた者など、信用できるわけがない。それとも、先輩が本物だという証拠でもあるんですか」

　夜よ空ぞらの言葉ももっともだった。

　みんなが注目するなか朱音さんは不敵な笑みを浮かべた。

「もちろんさ。私は君以外の人狼を既に発見しているからね」

「な……！」と夜空が絶句する。

「占い師は正体が発覚すれば確実に人狼の標的となってしまう。だからこそ、二人目の人狼──偽占い師の君をあぶり出してからこうして名乗り出たというわけさ」

「だ、誰が人狼だったって言うんですか!?」と葵。

　俺たちも固唾かたずを飲んで朱音さんに注目する。

「ばかばかしい！　そんな偽占い師の言葉に耳を貸すな！」

　夜空の言葉を無視して朱音さんは証言する。

「まず、一日目に占ったのは柏かしわ崎ざき星せ奈なさんだ。失礼だけど一日目の柏崎さんの言動はかなり怪しかったからね。真っ先に占わせてもらった。けれど彼女は村人だったよ」

「！　たしかにあたしは人間よ。……じゃあ、あんたが本物の占い師ってことかしら？」

「待て！　騙だまされるな馬ば鹿か肉め！　誰が人間かなど証拠にならないとその女が言ったばかりだろう！」

　焦る夜空に朱音さんは余裕の笑み。

「そうだね。だから本番は次だよ。私が二日目に占ったのが……」

　朱音さんは視線を動かし、彼女に指をビシッと突きつける。

「羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばとちゃん。君が人狼だ」

「小鳩が!?」「小鳩ちゃん!?」

「くっ……ククク……よ、よくぞ我が正体を見抜いた人間よ……って、えええ!?　ちゃ、ちゃうもん！　う、うちは吸血鬼じゃ！」

　小鳩が慌てふためく。

　テンパっているせいで素の小鳩といつものレイシス演技が混在しており、肝心の『人狼かどうか』の真偽が見極められない。

「小こ鳩ばとちゃんと夜よ空ぞらが人じん狼ろうだったの……？」

　悲しそうな星せ奈なに夜空は強い口調で、

「だから騙だまされるな馬ば鹿か肉め！　他の皆も言いくるめられるな！」

「……朱あか音ねさん、なんで二日目に小鳩を占ったんですか？」

　俺おれが訊たずねると、

「私は三み日か月づきさんが人狼だと疑っていた。そして小鳩ちゃんは、そんな三日月さんに協力しているようなフシがあった。三日月さんはチャンスとみれば積極的に動いてくれそうだったから、まずは大人しい小鳩ちゃんのほうを占ってみたら──ビンゴだったというわけさ」

「なるほど……」

　確かに推理の筋は通っている気がする。ほんの短期間の僅わずかな言動で小鳩が夜空に協力的だと見抜いたのもさすがだ。

「……大おお友とも先輩、でしたか。随分と弁が立ちますね……」

　刺すような目を向ける夜空に、朱音さんが軽く肩をすくめる。

「はは、これでも生徒会の副会長なんてものをやってるからね」

「弁が立ちすぎると言ってるんです。もしも私が人狼だったら、間違いなくあなたを一番の強敵と判断して真っ先に殺している。あなたがまだ生きている──この事実こそが、あなたが人狼だという何よりの証拠だ！」

　……たしかに、もしも俺が人狼だったら、話術が巧みで頭もキレる朱音さんを一番危険だと判断していたかもしれない。

「ふ……その言葉、そっくり君に返すとしよう。私が人狼だったとしたら、真っ先に君を殺しているよ」

　爽さわやかに微笑ほほえみながら、物騒なことを言う朱音さんだった。

「みんな、私はまず三日月さんを処刑すべきだと思う。夜に私は殺されるだろうが、次に小鳩ちゃんを吊つるして村人チームの勝利だ！」

「み、耳を貸すな！　この人は私をハメようと──」

　と、そこでタイムアップを告げる鐘の音が響く。

「……議論は終了です。これより投票に移ります。処刑されるべきだと思う人の名前を書いて投票してください」

「く……っ」

　夜空と朱音さん……いったいどっちが噓うそをついているんだ……。

　俺おれのことを占ったと言った夜よ空ぞらの証言だが、夜空が人じん狼ろうだったと考えると、その証言には信頼性がない。

　一方の朱あか音ねさんはというと、人狼を一匹見つけたという点で夜空より信頼性はあるように思えるが、朱音さんが人狼ではないという確証もまたない。

　俺の心証的には正直、怪しい印象を拭ぬぐえない夜空よりも堂々とした態度で発言に矛盾もない朱音さんのほうに分があるように感じているが……本当にそれでいいのか？

　そもそもなぜ夜空は信頼性がまったくない証言をしてしまったのか。朱音さんの言うように、『占い師に出てきてほしい空気』にまんまとおびき出された？　このゲームをやるのは初めてだし、迂う闊かつなことをしても不思議じゃないが……。

　考えれば考えるほどわけがわからなくなる。

「……投票はお早めに」

　なかなか名前を書けないでいる俺に、司会者がせかす。

　三み日か月づき夜空か、大おお友とも朱音か。




　迷った末に俺は──どちらも選ばず、とりあえず羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばとと書いて投票した。




　自分の一票に人の命……それどころか村全体の命運がかかっている……そんな投票で、テキトーに勘で決めるなんてことはどうしてもできなかった。

　これもまた、勢い任せで覚悟を決めて選んでしまう前に、今が本当に選択を避けられない時なのか、限界ギリギリまで考え抜きたい……ってやつだよ。ゲームだけどな。

「それでは開票に移ります」

　全員の投票が終わり、火か輪りんが名前を読み上げていく。

「……大友朱音。……三日月夜空。……三日月夜空。……大友朱音。……三日月夜空。……大友朱音」

　三票対三票……分かれた。

　疑われている夜空と小鳩が朱音さんに入れ、朱音さんが夜空に入れたのは間違いないとして、他は誰だれがどっちに入れたんだろう。

　最後の一票を、結末を知っている俺以外の全員が固唾かたずを吞のんで待つ。

「…………羽瀬川小鳩」

「うちっ!?」

　意表を突かれて小鳩が叫ぶ。他の面々も呆あつ気けにとられている。

「……これはちょっと……想定外だね……」

　朱あか音ねさんがかすれた声を漏らした。

　ここまで焦っている朱音さんは初めて見た気がする。




【四日目】




　投票フェイズが終わったあとは恒例の夜フェイズが行われた。

　俺おれは例によってひたすらテーブルを叩たたき続け、そして夜が明け朝になり──ゲームは意外な展開を迎えた。

「……街の外の古代遺跡で、クリスタルに閉じ込められた三み日か月づき夜よ空ぞらお姉様の遺体が発見されました。生前の美しいお姿のまま、まるで眠っているかのような安らかな死に顔です。ちなみに全裸ですじゅるり」

「これまでの死体描写と違いすぎだろ……あと舌なめずりすんな」

　思わずジト目で火か輪りんにツッコみつつ、犠牲者である夜空の方を見た。

　夜空はこうなることがわかっていた様子で、動揺の色は見られない。

「……早まったのはそっちでしたね」

　微かすかな笑みを浮かべて、夜空がボソリと呟つぶやいた。

「それでは議論の時間です」

　火輪が告げるやいなや、俺、星せ奈な、葵あおい、幸ゆき村むら、小こ鳩ばとが朱音さんの顔を見る。

「なんだいみんなして。私の顔になにか付いてるかい？　例えば……狼おおかみの耳とかね」

　朱音さんはもはや自分が人じん狼ろうだということを隠そうともしない。

　占い師騙がたり作戦で本物の占い師である夜空を処刑することができなかった人狼チームは、夜フェイズで夜空の殺害を選んだ。

　朱音さんはこのあとの投票で確実に処刑されるのだが、それでも夜空を生かしておくほうが危険だと判断したのだろう。

　夜空、朱音さんの双方とも、勝利のために自分の命を平然と捨てた。その冷徹なプレイに少し寒気がした。

「残り五人……誰だれが人狼なんだ……？」

　葵、星奈、幸村、小鳩……誰もが怪しく見えてくる。

「と、とりあえず羽は瀬せ川がわ小鳩さんは人狼じゃないですよね!?　だって朱音さんに罪をなすりつけられそうになってたんですから！」と葵。

「それはどうかなー葵。実はそう思わせることが私の作戦なのかもしれないよ？」

「だ、だから我は人狼などではない！　偉大なる吸血鬼の真祖、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎじゃ！」

「うんうん、この村に狼おおかみなんて一人もいないよ。実を言うと最初に処刑された高たか山やまマリア先生が人じん狼ろうだったのさ。いやー負けた負けた。ところで羽は瀬せ川がわくん、よかったらこのあと一緒に混浴の露天風呂に入らないかい？」

「な……！」

　冗談だとわかっていても顔が熱くなる。

「しょ、しょうもない時間稼ぎに付き合ってる場合じゃないんです！」

「そうか、ならここで驚きよう愕がくの真実！　実は私は人狼じゃないんだ！　信じてほしい！」

「……よし、今日の投票タイムは朱あか音ねさんに入れるとして、もう一匹の人狼が誰だれなのか話し合おうぜ」

「は、はいっ！」「わかりました」「う、うん」

　葵あおいと幸ゆき村むらと小こ鳩ばとが頷うなずき、




「もう一匹は幸村よ」




　唐突に星せ奈なが断言した。

「えっ!?」

　朱音さんを含め、全員が驚愕する。

「星奈のあねご……なにをこんきょにそのような世よ迷まい言ごとを……」

　いつものように落ち着いた声音の幸村だが、微妙に動揺の色があるように思えた。

　星奈はまたもこともなげに、

「根拠？　さっき占ったからに決まってるじゃない」

「う、占った……？」

「そ。あたしが本物の占い師なのよ」

「ははは……、面白い冗談だね柏かしわ崎ざきさん。占い師は昨夜殺された三み日か月づきさんだよ」

　余裕ぶる朱音さんだったが、その表情は少し硬い。

「『殺された』んじゃなくて『殺した』んでしょ。……ほら、めんどくさいから素直に認めなさいよ幸村」

「……わたくしはけっぱくです」

「はぁ……しょうがないわね」と星奈はため息をつき、説明をはじめる。

「最初の夜、あたしは夜よ空ぞらを占ったのよ。そしたら夜空のやつ普通の村人だったの」

「……そういえば一日目はあんだけ夜空が人狼って主張してたくせに、二日目は妙に大人しかった気がするな。二日目こそ夜よ空ぞらが怪しいって雰囲気だったのに」

「そーゆーこと。あたしだけは夜空が人じん狼ろうじゃないって知ってたのよ」

　俺おれの言葉に星せ奈なは頷うなずき、さらに続ける。

「……二日目には理り科かを占ったんだけど次の朝に殺されちゃったから意味なかったわね。で、三日目になんか夜空がいきなり自分が占い師とか言い出したでしょ。どうせ小こ狡ずるいこと考えてると思って、とりあえず黙って見てることにしたの。そしたら二人目の偽占い師が出てきたから、『あ、こっちが人狼なんだ』ってわかって。夜空と対立するフリをして油断させたってわけ」

「く……」

　悔しげに顔を引きつらせる朱あか音ねさん。

「じゃあ昨日の投票で朱音さんに入れたのは、夜空と星奈と……」

「う、うちっ！」と小こ鳩ばとが手を挙げる。

「じ、自分は三み日か月づきさんに投票しました……」

　葵あおいが正直に白状する。

　朱音さんの弁舌は非常に巧みだったから、引っかっても無理はない。

「わたくしは朱音どのに投票しました。やはり朱音どのが人狼だったのですね」

「ちょっとそれは苦しいですよゆっきー……」

　白々しいことを言う幸ゆき村むらに葵がツッコんだ。

「……ちなみに小鳩に入れたのは俺だ。どっちか決めかねて」

「……大人しく私の味方になってくれればよかったものを……この優柔不断」

　朱音さんがぶすっとして半眼で俺を見た。

　朱音さんにとって、投票で夜空を排除できなかったのは誤算だったのだろう。

　同じ人狼チームである幸村の一票は確実だったし、夜空と星奈が対立していると思い込んでしまった。

　残る俺と葵と小鳩のうち一人を引き入れれば勝てる計算だが、占い師騙がたりを成功させるために誰だれか一人は人狼に仕立て上げる必要があった。小鳩が選ばれたのは、以前から知り合いの俺と葵の方が信頼を得やすいという計算もあったのかもしれない。

　占い師であり、そうでなくても一番手て強ごわそうな夜空を、人狼サイドは味方一人と差し違えてでも殺さざるをえなかった。

　しかし実は、夜空が占い師であるというその前提は間違っていた。

　人狼も村人も全員が夜空と星奈に騙だまされていたというわけか……。

　と、そこで鐘の音が鳴り響く。

「……議論を終了してください。それでは投票に移ります──」




【五日目】




　投票で朱あか音ねさんが処刑され、あとは消化試合のようなものだった。

　四日目の夜フェイズが終わり朝が来て、火か輪りんが相変わらず無駄にグロい死体発見のナレーションをする。

「……肉屋のゴミ箱から柏かしわ崎ざき星せ奈なさんの肉片が入ったミートパイが発見されました。細切れになった指先や乳首などが生々しい原形をとどめており──」

「なんで夜よ空ぞらはクリスタルなのにあたしは残飯なのよ！　やり直しなさい！」

　星奈の苦情を受けて火輪は渋々といった様子で言い直す。

「……村の地下にあった古代遺跡の中に、クリスタルの中に閉じ込められた柏崎星奈さんの美しい乳首が発見されました」

「ん……まあいいわ」

　いいんだ……お前の基準がわかんねえよ。

　そして議論の時間へ。

　星奈の美しい乳首をクリスタルに封印した人じん狼ろうと思おぼしき人物は、無表情で弁明する。

「……わたくしはけっぱくです。これは人狼のぼうりゃくです」

　噓うそをつくのは下手だな……幸ゆき村むら。普段はその馬ば鹿か正直さが美徳だが、このゲームでは弱点でしかない。

　幸村の言葉を信じる者は誰だれもおらず、早々に議論を切り上げて投票へ移る。

「……死に装束に着替えて処刑場へ連れて行かれた楠くすのきさんは、短刀で勢いよく自らの腹をかっさばいたのち、傷口に手を突っ込み腸を引っ張り出して観衆に投げつけました」

「……むくいをまてや　はしばちくぜん」

　織お田だ信のぶ孝たかの辞世の句を引用後、幸村はかくっとうなだれた。切腹というのが武士っぽくて嬉うれしかったのか、意外とノリノリである。

　クロニカ村に夜が訪おとずれ──そして朝がやってくる。

「朝がやってきました。プレイヤーは全員顔を上げてください」

　全員が顔を上げたのち、火輪は淡々と告げる。




「……昨夜の犠牲者は一人もいませんでした。どうやらクロニカ村から人狼は一匹もいなくなったようです。おめでとうございます。村人チームの勝利です」




　生き残った俺おれ、葵あおい、小こ鳩ばとの口から、同時に大きなため息が溢こぼれる。

「お、終わったぁ……」

　それは勝利の喜びではなく、どうにか生き残ったこと、そしてこの殺伐とした騙だまし合あいがようやく終わったことに対する安あん堵どの吐息だった──……。





　　






「あ!!　悔しい!!　くやしい!!」

　ゲームが終了した途端、普段はクールな朱あか音ねさんが仰あお向むけに倒れ、子供みたいに嘆なげいた。

「むねんです……」

　同じく人じん狼ろうチームの幸ゆき村むらも悔しさを滲にじませた仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　負けて本気で悔しがるということは、真剣に遊んでいた証拠でもあると思う。

「ふふん、このあたしのおかげで大勝利だったわね！　感謝しなさいよ愚民ども！」

「何を言っている馬ば鹿か肉め」

　得意満面の星せ奈なに、夜よ空ぞらが冷ややかな声を浴びせる。

「な、なによ、あたしのおかげで勝てたのは事実じゃない」

「……貴様最初の投票のとき、私に入れただろう」

「……!?」

　図星だったらしく、星奈の顔が引きつる。

「もしもあそこで私が死んでいたら負けていたのはこっちだったぞ」

「そ、そんなことないわよ。あたし占い師だったし、占いパワーで無双してたわ」

「二日連続で空振りしておいてよく言う……」

「嫌いな順で占ってたんだからしょうがないじゃない！」

　一日目が夜空、二日目が理り科か、三日目が幸村か……。

「どこにしょうがない要素がある！　少しは頭を使って推理しろ馬鹿が！」

「あれ!?　ちょ、ちょっと待った！」

　朱音さんが慌てた様子で起き上がった。

「……もしかして初日の投票で何が起きたのか、君達にはわかっているのかい？」

　全員が自分の右隣に入れる約束だった筈はずが、星奈に一票も入らずマリアに二票が入って処刑された一件。

　この真相には俺もゲームの途中で気づいた。恐らく隣りん人じん部ぶのメンバーならみんな気づいているだろう。

「星せ奈なが夜よ空ぞらに投票して、マリアと小こ鳩ばとがお互いに投票し合った……違うか？」

　俺おれが司会者の火か輪りんに確認する。

「そのとおりよ」

　火輪が頷うなずく。

　結果的にマリアの左隣だった日向ひなたさんの一票と小鳩の一票の計二票が入り、マリア一人が死ぬことになったのだ。

　真相を知り、朱あか音ねさんが啞あ然ぜんとする。

「な、なんで君達はそんな意味のわからないことを……？」

「こいつが狼おおかみ男おとこに決まってると思ったからなのだ！」

「ククク……このうんこ聖女が無礼にも高貴なるこの我を疑ったので見せしめに天罰をくだしてやったのだ……」

「人じん狼ろうであろうとなかろうと、夜空は早めに始末しておくのが一番かなって。だって夜空だし──って痛っ！」

　マリアと小鳩と星奈が口々に説明し、夜空がスリッパで星奈の頭をはたいた。

「……煌すめらぎが私に投票しなかったおかげで助かったぞ」

「ククク……ふひひ」

　夜空が小鳩の頭を撫なでると、小鳩は幸せそうにはにかんだ。本気で夜空に懐いている小鳩の様子に、星奈が「ぐぬぬ……」と悔しげな顔をする。

　朱音さんはそんな隣りん人じん部ぶの面々を前に、あきれ顔で嘆たん息そくした。

「……負け惜しみに聞こえるかもしれないけど……いきなり原因不明のイレギュラーなことが起きて混乱しなければ、私はより完璧に立ち回れたと思うんだよ……あのときはああ言えばよかったとか反省が次から次に浮かんできて悔しい……！」

　だとすると結果的に三人の行動は勝利に繫つながっていたということか。

　夜空が占い師を騙かたったのも、真っ先に自分を殺しにくるような奴やつが二日目から急に大人しくなったことで、星奈こそが占い師だと確信したからだろう。

　さすがの朱音さんも、隣人部のチームワークがあるのかないのかわからない微妙な関係性までは読み切れなかったわけだ。特に占い師がいきなり根拠もなく誰だれかを殺しにかかるなど、普通に考えればありえない。

「……あ、あの」

　夜空が緊張した様子で朱音さんに声をかけた。

「ん？」

「……わ、私もわからないことがあります。どうして人じん狼ろうは一日目の夜にええと……あの……あれを殺したんですか？」

　チラッと日向ひなたさんの方を視線で示す夜よ空ぞら。『あれ』て……。

　そういえばゲーム中、日向さんはまったくと言っていいくらい目立っていなかった。なのに真っ先に排除した理由…………実は朱あか音ねさんも日向さんが嫌いとか？

「理由がないわけじゃないんだけど……はは、近々わかる時が来るかもね」

　朱音さんは笑って誤ご魔ま化かした。

　夜空は釈然としない顔をして、さらに訊たずねる。

「では二日目に理り科かを殺した理由は？」

「二日目に食べる人は楠くすのきさんが選んだんだよ」

「幸ゆき村むらが？」

　俺おれが目を向けると、幸村は無表情で「……より危険なほうを」と呟つぶやいた。

「危険？　どういう意味だ？」

「……本当に気づいておられないのですか」

「……？」

　わけのわからないことを言う幸村に、俺は首を傾かしげるしかなかった。

　朱音さんが話を続ける。

「まあ、実は志し熊ぐまさんを食べるのは私も同意見だったから、スムーズに決まったね。厄介そうなのは君と志熊さんの二人だったけど、君にはヒナが死んだときの失言があったから、議論のとき罪をなすりつけやすいと思ったんだ」

「……やっぱりそう考えましたか」

　夜空の言葉に朱音さんははたと険しい顔になる。

「やっぱり……？　……！　まさかあの『ざまあ』は、自分が投票でも殺せると思わせて、夜に狙われるのを防ぐための作戦だったのかい……!?」

「それは深読みしすぎです。つい本音が漏れてしまっただけです」

　夜空は苦笑した。……俺としてはそこは作戦であってほしかった。気になって日向さんのほうを窺うかがうと、しょんぼりした顔をしていた。

「だったら、三日目に占い師を騙かたったのも『つい』だったのかな？」

「いえあれは……あそこで私が出なければ、馬ば鹿かな本物の占い師がのこのこと名乗り出てしまうと思ったので……」

「なるほど、柏かしわ崎ざきさんを庇かばったのか」

「……勝利のために仕方なくです」

「あのときは『勝った！』と思ったんだけどね……」

「……私も先輩が第二の占い師として名乗り出てきたときは『かかった』と思ったんですが……弁舌であそこまで追い詰められるとは思いませんでした。小こ鷹だかが優柔不断でなければ負けたのはこっちだったでしょう」

「ふふ……だろうね。君以外ならどうとでも丸め込めた自信がある」

　夜よ空ぞらと朱あか音ねさんは不敵に笑い合う。ハイレベルな戦いを繰り広げた末に、お互いを認め合ったようだ。少年漫画かよ。

　この企画、夜空と日向ひなたさんの仲を深めるのが一番の目的だったのだが、これはこれで決して悪い結果ではない。夜空が日向さんと仲良くなるための足がかりになるだろうし、朱音さん本人もすごくいい人だし。

　……俺おれの慎重な行動が勝利に繫つながったというのに優柔不断呼ばわりされるのは腑ふに落ちないけどな。





　　






　脳細胞と精神力をひどく消耗してしまったので、しばらく感想を言い合ったあとはそのまま解散となった。

　知力、勘、演技力、コミュ力、そしてリアルの人間関係までもが大きく絡む、凄すごいゲームだった……。面白かったけど、これが大人気な世界はちょっと嫌だ。

「悪かったな、火か輪りん。俺が頼んだことなのに結局全部任せきりだったし」

　みんなが２０７号室を出て行ったあと、俺は火輪に頭を下げた。

　ゲーム選びからルール説明、司会まで、なにもかも火輪任せで俺は何もできなかった。

「……謝るのは違うわ。私は大勢でゲームができて楽しかったし」

「そ、そうか……ええと……ありがとう」

「ん。どういたしまして」

　火輪は柔らかく微笑ほほえんだ。……こんな表情もできるんだな。

　心から感謝して、俺は部屋を出ようとした。そのとき、

「……小鷹」

　中から夜空に呼び止められ、振り返る。

　夜空は睨にらむように俺を見据え、

「……やはり今回のゲーム会はお前が言い出したことだったんだな」

「……余計なお世話だったか？」

「当たり前だ」

　冷たく言い捨てる夜よ空ぞら。

「そっか……」

　予想どおりの返事だったとはいえ残念ではあった。

　俺おれは踵きびすを返し、部屋を出る。

　そのうしろから、




「……余計なお世話に決まっている……が……嬉うれしくなかったとは言ってない」




　聞こえるか聞こえないかというくらいの小さな声に、俺は顔がほころぶのを抑えられなかった。





デイブレイク







　翌日。

　朝食をとったあと、俺たちは８時くらいに旅館をあとにした。どこかへ立ち寄ることもなく、そのまま真まっ直すぐに学園へと向かう予定だ。

　慌ただしいスケジュールだが、休日いつも暇な隣りん人じん部ぶはともかく、ミニバスの運転をしてくれる天馬ぺがさすさんや生徒会の面々は多忙な身の上なので仕方がない。

　バスの座席は来るときとはかなり違う。

　日向ひなたさんと夜空の席が少しでも近くなるように、ちょっと仕組ませてもらった。

　まず、一番後ろの窓際に夜空。その隣に火か輪りん。

　火輪には事情を話していないが、「夜空にべったりな小こ鳩ばとを俺が引きつけている間にお前が夜空の隣を獲れ！」と煽あおったところ、何も聞かず喜んで乗ってくれた。

　火輪で夜空の逃げ場を封じたあと、その前の席に日向さんと朱あか音ねさんが座った。そのとき夜空が俺を睨にらんだので、謀はかったことは多分バレている。

　最終的には座席は次のようになった。












　来るときと同様、理り科かは窓の外を見ながら音楽を聴いている。

　その反対側では夜よ空ぞらが不機嫌そうな顔で頰ほお杖づえをついて外を見ており、火か輪りんがお菓子や飲み物を貢みついでくるのを素っ気なくあしらっている。火輪のほうも、あまり強引に迫るのはやめたらしく、ほどほどにちょっかいをかけるに留とどまっている。

　俺おれの前の席では幸ゆき村むらと葵あおいが二人してスマホを見ながら喋しやべっている。見ているのはどうやらスポーツウェアのサイトらしい。「ゆっきーゆっきー、これ可愛かわいくないですか？」「この靴もなかなかよいものです」「おおー、たしかに！」相変わらずバスの中でここだけリア充空間だった。

　運転席では天馬ぺがさすさんが仏ぶつ頂ちよう面づらで運転している。朝食のとき昨夜俺が遅くまで部屋に戻らなかったことを訊たずねられ、みんなでゲームをしていたことを伝えると「なぜ私も呼んでくれなかったのかね……」と拗すねてしまった。すいませんでした。

　俺の隣ではやけに上機嫌で小こ鳩ばとが景色を見ており、ときおり星せ奈ながお菓子を持って近づこうとすると全力で拒絶する。小鳩に受け取り拒否されたお菓子は、星奈のうしろに座っているマリアの口へと放り込まれる。

　後ろの席では日向ひなたさんと朱あか音ねさんが来るときと同様に、なにやらプリントを広げて真剣な様子で打ち合わせをしている。多分クリスマス会のことだろう。

　十二月二十四日、聖せいクロニカ学園の体育館にて行われる生徒会主催のクリスマス会は、日向さんたち今年度生徒会が中心となって行う最後の大きなイベントとなる。それ以降、ほとんどの業務は次期生徒会に引き継がれるのだとか。

　……そういえば、次期生徒会の選挙っていつなんだろうか。

　たしか文化祭が終わった数日後くらいにホームルームで、誰だれか立候補するかどうかという話し合いがあって、うちのクラスからは誰だれも出ないことになった。それ以降、生徒会選挙についての話は特に聞いていない気がする。一週間ほど生徒会の手伝いをしていた時も、そういう話題が出た覚えはない。

「だからここは……こうで……こうなる、と」

「むう……難しいところだな……」

　うしろでは日向ひなたさんと朱あか音ねさんの話し合う声。

　真剣な打ち合わせを邪魔するのは悪いので、前の席の葵あおいに声をかける。

「なあ葵」

「はい？　なんでしょうか小こ鷹だかくん」

　葵が背もたれから首の上だけをこちらに出してくる。

「ちょっと気になったんだが、次の生徒会メンバーってもう決まってるのか？」

「次ですか？　会長と副会長だけはほぼ決まっているようなものですね。冬休み明けに信任投票があって、それで正式決定です」

「信任投票ってことは、候補が一人ずつしか出てないのか。しかも会長と副会長だけ」

「そうなんですよ」と葵は唇を尖とがらせた。「みんなもっとやる気を出してほしいものです。まあ、今年は日向さんが活躍しすぎたせいで、すごく大変なイメージが付いてしまったのも原因でしょうけど」

「あー……」

　俺おれが過ごした一週間だけでも、通常業務のほかに色んな部活や委員会のヘルプと大忙しだったもんな……。

　あれを見ていると、それなりにやる気がある奴やつでも生徒会に入るのを躊躇ためらうのは無理もない。受験に有利になるというメリットを差し引いても、まったく割に合わない。日向さん達と比較されてしまうのも避けられないわけだし。

「じゃあ、次の生徒会長候補ってどんな奴なんだ？」

　生徒会が大変な仕事だと知りながらも自らその役割を引き受けようというのだから、素直に立派だと思う。

「自分ですよ」

「は？」

　葵の台詞せりふが俺の質問に対する答えだということがすぐには理解できず、思わず聞き返してしまった。

「次の生徒会長は多分自分になると思います。期限になっても誰も候補者が出なかったので、自分が出ることにしました」

「マジか……」

「ちなみに次期副会長は火か輪りんですよ」

「じゃあ今の会計と書記がそのまま会長副会長になるのか」

　たしかに、他に候補者がいないのなら妥当なところだろうが……。

「次の会計と書記も決まってないんだろ？」

「あと庶務もですね」

「……二人だけで大丈夫なのか？」

　心配になる俺おれだったが、葵あおいは特に不安な風もなく、

「まあ、新しい人が決まるまでは友達に手伝ってもらったりしてなんとかやっていきますよ」

　……たしか、執行部役員に空席がある場合は、会長が生徒の中から役員を選ぶことができるんだっけか。はやく他の役員が見つかってほしいものだ。

「ゆさゆさ、わたくしもお手伝いします」

「はい。もちろん頼りにしてますよゆっきー」

　幸ゆき村むらの言葉に葵が嬉うれしそうにはにかむ。

　……やっぱりいいもんだな、困ったときに頼れる友達がいるってのは。

　うしろではなおも現会長と副会長の親友コンビによる熱心な話し合いが続いている。

「これはさっきの……こう。わかった？」

「むむ……ふむ……うむ……こう……だな」

「……違う……そうじゃない……さっき説明しただろう」

　心なしか、朱あか音ねさんの声が苛いら立だっているようにも感じる。

「なーなー、そこはなー？　そこのところにｙの数値を代入するんだぞ」

　日向ひなたさんと朱音さんの話に、なぜかマリアが口を挟んだ。

「え、マリア……？」

　立ち上がって後ろを見る。

　マリアが日向さんの持っているプリントをのぞき込み、指差しながら「そんでー、これがルート３だからなー。これは２になってー」などと解説をはじめた。

「マリア、日向さん達の邪魔しちゃ……」

　言いながら俺も日向さんの持っている数学のプリントに視線をやり──あれ、数学のプリント……？

「え……なにやってるんですか？」

「見てのとおり、ヒナに勉強を教えてるんだよ」

　朱あか音ねさんが嘆たん息そく混じりに答えた。

「あー……さすが受験生……」

　どうやら二人がしていたのは生徒会の仕事の打ち合わせではなく、受験のための勉強だったらしい。高校三年の冬だからな……大学受験する人は、寸すん暇かを惜しんで勉強しなければいけないのだろう。

「いや、受験というかね……」

　朱音さんが微妙に言葉を濁す。

「……？」

「うむぅ……」と日向ひなたさんもばつが悪そうに視線を逸そらし口元をモニュモニュさせる。

「んー、これ一年生のやつだぞー？　そんなんで大学行けるのかー？」

　マリアが無邪気に言葉のナイフを放った。

　一年生のやつ……？

　ちょっと問題を見てみると、たしかに俺おれでも難なく解けるレベルの問題ばかりが並んでいるようだった。

「ああ、基礎から復習してるんですね」と俺。

「そっかー。基本は大事だからなー」とマリア。

「そ、そうなのだ。そのとおりだハハハ。ま、まずは基礎からだな！」

　笑う日向さんの頰ほおを、一筋の冷や汗が伝った。

「……十二月ですよね今」

　俺の言葉に日向さんの顔が引きつる。

「……ああそうか！　もうとっくに準備は完璧で、さらに万全を期すために一年生の内容からおさらいしているとかそういう……」

　いつもの調子で「もちろんそうだとも！」と覇は気きのある笑顔で断言してほしかったのだが、日向さんは誤ご魔ま化かすように目をそらした。

　そこで俺はふと思い出す。

　体育祭のときに夜よ空ぞらが言っていたことや、生徒会の手伝いをしているときに他の生徒達から聞こえてきた日向さんについての評判の数々を。

　──日ひ高だか日向、三年生。圧倒的な人望で去年から二年連続で生徒会長を務めている。スポーツ万能で数多くの運動部に助すけっ人ととして引っ張りだこ。面倒見がとてもよく、多忙でありながら助っ人を頼まれて断ることはほとんどない。後輩や同級生からも慕したわれている。明朗快活。清すが々すがしい。姐あね御ご肌はだ。頼りになる。親切。運動神経抜群。それでも会長ならなんとかしてくれる。すごい力持ち。美人。かっこいい……

　よく考えてみれば──人柄や運動能力や容姿を賞賛する声は数あれど、彼女の学業方面での評判を聞いたことが一度もないのだった。

「……ついに気づいてしまったようだね羽は瀬せ川がわくん」

　朱あか音ねさんが苦笑いを浮かべ、

「ヒナは頭の出来がちょっと……いや、かなり……すごく……残念なんだよ……」

「え……なん……」

　だって、と続けようとしてやめる。

「……だっちゅうことでしょう」

　普通に口を突いて出る「なんだって」まで避ける必要はないような気もするが、これも一応ケジメだ。

「ほらヒナ、衝撃のあまり羽瀬川くんの言語回路がバグってしまったじゃないか」

「そ、そこまで驚くことはあるまい小こ鷹だか！」

　日向ひなたさんが顔を赤くして怒る。

「す、すいません……でも日向さん、頭よさそうに見えるのに……」

　うっかり本音が漏れてしまった。

「ふっ……言ったはずだぞ小鷹！」

　日向さんは何な故ぜか開き直ったように胸を張り、とても頭が残念な人とは思えない凛りん然ぜんとした調子で言い放つ。




「人間を見た目だけで判断するなど、愚か者のすることだッ！」




　キリッ！　ドヤァァァ！　みたいな効果音が脳内に響く。

「た、たしかに言ってましたけど！」

　そしてそれを聞いたとき俺おれ、ガチで感動したけどさあ……！

　俺が「人を見た目だけで判断したくないし、されたくもない」という価値観を持つに至ったのは、自分が散々見た目のせいでネガティブな印象を持たれてきたからなのだが、この人の場合は俺の逆パターン……見た目のせいで散々ポジティブな印象を持たれてきたからというわけか。

　俺のことを本当の意味で見た目で判断しなかった初めての人物。まさかそんな裏事情があったとは……。

　もしかすると昨夜の人じん狼ろうのとき朱音さんが日向さんを真っ先に殺したのは、ああいう頭脳派ゲームにはあまり向かないタイプの人（←気を遣った表現）であることがみんなの前で明らかになるのを防ぐためだったのかもしれない。

「……そう、だったのか」

　かすれた声が耳に入り、日向ひなたさんから視線を上に移す。

　いつの間にか──うしろの席の夜よ空ぞらが、立ち上がって日向さんを見下ろしていた。

「よ、夜空……！」

　ギョッとした顔で日向さんが夜空のほうを見上げる。

　夜空はしばらく呆ぼう然ぜんと日向さんの顔をじっと見つめ──不意に口の端を吊つり上あげてニタリと笑った。




「そうかお前、バカだったのか」




　朱あか音ねさんがオブラートに包んでいたところを、夜空は実の姉に対して超バッサリと言い放った。

「バ、バカって言うほうがバカなのだぞ！」

　マリアや小こ鳩ばとと同じクオリティの反論をする日向さんを夜空は鼻で笑い、

「そっか……バカだったんだ……」

　夜空は──嘲ちよう笑しようなどではなく、ひどく柔らかで穏やかな、まるで暗くら闇やみの中で一筋の光明を見たかのような笑みをこぼした。

「うむむ……夜空にだけは知られたくなかったのに……朱音がバスの中で勉強なんてさせるから……」

　妹と対照的に、日向さんはあからさまにしょんぼりしている。

「ま、聞いてのとおりだよ三み日か月づきさん」

　朱音さんが苦笑を浮かべて夜空に話しかける。

「ヒナはバカなんだ」

「だ、だからバカって言うなよぅ……」

　日向さんの抗議を無視して朱音さんは続ける。

「……ちなみに数学だけじゃなく全教科あますところなく壊滅的なパーフェクトバカだ。ぶっちゃけ、このままでは大学進学どころか……卒業が危うい」

「そこまで……!?」

　さすがにショックだったのか夜空も目を剝むく。

「残念ながらね……。そこで三日月さんにお願いがあるんだ」

「お願い、ですか？」

「ああ……ヒナの勉強を見てやってほしい」

「え……!?」「なんだとっ!?」

　夜よ空ぞらと日向ひなたさんがまじまじと朱あか音ねさんを見る。

「私を見捨てるのか朱音！　私の実力は貴様以外が手に負えるレベルではないぞ！」

「……堂々と情けないことを言うんじゃない。私も自分の勉強があるからヒナにつきっきりというわけにもいかないんだよ」

「わ、私は二年生です。さすがに三年の内容は……」

「二年生の内容がまともに理解できるようになるまで引き上げてくれれば、あとは私がなんとかするよ。幸い、平常点のほうは超優良だからね……期末試験さえなんとか乗り切れば、先生方にお目こぼしいただいてお情けで卒業させてもらえるかもしれないという希望がなきにしもあらずといったところなんだ」

　それはほとんど絶望的なんじゃないかと思ったが、わざわざ口には出さなかった。

「そもそもどうして私が……」

「ちょっと調べたところ君はとても成績優秀だし、頭の回転も速い……『人じん狼ろう』で私を破るほどにね。それになにより──君はヒナの妹だろう」

　夜空の顔が不快げに歪ゆがむ。

「……妹だからといって、姉の面倒を見る義務はないと思いますが」

「もっともだね」と朱音さんは頷うなずきながらも、

「じゃあ君は、お姉さんが自分と同じ学年になってもいいのかな？」

「……!?」

　顔を引きつらせ、夜空は日向さんと朱音さんの間で視線を彷徨さまよわせた。

　来年進級したとき、日向さんが卒業できなければ一緒に三年生をやることになる。

　姉妹が同じクラスになることはないにしても、同じ学年なら顔を合わせることくらいはあるだろう。二人が姉妹だと知られたら、色々愉快でない噂うわさも流れるかもしれない。

「……おい」

　どんよりとした声で夜空は日向さんに声をかけた。

「う、うむ」

「……私のことはこれから『先生』と呼んでもらおうか」

　いきなりとんでもないこと言い出した！

「な、なんで妹のことをそんなふうに呼ばねばならないのだ！」

「……私の同級生に……いや、後輩になってもいいのか。私が卒業するときに在校生として花束を渡すか？」

「そ、そそそこまでバカじゃないし！」

　……一年の問題に苦戦しまくっていたことを考えると、あながちあり得ないとは言い切れないのが怖いところだ。

「……おいバカ子」

「バ、バカ子……!?　……さっきから気になっていたが夜よ空ぞらよ……姉妹とはいえ私は学校の先輩なのだぞ。そういう口のきき方は……」

「四ヶ月後には同級生になるんだろう？」

「い、今はまだ先輩ですから！」

　あんたが敬語になってどうする。つか、「今はまだ」って……。

「聞けバカ子」

「はい！」

　ギロリと夜空が睨にらみ、日向ひなたさんが怯ひるむ。

「私だって敬意を表すに値する相手なら敬語を使う。だが貴様は違うだろう豆腐頭。悔しければ人並みの知性を身につけてみせろ脳のう味み噌そきんに君。……明日から……いや、学校に着いたらすぐに勉強会だ」

　ついさっきまで忌避していた姉相手に、微み塵じんも容赦しない夜空さんだった。いったん攻勢に出ると絶好調だな。

「わ、私は生徒会の仕事が忙しくてだな……」

「そこは私達に任せてくれ」朱あか音ねさんが口を挟む。「クリスマス会の準備は葵あおいを中心にやってもらう。今のうちに経験を積ませておかないとね。だから三み日か月づきさんは安心してヒナを鍛えてやってほしい」

「わかりました。バカ子の知能をチンパンジーからアウストラロピテクス程度には引き上げてみせます」

「ふははっ、大きく出たものだな妹よ！」

「なんで偉そうなんだ貴様は……。……念のため訊きくが、アウストラロピテクスは知っているな？」

「も、もちろんだとも！　ほら……昔いたやつだろう……？」

「……さすがにそれくらいは知ってるか」

「あ、当たり前だ！　ふふん、有名人だからなーアリラトピロスは……」

　……それ多分アリストテレスあたりとごっちゃになってます。

「こ、この類人猿が……」

　夜空はこめかみを押さえながら呻うめいた。

「な、なぜそんな絶望的な顔をするのだ夜よ空ぞら!?」

　日向ひなたさんの隣では、朱あか音ねさんが肩をすくめている。目が合うと、朱音さんは意味ありげに片目をつぶった。

　……恐らく朱音さんがバス内で勉強を教えはじめたのは、わざと夜空に気づかせるためだったのだろう。

「まったく……」

　夜空がため息をついて腰を下ろし、ケータイをいじりはじめる。その表情はどこか優しい。夜空は夜空で、朱音さんの思惑に気づきながらあえて乗ったのかもしれない。だとすれば夜空にも、日向さんと仲直りする意思はあるということになる。

　希望を感じながら俺おれも席に座る。

　と、そこで俺のケータイにメールが届いた。

「ん……？」

　差出人──三み日か月づき夜空。

　件名──『この』

　内容──『おせかっいども』

　……おせかっい……？　ああ……「お節せつ介かい」か。誤記ってるのが夜空らしい。





逆光







　隣りん人じん部ぶと生徒会の合同慰安旅行から一夜明けた月曜日の放課後。

　隣人部の部室に行く前に、日向さんに勉強を教えているはずの夜空の様子を見るために生徒会室へ向かう途中、神じん宮ぐう司じ火か輪りんと出くわした。

「あら、羽は瀬せ川がわくん」

「おう。お前も今から生徒会室か？」

　しかし火輪は首を振り、

「今日は部室のほうに顔を出そうと思って」

「部室っつーと……ボードゲーム部、だっけ」

「ええ。たまには愛してあげないと私の可愛かわいい恋人たちが寂しがるから」

「あ、愛!?　恋人……たち!?」

　絶句する俺に火輪は微かすかに口の端を吊つり上あげ、

「ええ。ボドゲ部の部員四人は全員私の恋人なの。俗な言い方をすればいわゆる──ハーレムというものね」

「ハ、ハーレムですか。…………え、マジで？」

「マジよ」

　正気を疑いながら火か輪りんの顔をまじまじと見つめるが、冗談を言っている様子はない。

「ハーレム……そんなもんが中東と二次元ラブコメの世界以外にあったとは……」

「ふふ、作ってやったわ」

　どこか得意げに、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ火輪。

「つーかお前、そんなんで夜よ空ぞらに言い寄ってたのか」

「私の愛は無限よ」

　台詞せりふだけ聞けばかっこよかった。

「……だから夜空お姉様にもぜひ私のハーレムのメンバーになってほしかったのだけれど……諦あきらめることにするわ」

「諦める!?」

　唐突な発言に啞あ然ぜんとする俺おれに火輪は淡々と、

「お姉様には他に相応ふさわしい人がいるってわかっちゃったから」

「…………」

　火輪が誰だれのことを言っているのかは、あえて訊たずねるまでもなかった。

「にしても、えらくあっさり引き下がるんだな。あれだけぐいぐい押してたくせに」

「好きになったら即行動。駄目だとわかったら諦めて次の恋を探す。それが私の道よ」

「漢おとこらしい生き様だな」

　軽い調子で言ってしまったあとで、無神経だったかもしれないと後悔する。

　火輪は微かすかに苦笑を浮かべ、

「本当に男に生まれていればよかったのだけど」

「…………」

　それはとても重い言葉だった。

「昔は『そばにいられるだけでいい』なんて思っていたこともあったけれど、好きになった娘こが次から次に男子に奪われていくのよ。あまつさえ好きな人から『友達のあなただから打ち明けるけど……』なんて恋愛相談を切り出されたりね。だんだんそういうのが厭いやになっちゃって、だから私はすぐに行動することに決めたの」

　……今でこそ飄ひよう々ひようとしているけど、こいつはこいつで、いろいろ傷ついたりした末に今の在り方を確立させたのだろう。

「にしても、ハーレム作っちまうのは極端すぎないか……？」

「いいじゃない、みんな幸せなんだから」

「つーか、お前って本物のクリスチャンだろ？　そういうのは宗教的に大丈夫なのか？」

「さあ？　少なくともおおっぴらに肯こう定ていはされてないわね」

「開き直ってやがる……」

「そもそも私、この学園に入ってから好きな人の気を引くために洗礼を受けたという超にわかクリスチャンだから。その人に振られた今、キリスト教なんてもうどうでもいいわ」

　熱心な信者が聞いたら怒りそうなことを平然とのたまう火か輪りんだった。

「私は私の内にある信仰に従うだけ。神にさえそれを邪魔させはしないわ」

「……ロックだな」

　感心混じりのため息が漏れた。小こ鳩ばとと同じ中二病といえば中二病なのだが、ここまでガチだと逆に凄すごいと思ってしまう。

「まあ、ガブリエラという洗礼名が気に入っているから改宗する気はないけど。あと十字架とか大好き。かっこいいから」

「……いくらクリスチャンっつっても十字架装備しすぎじゃねえかとは思ってたけど、もしかしてそのじゃらじゃら付けまくってる十字架は……」

「もちろんファッションよ。ロザリオは洗礼のとき神父様にもらったダサいのが鞄かばんの中にしまってあるから、今身につけているのは全部趣味で集めたアクセサリー。ほら見てこれ、ドクロドクロ」

　手首に付けている小さな十字架の付いたブレスレットを自慢げに俺おれに近づけてくる。

　よく見るとたしかに、ちょっと見ただけでは気づかないような大きさのドクロが十字架の真ん中に彫られていた。

「……イカしてんな」

　とりあえず褒めると、火輪は「でしょう」とはにかんだ。

「こういうシルバーアクセをたくさん付けていても『クリスチャンだから』と言えばなんとなく納得してもらえるのが便利ね。実はまったく理由になっていないのに」

　その皮肉っぽい物言いに、案外こいつは夜よ空ぞらと相性がいいんじゃないかと思った。

「……さて、それじゃあ私は部室でいやらしいことをしに行くわね。どこまでも深い闇やみへと堕おちていく背徳の使徒、それがこの私、神じん宮ぐう司じ†ガブリエラ†火輪……」

「お、おう……じゃあな」

　反応に困り、俺は去って行く火輪を曖あい昧まいな顔で見送った。





　　






　火か輪りんと別れてすぐ、今度は高たか山やまケイトと出くわした。

「やっ、お兄ちゃん」

「おう」

　右手でケツを搔かきながら左手を軽く挙げて挨拶してくるケイトに、俺おれも軽く返す。

「ちょうどよかった」とケイト。

「何がだ？」

「実は小こ鳩ばとちゃんにお願いがあってね。小鳩ちゃん、今こっちに来てるかい？」

「多分ちょうど着いたころじゃないか。小鳩に何の用なんだ？」

　小鳩とケイトは俺とマリアを挟んでの関係で、個人間での交流はないと思っていた。

「十二月二十四日に礼拝堂でクリスマスミサがあるのは知ってるかい？」

「ああ、ポスターが貼ってあるのを見た」

　二十四日、聖せいクロニカ学園礼拝堂のホールにて、クリスマスミサが行われる。

　同じ日に体育館で行われる生徒会主催のクリスマス会は生徒のみのイベントだが、こっちは誰だれでも自由に参加できるらしい。

「そのときに劇をやるんだけどね。小鳩ちゃんに出てもらいたいんだ」

「へー、劇か……なんで小鳩に？」

　するとケイトは妙に誇らしげに、

「その劇の主役をうちのマリアがやることに決まったんだよ」

「マリアが主役!?」

「ミサで劇をやるって言ったらあいつ、なんと自分から主役をやりたいって立候補してくれてね……これもお兄ちゃん達のおかげかな」

　心の底から嬉うれしそうに、ケイトはしみじみと言った。

「それで、マリアが主役ならその相方はぜひ小鳩ちゃんにと思ってね。やっぱりほら、マリアの晴れ舞台なんだから他のキャストもそれ相応の人を用意したいじゃない。マリアほどじゃないけど小鳩ちゃんはまあそれなりに可愛かわいいし、マリアの引き立て役には最適だと思うんだ！」

　姉バカ全開かつ小鳩に対して失礼な台詞せりふだったが、マリアと釣り合いが取れるという点でいえば俺も小鳩が適任だと思う。

　自主製作映画『小鳩姫』や『偉大なるカスィ・ウァズァキィ・スェナの伝説』でも、なかなか堂に入いった演技で魅せてくれたことだし。

　それに、

「……小鳩とマリアが劇で共演するのは俺も見てみたいな」

「だろう!?」と嬉うれしそうにケイトが言う。

「ところで何の劇をやるんだ？」

「『賢者の贈り物』だよ。クリスマス劇の定番だね」

「あー、あれか」

　ちゃんと読んだ憶おぼえはないが、有名な話なので俺おれも内容は知っている。

　仲のいい夫婦がいて、二人がそれぞれ相手のためにクリスマスのプレゼントを買いに行くという筋書きだ。

「夫のジム役がマリアで、妻のデラ役を小こ鳩ばとちゃんにお願いしたいんだ」

「……あいつらが仲良し夫婦を……」

　微妙な顔をする俺にケイトも苦笑し、

「そこはほら、喧けん嘩かするほど仲がいい夫婦ってことで」

　いつもギャーギャー喧嘩してる仲良し夫婦なんてアリなのかと思ったが、現実の関係はともかく劇ではちゃんと演じれば問題ないだろう。

「そんじゃ、俺から小鳩に話つけるか？　それともお前から頼むか？」

「わたしから言うよ」

　ケイトがそう答えたので、俺たちは一緒に隣りん人じん部ぶの部室へと向かうことになった。

　その途中、

「……そういえばお兄ちゃん。さっき神じん宮ぐう司じさんと話してたみたいだね」

　歩きながら不意にケイトが言った。

「ん？　ああ。火か輪りんのこと知ってるのか？」

「あー……うーん……まあ、ちょっとね……」

「……？」

　ケイトにしては珍しい奥歯に物が挟まったような物言いに、違和感を覚える。

「……もしかして火輪が気を引くためにクリスチャンになった相手って」

「す、鋭いねお兄ちゃん……」

　驚きよう嘆たんの色を浮かべるケイト。どうやら正解だったらしい。

　火輪が洗礼を受けたのはこの学園に入学してからという話だったし、あいつと同年代のキリスト教関係者といえば俺にはケイトしか心当たりがなかったので、別に鋭くもなんともない。

　ケイトは苦笑いを浮かべながら、

「女の子に告白なんてされたのは生まれて初めてだったから、当時は大いに悩んだものさ。神宮司さんのほうも今でこそずいぶん距離感の見極めが上う手まくなったらしいけど、あの頃ころはわたしの都合とかお構いなしにぐいぐい来たからね。極めつけに突然『あなたのことをもっとよく知るためにキリスト教徒になりました』ときたもんだ。ぶっちゃけドン引きだよ。自分を慕したってくれる娘こをストーカー扱いするのも嫌だったし、自分のシスターとしての包容力が試されてるんじゃないかと思ったりもしたけど、結局彼女の気持ちを受け止める覚悟も余裕も持てなかったし……」

　ケイトは天を仰いで深々とため息をついた。

「は～……あの頃ころは若かったよ」

「今も若いだろうが」

　遠い目をするケイトに思わずツッコむ俺おれだった。

「そうだねー……わたしもまだまだナウなヤングさ。今でも色恋沙ざ汰たの相談は苦手だよ」

「恋愛なあ…………難しいよな」

　しみじみと呟つぶやく俺。

　好きな人なら（複数）いる。

　付き合いたいという気持ちもある。

　と同時に、今の自分には恋愛よりも大事なものがあって、それを壊すくらいなら恋愛なんてしない、意地でも我慢してやると思う。

　冷静に考えればそんなかっこつけた覚悟の他にも、もっとかっこ悪くて情けない気持ちも歴然としてあって、「付き合うのってどうすればいいのかわからないから怖い」とか「付き合うことで逆に相手を嫌いになってしまうかもしれない」とか「嫌われてしまうかもしれない」とか、「破局したらその後どうすればいいんだろう」とか、ネガティブな思考がどうしても浮かんでしまう。

　火か輪りんのように失敗を恐れずに突っ込んでいけるのは本当に凄すごいと思う。

　恋愛ってもっとハッピーで楽しいものだというイメージがあったのに、真剣に考えれば考えるほど、怖いと思ってしまう。

　世間一般における恋愛が素敵なものであるという空気を否定する気も特にないが、無条件に肯こう定ていすることもどうしてもできない。

「やっぱり自分でもちゃんと恋愛しておかないと駄目かねえ」

　苦笑混じりにケイトが言った。

「相手がいるならそれもいいんじゃねえの」

　テキトーなことを、テキトーに言っているのだということがちゃんとケイトに伝わるようあえて投げやりな口調で言う俺。

「相手ねえ」とケイトはちらりとこちらに視線を向け、

「……じゃあ、お兄ちゃんとかどうだろう」

「どうだろうって？」




「わたしと恋愛してみないかい？」




　素っ気ない口ぶりで放たれたその言葉。

　そっとケイトの横顔をうかがうと、口調とは裏腹に頰ほおが真っ赤に染まっているのがわかった。

　俺おれはもう誤ご魔ま化かさない。

　ケイトが本気で言っているなら、俺も本気で考える。

「えーと──」

「じょ、冗談だよ冗談！」

　俺の答えを待たず、ケイトは俺の背中をばんばん叩たたいてきた。

「って!?」

「まったくもう！　そこはスルーしてくれないとこっちがいたたまれないじゃないか！　冗談に決まってるのにそんな真剣な顔しないでよお兄ちゃん！」

「じょ、冗談……？」

「わたしはシスターだからね。もう神と結婚してるのさ。はっはっは」

「そ、そうか」

「そうそう。さ、無駄話はこのへんにして、はやく小こ鳩ばとちゃんのところに行こう！」

　ケイトが早足になり、俺の前を歩きだす。

　耳が赤くなっていることは指摘しないでおいた。




　高たか山やまケイトにも色々ある。

　神じん宮ぐう司じ火か輪りんにも色々ある。

　三み日か月づき夜よ空ぞらにも、日ひ高だか日向ひなたにも。

　誰だれもが色々ある──色々ない人間なんていない。

　気づかないフリ、見ないフリ、聞こえないフリをやめたことで否いや応おうなく向き合わざるを得なくなったこの事実の過か酷こくさを、俺はまだよくわかっていなかった。

　世界は主人公を中心にして動いてなどくれないという当たり前の現実を、頭ではわかってはいても、本当にはわかっていなかったのだ。





　　






　礼拝堂の近くで、ちょうど部室に行く途中だった小こ鳩ばとに出くわした。

　ケイトがクリスマスミサの演劇のことを頼むと、小鳩は意外なほどすんなり承諾してくれた。

「ククク……あの愚かなる神の手先め……偉大なる我に演劇で張り合おうとは愚かなり……自分の愚かさを身をもって味わうがいい……」

　……いや、意外でもないか。

　マリアと一緒に演劇で主役をやる──小鳩がこれを二つ返事で引き受けることに、意外性なんてどこにもないのだ、今はもう。

　ケイトと小鳩と別れ、俺おれはＵターンして再び生徒会室へと向かう。

　その途中、またしても知り合いに出くわした。

　他の生徒たち（みんな女子）から挨拶されると軽く手を振り、「きゃーっ、センパイに挨拶しちゃったー！」みたいな黄色い歓声を浴びながら歩いている大おお友とも朱あか音ねさん。

　その隣を仏ぶつ頂ちよう面づらで歩いている、三み日か月づき夜よ空ぞら。

「や。羽は瀬せ川がわくん」

「どうも」

　朱音さんに挨拶を返しつつ、夜空に声をかける。

「夜空、日向ひなたさんの勉強を見てたんじゃなかったのか？」

「とりあえず中学二年生レベルの基礎的な問題を与えておいた。三十分後に戻ったとき全部できてなかったら殺す。一問間違うごとに爪つめを一枚剝はいでやる」

　眼が据わった本気の表情で答える夜空。

「……調子は……訊きくまでもないみたいだな」

　夜空はどんよりした顔で頷うなずく。

「ああ……。……来年は姉と同級生か……やだなぁ…………」

「ま、まだ諦あきらめるのは早いだろ!?　希望はまだある！　信じれば夢は叶かなう！　お前ならやればできるって！」

　完全に諦めモードの夜空に空虚な励ましの言葉をかけると、

「……ふ……私になにが出来るというんだ……私に出来ることなんて、せいぜい人の家の風呂場で自分を慰めることくらいだ……」

　俺だけに聞こえる小声で呟つぶやく夜空。

「お前またそんな……」

「……」

　開き直って持ちギャグとして消化したいのかもしれないが、顔を真っ赤にしている時点で失敗していた。というか、本当に気まずいからやめてほしい。

「と、ところで二人でどうしたんですか？」

　朱あか音ねさんのほうに救いを求める。

「ヒナが動けないから三み日か月づきさんに仕事を手伝ってもらうことになったんだ」

「へー」

　驚いて夜よ空ぞらの顔をまじまじと見る。

「ふん……脳筋ゴリラの尻しりぬぐいなど本当はしたくないのだがな。今あのヘドロ脳のう味み噌そに勉強以外のことをやっている時間なんて一瞬たりともないから仕方ないだろう」

　心底うんざりした顔で悪態をつく夜空だったが、ちゃんと仕事をするあたりが素直じゃないというかツンデレというか。

　小こ鳩ばとやマリアのことといい、実は面倒見いいんだよなこいつ……。

「よかったら俺おれも手伝おうか？」

　すると夜空は首を振った。

「いや、今回はいい」

「遠慮しなくていいぞ？」

「……そんなに女子テニス部の部室の掃除がしたいのか貴様は。このムッツリスケベめ……まるで私のようだな」

　だから自虐ギャグを言うたびに顔赤くするのマジでやめてくれませんかね！

「た、たしかにそれは俺が手伝うわけにはいかないな」

「ま、葵あおいと楠くすのきさんも来てくれるらしいし、すぐに片付くさ」と朱音さんが言う。

「幸ゆき村むらも？」

「ああ。あいつもしばらく生徒会の手伝いに来るそうだ」と夜空。

「そっか……」

　幸村は葵の友達だもんな。

　友達の手伝いをするのはいいことだ。

　……なのになんだろう、この落ち着かない感じは。

「じゃ、そろそろ行こうか三日月さん」

「はい。……じゃあな、小こ鷹だか」

「あ、ああ」

　必要だったらいつでも呼んでくれ、とだけ伝えて、夜空と朱音さんと別れる。

　夜よ空ぞらの様子を見に行くという目的は果たしたし、部室に行くか……。





　　






　ばたんっ!!

「絶対におっぱい大きくなる薬作ってやる!!」

「うおっ!?」

　礼拝堂談話室４の前に到着した瞬間、部屋の扉が勢いよく開かれ、なにやらぶっ飛んだ叫び声を上げて理り科かが中から飛び出してきた。

「り、理科……？　なにやってんだ」

「……あ。小こ鷹だか」

　理科が拗すねたように唇を尖とがらせ、上目遣いで俺おれを見た。

　よく見れば少し涙目になっている。

　理科は涙をゴシゴシと拭ぬぐい、なぜか俺をキッと睨にらみつけてきた。

「……小鷹、正直に答えてほしいんだけど」

「お、おう？」

「巨乳は好き？」

「……程度による」

　いきなり何を言ってるんだと思ったが、理科の顔が真剣そのものだったので、俺も真剣に答えた。

「だったら、星せ奈な先輩くらいの大きさのおっぱいは好き？」

「好き」

「……星奈先輩のおっぱいと僕のおっぱいならどっちが好き？」

「…………星奈」

　あくまでおっぱいに限っての話、それも俺の個人的な好みの話であれば、こう答えるほかなかった。

　しかしそれは理科にとって望ましい回答ではなかったようで、

「ファックッ!!　こうなったら全人類の遺伝子を操作して巨乳ばっかりの世界にして巨乳の価値を大暴落させてやる!!」

「え!?　ちょっ、おい、理科!?」

　マッドサイエンティストのようなえらく遠大な野望を宣言し、理科は荒々しい足取りで走り去っていった。

　どこまで本気かはともかく、理り科かの発言はかつて夜よ空ぞらが唱えた「自分より胸の大きい女を全員殺せば相対的に自分が巨乳になるな」という論理と本質的には似ていた。

　絶対評価ではなく相対評価をどうにかしようという点が──自分が『勝つ』のではなく相手を『負けさせる』ための論理……相手への敵意から発生した論理だという本質が。

「なんなんだ一体……？」

　訝いぶかりながらも部室に入る。

　部室には星せ奈なが一人、ばつの悪そうな顔をして立っていた。

「……理科となにかあったのか？」

「……謝られたの」

　ぽつりと星奈が言う。

「謝られた？　理科に？」

　星奈は頷うなずき、

「……あんたにおっぱい触らせてごめんなさいって謝られた」

　思わぬ不意打ちに噴き出す俺おれ。

　あのときのこと星奈に言ったのかあいつ……。

　当然自覚はあった──隣りん人じん部ぶの誰だれとも付き合わないから我慢してくれと頼んでおいて、自分は他の隣人部のメンバーと一緒に温泉に入り胸を触ったというのは、星奈に対する裏切りと言っても過言ではない。

　だからあのことは、俺から星奈に謝ろうと思っていたのに。

　……理科に先を越されてしまったが……しょうがない。

　俺は星奈の前に歩み寄り、深々と頭を下げる。誠意をもって謝る。

「理科に聞いたとおりだ。俺は旅行に行った日の夜、理科と混浴して理科のおっぱいを触りました。ごめんなさい」

「……偶然混浴の露天風呂で鉢合わせたっていうのは本当なのね？」

　起伏のない声で問われる。頭を下げているので星奈の表情は見えないが、怒っていることは想像がつく。

「ああ」

「……なんで？　なんでわざわざ混浴の露天風呂なんて行ったの？　下心があったとしか思えないんだけど」

　顔を上げて、ジト目を向けている星奈に弁明する。

「し、下心なんて絶対にない！　女がいたとしてもどうせ婆ばあさんくらいだろうと思ってたんだ！」

「え……あんたまさか、お婆ばあちゃんが好きなの？　さすがに引く……」

「んなわけあるか！」

　酷ひどい誤解を全力で否定し、

「俺おれが混浴の方に行ったのは……その…………お、男湯だとお前の親父おやじさんが毎回毎回背中流しっこしようって誘ってきて、全然くつろげなかったからなんだよ！」

「あー……」

　星せ奈ながぐんにょりした顔をした。

「……なにやってんのよパパ……」

　どうやら俺の言葉が事実だと信じてくれたようだ。天馬ぺがさすさんに対する娘の株を下げてしまった気がするが、事実だからしょうがない。

「……理り科かとは一緒にお風呂に入った、だけよね」

「……お、おう」

　だけ、という言い方に違和感はあったが頷うなずく。

「エ……エッチした、とかじゃないのよね」

「あ、当たり前だ！」

「はぁ……」と星奈はため息をつき、

「だったら許してあげるわ。……ていうか、べつに怒ってないしね」

　あっさりした口調でそう言った。

「え……怒ってない……？　マジで？」

　驚く俺に、星奈はまるで、教師が子供に道理を説くように告げる。

「いい小こ鷹だか？　あんたが触ったのはおっぱいじゃないわ」

「……なに言ってんだ？」

　眉まゆをひそめる俺に、

「どんな低級のお肉にも多少の脂身はあるでしょう。あんたが触ったのはそれよ」

「すげえこと言うなお前……」

「怒るどころか、安物の味しか知らないなんてむしろ哀れとさえ言えるわ。ちなみにあたしのは本物の最高級霜降り肉よ」

　星奈は自分の豊かな胸を見せつけるように、身体を反らしてみせた。

「……た、たしかに、自分で言うだけのことはある……」

　思わず息を吞のんで見つめてしまう。

　胸を──おっぱいと表現するに相応ふさわしい圧倒的なそれを。

「でしょう？」と星せ奈なは傲ごう然ぜんと微笑ほほえみ、すぐにその表情を曇らせた。

「……でも理り科かに同じこと言ったらいきなりキレちゃったのよね……」

「……そういうことか」

　理科の自分の外見へのコンプレックスは、あの露天風呂での一件で多少は緩かん和わされたものと思っていた。

　だからどうして今更胸がどうとかであそこまでキレていたのか、正直不思議だったのだ。

　星奈が普通に怒おこり理科や俺おれを罵ののしっていれば問題はなかったのだろう。

　だが、怒いかりを買うどころか「お前の胸はおっぱいと呼ぶにも値しないから、触られようがどうでもいい」と、意に介されすらしなかったら──。

　謝ってきた相手を逆にガチギレさせるなんて……凄すさまじい負の対人スキルだ。

「せっかくこのあたしが寛大な心で許してあげたのに、わけわかんないわ」

　そう言って星奈は不満そうに首を傾かしげるのだった。

　きっと本気で思ってるんだよな……。

　困惑している俺を尻しり目めに、星奈はいつものように部室のゲーム機の電源を入れた。

　俺はとりあえず理科に「高級な霜降り肉はたしかに美う味まいけど、赤身ばっかりのも肉食ってるって感じで俺は好きだぞ」とメールを送る。

　数秒後、「励ましてるつもりだとしたらブチ殺しますよ＃」という返事が返ってきた。

　……人を励ますのって難しい。

　ゲームをしている星奈を横目に、俺は椅い子すに座り問題集を取り出して勉強を始めた。

「勉強？」

　ちらりとこちらに視線を向けて星奈。

「おう」

「そういえば夜よ空ぞらが生徒会長の勉強教えてるんだって？」

「ああ」

「あの性悪雌め狐ぎつねに家庭教師の真ま似ねなんてちゃんとできるの？」

「できてるみたいだぞ。あいつ割と面倒見いいしな。日向ひなたさんの代わりに生徒会の手伝いもやってて、朱あか音ねさんからも気に入られてるっぽいし」

「ふーん……」

　星奈はなにやら不機嫌そうになった。

「ったく……必死で勉強しなきゃいけないなんて凡人は大変ね！」

　どこか拗すねたような調子で言う星奈。

「……そういえばお前って、卒業後の進路とか決まってるのか？」

　特に努力もせずなんでも出来てしまうこいつが一体どんな道を歩むつもりなのか、とても興味があった。

「んー……とりあえず大学行く予定」

「進学か……志望校は決まってるのか？」

「決まってないけど、うちから近いところがいいわ」

　このあたりの大学と言うと、最もランクの高いところでも全国的には「それなり」レベルのところしかない。

　星せ奈なならどんな大学でも入れそうなのに勿もつ体たいないとは思うが、口には出さない。そんなことはきっと、天馬ぺがさすさんやステラさん、もしくは葵あおいあたりがとっくに言ってるだろう。

「……いつかお前にもやりたいことが見つかるといいな」

　本心からそう思って言うと、星奈は唇を尖とがらせた。

「なによ、妙に上から目線じゃない。そう言うあんたは進路とか決まってるの？」

「……まあ、一応は」

「えっ、どうするの？　聞かせて聞かせて」

　星奈がゲームをする手を止め、興味津々な様子でこちらに身を乗り出してきた。

「……進学。今のところ志望は遠とお夜や大学の教育学部」

「教育学部……？　小こ鷹だか、学校の先生になりたいの？」

「……おう」

　星奈から目を逸そらし、小さく頷うなずく。なんか妙に恥ずかしい……。

　家族以外に自分の将来の夢を話すというのは、俺おれにとって初めての経験だった。

「へー……先生かー。高校？　中学？」

「小学校」

「…………」

　星奈がジト目になった。

「小鷹、あんたやっぱりロリコンだったの？」

「……お前なあ。その発言は全小学校教師に対して失礼だぞ」

「……ご、ごめん」

　茶ちや化かされたくない部分だったので俺が真剣な声音で抗議すると、星奈は素直に謝った。

「で、なんで小学校の先生なの？」

「……自分が小学校のときいじめられてたから……なんかそんな感じ」

　詳細を語るのも気恥ずかしくて、適当にぼかして答える。

　ソラと出で逢あったあの日──俺が公園で複数の同級生に袋だたきにされるきっかけとなったのは、俺おれがハーフであることを知らない教師の「その年で髪を染めるなんてお前は不良か」という的外れな叱しつ責せきだった。

　──あのとき助けてくれる大人がいれば。

　その思いはずっと頭を離れなくて、あのときに限らずああいう理不尽な目に何度も遭っているうちに、いつしかそれは「かつての俺のような子供を助けられる大人になりたい」という夢に変わった。

　その夢を叶かなえるための現実的手段を、俺は教師という職業に見み出いだした。

　あの日、結果的にソラという親友に出で逢あえたことはよかったと思っている。

　傷つくことで強く優しくなれることもあるのだろう。

　それでもやっぱり、理不尽な目になんて遭いたくないし、傷つかずに済むのなら傷つきたくないし、目の前に助けられる人がいるなら助けたいと思うのだ。

「……あんた、意外とちゃんと考えてるのね」

　感心した様子で星せ奈なが言った。

「普通だろ」と俺。

　謙遜しているわけではなく、将来の夢のために努力している奴やつなんていくらでもいる。俺の父さんなんて、高校を選ぶ段階で最終的な目標に到達するにはどうしたらいいかを検討し、入念に情報を集めたという。それに比べれば俺なんて悠長なものだ。

「普通かあ……」

　なにやら深刻そうに呟つぶやいたのち、星奈は俺に背を向けゲームを再開した。

　俺もまた勉強に取りかかる。

　しかしそれからほどなく、またしても星奈が声をかけてきた。

「ねえ、小こ鳩ばとちゃんはまだ来ないのかしら」

「……小鳩はクリスマスミサの演劇に出ることになったから、その練習でしばらく来れないと思うぞ」

「ええっ!?」

　衝撃でコントローラーを取り落とす星奈。

「そんな……小鳩ちゃんと会えないなんて……あーでも、演劇……!?　小鳩ちゃんまた主役やるの!?」

「ああ。『賢者の贈り物』だってさ。マリアと二人で」

「クリスマスミサって二十四日よね……それまで小鳩ちゃんと会えないのは寂しいけど小鳩ちゃん主演の劇はすごく楽しみ……もどかしいわ……！」

「やっぱり観みに行くつもりなんだな」

「当然じゃない！」

　中等部の文化祭のときと同じく小こ鳩ばとは嫌がるだろうが、どうせ止めても無駄なので止めない。俺おれも勿もち論ろん観みに行くしな。

「あー、でもそっか……」

　星せ奈なが不意にぽつりとこぼした。

「ん？」

「……小鳩ちゃんとマリアが劇の練習で、夜よ空ぞらは家庭教師でしょ。理り科かは怒って出て行っちゃったし……幸ゆき村むらは？」

「幸村も生徒会の手伝いだ」

「じゃあ暇なのはあたしとあんただけなのね」

「……俺だって暇なわけじゃないぞ？　勉強あるし──」

　と、そこで俺のケータイに着信音が鳴り響いた。

　ディスプレイに表示された名前は『大おお友とも朱あか音ね』。

「……と、すまん」

　一言断って、俺は電話に出る。

『や、羽は瀬せ川がわくん。さっき、手が必要になったらいつでも呼んでくれって言ったよね？』

「ああ、はい」

『さっそくで悪いんだけど手伝ってくれないかな？　力仕事で男手が必要なんだ』

「わかりました。すぐ行きます」

『ありがと。即答とはなかなかポイント高いよ。場所はね──』

　朱音さんに場所を聞き、電話を切る。

「ちょっと行ってくる」

「あ、うん……」と星奈。

〝気軽に呼びつけられた〟ということが妙に嬉うれしくて、俺は星奈の元気がないことに気づかなかった。





　　






　すっかり日も暮れたころ、俺は朱音さんの手伝いを終えて部室に戻った。

　部室では星奈が一人で黙々とギャルゲーをやっていた。

「遅かったわね」

　ちらりと視線だけこちらに寄よ越こして星奈が言った。

「おう。クリスマスツリーの飾りが大量に届いたんだけど倉庫がいっぱいでさ。出したり戻したりで大変だったぜ。リアルパズルゲームみたいだった」

「ふーん……」

　興味なさそうに星せ奈なはゲームを続けていた。

　しかし、コントローラーを操作するその手が不意に止まる。

「ねえ小こ鷹だか」

「ん？」

　顔はテレビ画面を見つめたまま星奈がぽつりと呟つぶやく。




「……もしかしてあたしって、人望ないのかしら」




　いまさらかよ!!

　全力で声を張り上げてツッコむのを抑えるのに、多大な気力を要した。

「……な、なんでそう思うんだ？」

「……だって……文化祭の出し物を提案したときも誰だれもあたしのアイデアに賛成してくれなかったし、体育祭で二人三脚のペアが見つからなくて出場できなかったし……学年一位なのに勉強教えてって頼まれることもないし、小こ鳩ばとちゃんみたいに劇とか映画の主役をお願いされることもないし、さっきのあんたみたいに電話で気軽に手伝いを頼まれたことなんて一度もないし……」

　星奈にしては珍しい、陰いん鬱うつな表情で訥とつ々とつと語る。

「……お前って、人に好かれたいのか？」

「はあ？　当たり前じゃない」

「そ、そうか」

　そうだったのか。

　普段の言動があまりにも傍若無人すぎて、他人なんてどうでもいいとばかり思っていたが、そういえばこいつは、友達がほしくて隣りん人じん部ぶに入部したんだったな……。

　それどころか、俺おれとマリアは夜よ空ぞらに強制されたからだし、幸ゆき村むらと理り科かと小鳩は俺を追いかけて入部したわけだから、隣人部メンバーの中で純粋に友達ほしさに隣人部にやってきたのは実は星奈だけなのだ。

「……どうすれば手に入るのかしら。人望って」

「クラスに取り巻きの男子が大勢いるんだろ？　ある意味人望があると言えなくも……」

「そういうのじゃないわ。従うだけの下げ僕ぼくじゃなくて、もっとなんか……ちゃんと対等っていうか……普通に頼ってほしいっていうか……」

「……お前なら簡単だと思うけどな」

「え？」

　本心から俺おれが言うと、星せ奈なはきょとんという顔をした。

「偉そうにするのをやめりゃいいんだよ」

「はあ？　あたしは別に偉そうになんてしてないわよ」

　自覚なかったのかよ!!　という全力ツッコミを抑え以下略。

「……そうやってすぐ怒るのもやめて、ムカつくことがあっても我慢する。他人を見下すのもやめだ。周りに合わせることさえできればお前ならすぐに人気者になれるだろ」

　星奈にとってそれが一番難しいとは知りながら、淡々と俺は言った。

「なんで天才のあたしが周りの愚民どもに合わせなきゃいけないのよ」

　案の定、非常に不満そうな星奈。

　やっぱり無理かな……。

　小さく嘆たん息そくして視線を逸そらすと、俺の視界にゲームの画面が入ってきた。

『ときめいてメモリーデイズ』と同じような系統のゲームシステムらしく、画面にはステータスを表すいくつかの数字が表示されていた。




「ゲームだと思えばいいんだよ」




　不意に思いついたアイデアを、そのまま口にする。

「……ゲーム？」

　訝いぶかしげな星奈に説明する。

「お前が好きな『ときメモ』だって、狙った相手に合わせて重点的に鍛えるステータスを変えたり好感度上げられる台詞せりふとかプレゼントを選んだりするだろ？　たとえお前が言いたい台詞とか上げたいプレゼントとは違ってても、それじゃ攻略できないからゲーム的に正しいのを選ぶわけだろ」

「……うん」

「自分のレベルを下げてるんじゃなくて、『親切にする』とか『我慢する』とか『怒らない』みたいなスキルを使いこなすと考えるんだ。ゲームでできるんだから、現実でもできるだろ？　なんせお前は天才なんだから」

　我ながら無む茶ちやなことを言っていると思った。

　ゲームと現実は違う。

　けれど星せ奈なには響いたようだった。

「なるほど……大衆を攻略するゲームだと思うわけね。面白いこと言うじゃない。たしかにゲームだったら、このあたしにクリアできないわけないわ」

　そう言って、星奈は不敵に笑った──。





ブラックホーク・ダウン







　夜よ空ぞらが生徒会室に出入りするようになり、小こ鳩ばとが演劇の主役に抜ばつ擢てきされ、星奈が人望アップを決意してから四日が過ぎた、金曜日の昼休み。

　俺おれはいつものように、理り科か室で理科と二人で自分の作った弁当を食べていた。

　星奈の言葉にキレて部室を飛び出した理科だったが、怒りのほうは一晩で収まったらしい。しかしこの件で『いかに世界からおっぱい格差をなくすか　～オリンポス山からすれば人類の谷や山など平地同然なのに～』という壮大な研究テーマに目覚めてしまい、ずっと理科室にこもっている。

　毎日部室に来ているのは星奈だけで、俺も生徒会の手伝いやらケイトに頼まれてクリスマスミサの準備を手伝ったりで部室にいる時間は少ない。

　部室でたまに本人に話を聞いたり噂うわさで伝え聞く限りでは、星奈の人望アップ計画はどうやら一進一退といったところのようだ。

　星奈を慕したう人間の数自体は増えているらしく、成果は出ていると言っていい。

　男子生徒の間で星奈の人気が急激に上昇しているのだ。

　他人を見下す態度を（表面上は）改め、人当たりが（あくまで表面上は）柔らかくなった星せ奈なは、男子生徒にとって理想の美少女そのもの。

「いくら美人でもああいう高飛車な女王様タイプはちょっと……」と敬遠していた男子からも支持を集めるようになっており、もともと星奈の信者だったＭッ気のある男子達も、「お優しい星奈様もこれはこれでアリ！」と忠誠が揺らぐことはなかったらしい。

　しかし、そうした態度は女子生徒たちに〝男子に媚こびている〟という反感をもって迎えられ、女子からの人望は相変わらず薄い。同性ならではの観察眼やいわゆる『女の勘』というヤツによって、星奈の態度が作り物であることを見抜かれているというのもあるかもしれない。

　一方で、夜よ空ぞらの校内での評判は女子を中心に爆上げしていた。

　火か輪りんが一瞬で恋してしまったように、ちょっと中性的な凛り々りしい容貌はもともと女子受けが良い上、一緒に行動することが多い朱あか音ねさんとのボーイッシュコンビはまるで貝塚歌劇団のごとく圧倒的に絵になる。

　言動はクールで素っ気ないが面倒見はよく、仕事も非常にデキる。

　もともと事務作業では役に立たなかった日向ひなたさんの代わりを夜空が務めるようになってから、生徒会の仕事効率は以前より格段に上がった。てきぱきと業務を片付けるその姿に、葵あおいなんかは「もう日向さんいらないので三み日か月づきさんが会長やればいいと思います！」と言い放つほど懐いてしまい、一度は夜空に幻滅した幸ゆき村むらも「わたくしは夜空のあねごをみくびっていたようです」と見直していた。

　どこから漏れたのかは不明だが、三日月夜空が日ひ高だか日向会長の実の妹であるという情報もあっという間に広まり、男女問わず人気があった日向さんの人望がそのまま夜空へと流れつつあった。

　男子からの人気絶頂の星奈。

　女子から大人気かつ全校生徒から広く人望を集めている夜空。

　そして──、

「……やってることは星奈や夜空とそんなに違わない筈はずなのに、なんで俺おれだけ評判上がらねえんだろうな……」

　思わず理り科かの前で愚痴ってしまう俺だった。

　クリスマスミサやクリスマス会の準備を手伝い、朱音さんや葵と一緒に生徒会の仕事も手伝い……人当たりだって柔らかくを心がけているにもかかわらず、俺の『不良』というレッテルは未いまだに剝はがれてはくれなかった。

　以前隣りん人じん部ぶを逃げ出して生徒会の手伝いをしていた時から変わらずに、「何かやらかした罰で強制労働させられているらしい」ということになっている。

「なんれって、ほんろはわかっへうんれしょ？」

　口いっぱいに明めん太たい子こ入り卵焼きを頰ほお張ばりながら、見透かすように理り科かが言った。

　なんだって？　と俺おれは言わずに押し黙る。

　口の中のものを吞のみ込こんで理科は続ける。

「本当はわかってるんでしょ？　星せ奈な先輩や夜よ空ぞら先輩と小こ鷹だかとの違い」

「……」




「見た目だよ」




　俺は無言で唐揚げを摘んで口に入れる。我ながら美う味まくできている。

「……友達としての贔ひい屓き目めを抜きにして言うけど、料理上手でその他の家事も万能で面倒見がよくて遅刻も欠席もせず授業態度真面目まじめで学力も運動能力もそこそこで趣味は読書という羽は瀬せ川がわ小鷹くん十七歳は、男の子として魅力的かどうかはともかく、少なくとも大勢から積極的に避けられるようなキャラクター性では絶対にないよ。ユーモアのセンスだけは本当にどうにかしてほしいけどね誰だれの胸が赤身ばっかだ殺すぞ……話がズレました」

　……『男の子として魅力的かどうかはともかく』という言葉に何な故ぜかビクッと心臓が跳ね上がったのだが、気にしないことにする。

「その髪と顔つき……特に髪。もっと自由な校風の学校ならともかく、この元女子校のミッションスクールでそれはやっぱり致命的なんだよ。仮にもしも小鷹の顔が俳優の瀬せ尾お康やすしくんばりの爽さわやかイケメンだったら、金髪でも好印象な男子になってたかもしれないけど……でも違うでしょ？」

「いや、俺だってどことなく瀬尾くん似のような感じもなくは……」

「思い上がるな小僧！　貴様ごときが今をときめく元イケメンイナゴライダー様に似ているなど片腹痛いわ！」

　クワッと目を見開きガチギレする理科。どうやら瀬尾くんファンだったらしい。ロボットアニメだけじゃなくて特撮もイケるクチだったのか……。

「じょ、冗談だよ……そんな怒るなって。自分がイケメンじゃないことくらいよくわかってるっつーの。……それでも俺としては、外見じゃなくて、ちゃんと本質を見てほしいっつーか……」

「気持ちはわかるけど、本質なんてよっぽど興味深くその人のことを知ろうと思った人しか見てくれませんよ。本質なかみだって当然大事ですけど、何よりもまず優先されるのは表面パツケージです。ライトノベルで例えれば、気に入った作品があって『これと同じような作品をもっと読みたい』ってなったときに、同じ作者が同じようなテーマで書いた別の作品じゃなくて、パッケージが似てるだけで本質的には似ても似つかない別作者の別作品の方に手が伸びるようなものかと」

「『ブンゲー部』じゃなくて『俺おれが居る』や『俺地獄』に行くみたいな？」

「そうそう」

　本質テーマよりもまず外見パツケージ、か。……認めたくないが認めざるを得ない。

　俺だって本を買うときは表紙を見てピンときたものを選ぶことが多いし、そもそもラノベの作者の名前なんてあまり覚えない。ＡＭＡＺＯＮＥＳで新刊を買うときに作者名で検索して初めて「これ、前に読んだあの本の作者だったのか」と気づくこともたまにある。

「……漫画やラノベのメディアミックスでも、原作の絵柄に似てるかどうかが全てみたいな風潮あるからな……」

「そこはまあ、ビジュアルの再現度が原作へのリスペクト度合いを測るための指標の一つにはなるから、一概に本質と無関係とも言えないけどね」

　冷静に指摘する理り科かさんだった。

「だからって無理して半端なコスプレ大会みたいになるよりは、いっそ再現度なんて切り捨ててそのメディアならではの魅力を追求した方が……って、なんの話だっけ？」

「アナロジーに嚙かみ付ついて迷走していくネット上の駄目な議論みたいになってしまいましたね。……ええと、つまり本気で評判をどうにかしたいなら見た目をどうにかするしかないという話だよ」

「そうだった。……でもなあ……やっぱり外見を変えるってのは騙だましてるみたいで……」

「……小こ鷹だかだっておっぱいの大きさで女の子の価値を判断するくせに」

「む、胸だけじゃねえよ！　胸なんてあくまで要素の一つだ」

「じゃあ一番大事なのは？」

「尻しり、かな……」

「尻、かな……じゃねえよ、ばーか……」

　そんな軽口はさておき──。

　このままでは俺がただワガママを言ってゴネているだけになってしまいそうだったので、俺は以前星せ奈なに言ったことを理科にも伝えることにした。

　俺のこの髪は、ほぼ日本人的な外見の俺がイギリス人の母さんから受け継いだ、唯一の明確な遺伝的特徴だということ。

　それを拒絶することは、死んだ母さんとの繫つながりを自分で否定するような気がして、やってはいけないと思っていること。

　俺おれの話を聞いた理り科かは神妙な顔をして、

「……正直、両親が健在でしかも仲が悪い理科にはピンとこない信念だけど……たとえ自分が嫌な思いをしてでも亡くなったお母さんとの絆きずなを大事にしたいって言うなら、それはそれでいいと思うよ。誰だれも否定することは許されない立派な信念だと思う。尊敬に値するとさえ思う。でもまあ……」

　理科はすっと目を細め、

「夜よ空ぞら先輩や星せ奈な先輩には変わるように仕向けておいて、自分だけは変わらずにいようっていうのはちょっと……ムシがいいような気はするけどね」

　皮肉っぽく口の端を吊つり上あげる理科に、俺は何も言い返せない。

　人に好かれたいのなら、自分が変わるしかない。

　ありのままの自分をそのまま好きになってくれる人なんてほんの一握りで、だからこそ俺にとって、隣りん人じん部ぶは奇跡のような場所なのだ。

「理科としては、小こ鷹だかはべつにそのままでいいと思うよ。ありのままの小鷹を僕は肯こう定ていするよ。これからも友達として楽しくぬるま湯のような毎日を過ごしていこうよ。それでいいじゃない。少なくとも僕は今の小鷹に変わってほしいなんて思ってないよ」

「……俺だって、今が楽しいよ」

　弱々しい笑みが漏れる。

「……そりゃ誤解されるのは嫌だし、どんだけ真面目まじめに振る舞ってみたり生徒会の手伝いとか頑張っても報われないってのは辛いさ。けどな……こうやって『みんなが俺のこと全然わかってくれない』って愚痴って、それをお前に慰めてもらうのって、けっこう気持ちいいんだよな。俺のことをちゃんを見ててくれる奴やつらが少しはいるってだけで、十分満足するべきなのかもしれない」

　俺の独白を、理科は包み込むような柔らかな表情で聞いている。

『君は君のままでいい』と言ってもらえるあの場所隣人部は確かに心地よくて、何と引き替えにしてでも守りたいと思う。それは今でも変わらない。

「……でもなあ……俺のこと受け入れてくれる奴らが、前に進んでるんだよな……。隣人部に来てから一番頑張ってたお前に続いて、マリアも小こ鳩ばとも幸ゆき村むらも、夜空だって……それでついに……星奈まで」

　理科はどこまでも優しく笑う。

「いいことじゃない。みんなが人間的に成長したって、別にそれで小鷹のことを嫌いになるわけじゃないし。みんなはきっと小鷹を置いていったりしないよ。それどころか、これまでよりもっと暖かく包み込んでくれるよ。ちょっと残念なところのある小こ鷹だかのことを、隣りん人じん部ぶのみんなは許容してくれるよ」

　許容……──ああ、そうか。

　自分の中にあったモヤモヤした気持ちがようやく言葉を得た。




「……このままじゃ、俺が俺を許せないんだ」




　言うまでもなく隣人部のメンバーはみんな魅力的だ。

　そんな魅力的な奴やつらが、こんな俺おれのことを好きでいてくれるという奇跡。

　けれど俺は、今の自分がその奇跡を享受するのに相応ふさわしい人間だとは思えないんだ。

　有あり体ていに言えば──「なんでこの程度の奴がこんなオイシイ思いをしてるんだ？」って、自分自身に対して思ってしまうんだ。

　自分のことを「頑張ってない」とまでは言わない。でも現実に結果は出てない。頑張ったという過程だけで妥協して、本気で現状を変えようとはしてこなかった。

　これまではそれでもよかったんだ。「あいつらは残念なんだから、俺も残念でいいじゃないか」と自分の心に折り合いをつけることができた。

　でも……今のあいつらはもう、残念じゃない。

　少なくとも、残念ではなくなるために頑張っている。

　三み日か月づき夜よ空ぞらや柏かしわ崎ざき星せ奈なでさえ変わろうとしているのだ。そんな中で、自分だけが本気で頑張ってないことを俺は許容できない。

「つまんないプライドだね。男の意地ってやつ？　そんなの楽しく生きていくのに邪魔なだけじゃないか」

　挑発的な理り科かの台詞せりふ。

　俺は「そうかもな」と苦笑を浮かべつつ理性で肯こう定ていし、

「でも意地のない男なんて、残念と呼ぶにも値しない……ただのダサい奴だろ」

　同時に感情で否定した。

「…………小鷹は、変わりたいの？」

　そんな最後通つう牒ちようのような理科の問いに、




「変わりたい」




　俺は嚙かみしめるように答えた。

　成長した夜よ空ぞらや星せ奈なや理り科かや幸ゆき村むらや小こ鳩ばとやマリアと、胸を張って並べるように。

　あいつらに好意を向けられるのに相応ふさわしい人間になれるように。

「ん。わかった。じゃあ協力する」

　当然のように──友達だからそうするのが当然だとでも言うように、なんの気負いもなく理科はそう言ってくれた。





　　






　というわけで翌日、土曜日の午後。

　俺おれは理科と待ち合わせして、学園からそれほど離れていないところにある、理科の行きつけだという美容院の前まで来ていた。

　一見すると喫茶店か何かと勘違いしそうなシックな佇たたずまいの小さな店で、一時期理科がイメチェンしまくっていた時は毎日のようにここに通っていたという。

　ついに人生で初めて、髪を染めるときがやってきたのか……。

「なにボーッとしてるの？　さ、早く入った入った」

　入り口の前で緊張に足がすくんでいる俺の手を引き、理科が店内へと引っ張り込む。

　狭い店内には他の客の姿はなく、一人の男性店員がいるだけだった。

　俺の中にある『美容師』というイメージからはかけ離れた、身長２メートル近い筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたマッチョメンである。体格に相応しく顔も歴戦の軍人のようなコワモテで、頭はスキンヘッド。あまり見たことがないタイプなので年齢は判断しづらいが、多分四十歳前後ではないだろうか。

「オゥ、いらっしゃい」

　イメージ通りの野太い声。

「こんにちは」と理科。

　店員さんが、俺に鋭すぎる眼光を向けた。

「ほォう、その彼が理科ちゃんの友達かい。なかなか可愛かわいいコじゃねェのゥ」

　か、かわ……!?

　俺を見てそんなふうに言った人は初めてだ。

　戦場をくぐり抜けてきた歴戦の古ふる強つわ者ものからすれば、ヤンキーの一人や二人など取るに足らないヒヨコちゃんということなんだろうか。

　つーかこの人、本当に美容師か……？

　俺の不安を見て取った理科が咎とがめる。

「もう、人を見た目で判断するのは駄目だって人一倍わかってる筈はずでしょ」

「お、おう……そうだったな」

　たしかにその通りだ。人一倍わかってる俺おれでさえどうしても先入観からは逃れられないのだから、いかに外見というのが重要か改めて痛感する。

「安心してよ小こ鷹だか。ゴローさんは元はゲイビデオ専門の男優で、その外見からは想像もつかない繊細な指使いで何十人もの男たちをイかせてきたテクニシャンなんだから」

　安心するどころか俺の危機感が一気にレッドゾーン突入だった。

「ゴローさん、アレの準備はできてますか？」

「オゥ。イロイロ取り揃そろえておいたぜェ」

　ゴローさんは、ニタア……と鋭い犬歯を剝むき出だしにして人じん狼ろうを思わせる凶暴な笑みを浮かべる。

　アレ……？　一体ナニをするつもりなんだ……!?

「今日は小鷹のために特別なアレをたくさん用意してもらったんだ」

「お、俺ちょっと急用が！」

「さァて、さっそく始めようかァ小鷹くゥん」

　逃げようとした俺の肩を、ゴローさんがガッシリ摑つかんで引っ張っていく。な、なんだこの力!?　全然抵抗できない……！

　強引に椅い子すに座らされる俺。

　目の前の大きな鏡に、恐怖でガチガチになっている俺の姿が映っていた。

「緊張しなくていいよォ小鷹くゥん。お兄さんに任せておけば新しい世界の扉を開いてあげるからさァ……！」

「あ、新しい世界とか結構ですから！」

「自分を変えたいんでしょう小鷹」とにこやかに理り科かが言う。

「そ、それはそうだけど！」

「なァに、最初はちょっと締め付けがキツいかもしれねェけど、慣れればしっくりクるようになるさァ」

「締め付けがキツい!?」

　どう考えても髪を染めるのに使われる表現じゃねえ！

「よォし、まずはこいつを試してみようかァ」

「ひいいいい！」

　怯おびえる俺にゴローさんが差し出してきたのは──カツラだった。

「……え、これって……」

　ゴローさんが俺おれにカツラを被かぶせる。

　たしかにちょっとだけ締め付けがキツい。頭部の。

　鏡の中には、黒髪になった俺がいた。髪型は本来のものとそんなに違わない。

「うん、似合う似合う」

　理り科かが俺の後ろに立ち、鏡を見ながら楽しそうに言った。

「理科、これって……」

　振り返って訊たずねると、理科は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、

「お母さんとの絆きずなだから、染めたくないんでしょ。だから折せつ衷ちゆう案あんってことで。学校にいるときだけカツラをつけるといいよ」

「理科……！」

　俺は不覚にも感激して涙が出そうだった。

　なんて行き届いた心配りだ。友達じゃなければ今すぐ求婚するレベル。

「髪の色だけ変えるならコレだけど、せっかくだから違う髪型も試してみよう。ゴローさんに色んなカツラを用意してもらったんだ」

「ああ、頼む……！」

　それから、色んなカツラを試させてもらった。

　ロン毛やら七三分け、ウルフカット、マッシュヘア、ソフトモヒカンなど普段しない髪型のほか、チョンマゲやハゲヅラ、リーゼントやアフロ、パンチパーマなど明らかにネタで用意したカツラも被せられたが、理科が楽しそうだったので甘んじて受け入れた。

　結局は最初の、元々の俺の髪型を色だけ黒にしたようなカツラに決まり、そのあと地毛がカツラからはみ出ないように髪を短くしてもらった。

　ちなみにゴローさんのテクニックは確かに凄すさまじく、指先で髪をいじられているだけなのに俺は声が漏れるのを堪こらえるのに必死だった。





　　






　美容院を出たあと、理科はさらに別の場所へと俺を連れて行った。

　そこは眼鏡屋さんだった。

「理科が前にかけてた眼鏡のフレームはここで買ったんです。レンズは自作ですけど」

「へー。新しい眼鏡買うのか？」

「うん。小こ鷹だかの眼鏡をね」

「俺おれの!?」

　驚く俺に理り科かは当然のことのように説明する。

「髪を黒くしただけじゃまだ十分とは言えないからね。顔つきそのものもなんとかしなきゃ。さすがに整形するわけにはいかないから、伊だ達て眼鏡に頼るってわけ」

「……眼鏡かけたくらいでそんなに変わるもんか？」

「眼鏡をなめちゃいけないよ。ラノベやアニメでは眼鏡のあるなしで人気が大きく変わるし、白衣とかポニーテイルといった他の記号があったとしても１００％『眼鏡』と呼ばれる始末。たとえどんな凶悪な顔をした個性派ヤンキーでさえ、眼鏡をかければ途端に真面目まじめなモブ顔優等生に早変わりという魔法のアイテムなんだよ」

「はは、おおげさすぎだろ」

　俺は理科の冗談に合わせて笑った。




　──が、結論から言えば、俺は眼鏡のパワーをなめていた。




　美容院のときと同様、理科と、理科の顔なじみだという女性店員さんに、サングラスや鼻眼鏡を含めた様々な眼鏡をかけさせられて遊ばれたのち、ファッション性よりも真面目っぽさを優先した太めのフレームの四角い黒縁眼鏡を格安で購入。

　黒髪で眼鏡をかけ、少し戸惑った表情を浮かべている俺の顔は、どこからどう見ても真面目で大人しそうな普通の男子高校生だった。

「これが……俺……」

　あまりにもイメージがガラリと変わってしまって照れくさいが、悪い気分じゃない。

　これなら図書館で本を読んでいても「なんでこんな奴やつが？」という視線を向けられることはまずないだろう。むしろ図書館こそ俺のホームみたいな感すらある。

「……いい……」

　ぼーっと俺の顔を見つめながら理科が呟つぶやいた。

「お、おう……そうか」

　あまりまじまじと見つめられると恥ずかしい。

「いい……いい……ふひい……ふひいいい」

　理科の鼻息がどんどん荒くなる。

「お、おい理科？」

「ちょっと垢あか抜ぬけない感じが逆にすごくそそるうう！　眼鏡をかけ慣れてない今だけが放つ一瞬の輝き、永久保存したい！　あとは白ランでロン毛のクールな生徒会長か柔にゆう和わだけど本性はドＳの数学教師がいればパーフェクトなんですが……いや待て、美形生徒会長や数学教師にじわじわ調教されるのもイイけど、ここはもっとハードな路線で東京から転校してきたばっかりで戸惑ってるなよなよした眼鏡男子が地元の青年団を束ねるむくつけきマッチョメンにいきなり乱暴に掘られちゃうのこそ至高！　ちょっとゴローさん呼んでくるので小こ鷹だかはローション買って待ってて！」

「待つか！」

「え……尻しり穴あな童どう貞ていがローションなしでゴローさんのハイパー兵器を受け入れるのはかなりキツいと思うけど……大丈夫なの……？」

「大丈夫なの……？　じゃねえよバカ！　なんで俺おれがゴローさんにケツを掘られる前提で喋しやべってるんだ！」

「駄目、かな……？」

　可愛かわいく小首を傾かしげて上目遣いでおねだりしてくる理り科かに一瞬動揺するが、

「駄目だ!!」

　全力で俺は拒否した。





　　






「さて、それじゃあイメチェンの最後の仕上げだね」

　眼鏡屋さんを出て、理科が言った。

「まだなんかやることあるのか？　個人的にはもうすっかり生まれ変わったネオ俺って感じなんだが」

「外見だけはね。あとは言動だよ」

「言動……？」

「小鷹は普段からナチュラルに人を威い嚇かくするような感じがあるからね」

「はあ!?　マジで……？」

　自分では全く心当たりがなかった。

「ほら、そうやって目を猛もう禽きん類るいみたいに細めて凄すごむ」

「……む……凄んでるつもりはないんだが……」

「あと、そうやって独り言をぼやくときの声もやたら低くて怖い」

　たしかに声が怖いとはよく言われるな……。

「つっても、素の言動なんてどう改めりゃいいんだ」

「たしかに難しいだろうね。だからまず──口調から入ってみよう」

「口調？」

「上級生や大人だけじゃなくて、同級生や年下にも『です・ます』口調の丁寧な喋しやべり方かたを心がけること。それから一人称を『僕』に改める」

「ぼ、僕ぅ……!?」

「喋り方が丁寧なだけで印象はだいぶ変わると思うよ。今の小こ鷹だかの外見ならそっちの方が似合うと思うし」

「そういうもんか……？」

「やり直し」

「……そういうものですか」

　言い直した俺おれ……いや、僕に、理り科かは「よし」と真面目まじめな顔でうなずいた。

　店のガラスに映った自分の姿を見ながら、ちょっと練習してみることにする。

　眼鏡のブリッジをクイッと持ち上げ、

「……ぼ、僕の名前は羽は瀬せ川がわ小鷹……です」

「ぶっ！」

　理科が思いっきり噴き出した。

「こ、これはひどい……くくっ、ぷぷっ……！」

「お、お前がこうしろって言ったんだろうが！　……あなたが僕にこうしろと言ったのではないですか」

「ちょ、ちょっとタンマ……ぶぐっ……い、息が苦しい……ぶがぐぐっ！」

　腹をかかえて大笑いしている理科を、釈然としない顔で見つめる俺だった。





　　






　それから、黒髪眼鏡＆丁寧語スタイルに慣れるため、理科と二人でゲームショップや本屋さんをぶらぶら見て回った。

　外見はともかく一人称『僕』と丁寧語にはなかなか慣れそうになかったが、学校で知らない奴やつと話すときくらいは頑張ってみることにしよう。

　あっという間に時間は過ぎ、日も傾いてきたので今日は別れることになった。

「んじゃ、また学校でな」と普段の口調で俺。

「うんっ」と理科は満面の笑顔で頷うなずき、

「……休日に友達と二人で遊んだのって、実はこれが初めてだったんだ」

「そうだったのか」

「うん。すごく楽しかった」

　満足そうな微笑ほほえみにこっちまで嬉うれしくなる。

「そっか。だったらまた遊ぼうぜ。今日は俺おれのイメチェンが目的だったからな。次は目的とかなしで、普通に」

「うんっ」と理り科かは頷うなずき──どこか儚はかなげな微笑みを浮かべた。

「……小こ鷹だか」

「おう？」




「僕たち、ずっと友達でいようね」




「…………あ、ああ。俺たちはずっと友達だ」

　返事をするのに、なぜか即答できず少し時間がかかった。

　このとき感じた胸の痛みの正体に、俺は本当に気づいていなかった。





　　






　理科と別れ、小一時間後。

　カツラと伊だ達て眼鏡をつけたまま家に戻ってきた俺を、小こ鳩ばとが出迎えた。

「ただいま小鳩さん。僕はお兄ちゃんです」

「フンギュアアアアアアアア!!　あ、あんぢゃぅんぶぎょっげりゃへまっどぅぁああああ!!」

「落ち着いてください。僕はべつに不良になったわけではありません」

「ごごごぐじゃびでんぶわああああああ！　ぼどうぢぁうああああああん!!　ぼどうぢゃんだずげどぅええええええええええ!!」

「だから落ち着け小鳩！　俺は俺だ！」

　……動転のあまりアメリカにいる父さんに国際電話をかけようとする小鳩をなだめるのに、数十分もの時間を要した。





オリオン







　イメチェンした俺おれに対する、普段交流のある人達の反応はまちまちだった。

　夜よ空ぞらは「……なんというか……お前には色々迷惑をかけてすまなかったな……。私も頑張るから……お前も負けるなよ！」……と、泣きそうな笑顔でまとめに入った。このままほろ苦くも清すが々すがしい感じのエンディングに突入しそうな勢いである。

　星せ奈なは「超似合ってない！」と大笑いしたのちに、急に真剣な顔で俺を睨にらんできた。

「……あんた夏祭りのときに、髪の毛はお母さんとの絆きずなの証あかしだから染めないって言ってたわよね」

「染めたわけじゃねえよ」と、一応俺はカツラを取ってみせたが、

「カツラだろうが染毛だろうが、隠すことには変わりないじゃない」

「そうだな……お前の言うとおりだよ。……でも、あのときの自分の信念より大事なものができたんだ」

「ふーん……ま、あんたが真剣に考えて決めたんならそれもいいんじゃない」

　と、どこか釈然としない様子ながら、受け入れてくれた。

　幸ゆき村むらはしばらくぽーっとして俺の顔を見つめたあと、無言で頰ほおを染めた。……こっちが恥ずかしいからなんか喋しやべってくれ。

　マリアは「あひゃひゃひゃひゃお兄ちゃんが黒くなっとるげー！　お兄ちゃんなのに黒くなったのでおかしいと思います！」と大笑いした。

　ケイトは「ぶはっ！」と飲んでいたコーラを盛大に噴き出し、その後「悩みがあるなら聞くからあとで相談室においで……」と慈愛に満ちた表情で言った。こいつ本当にシスターだったんだな……と初めて思った。

　たまたま学園に来ていた天馬ぺがさすさんは、最初幻でも見ているような顔をして、呆ぼう然ぜんと「隼はや人と……!?」と父さんの名前を呟つぶやいた。話を聞いてみると、どうやら父さんも一時期、自分を真面目まじめに見せるために伊だ達て眼鏡をかけていたことがあったそうで、そのときの父さんと今の俺がそっくりらしい。

　日向ひなたさんは「おお、なかなか似合ってるぞ小こ鷹だか！　はっはっはっ！」と細かいことは気にせず豪快に笑って受け入れた。

　朱あか音ねさんは最初ぽかんとしていたが、「私は君の金髪が地毛だと知ってるから気にしないけど、やっぱり普通に学生生活を送るぶんにはそのほうがいいと思うよ」と、いかにも全校生徒の代表らしい見解をもって肯こう定てい的に受け止めてくれた。

　逆に俺おれの金髪に好意的だった葵あおいは、「むー。せっかくかっこよかったのにもったいないです！　なんでそんな地味にしちゃったんですか！」と不満顔。次期生徒会長なのにその好みはどうなのかと思わなくもない。

　火か輪りんは初めてイメチェン後の俺に会っても眉まゆ一つ動かさず、まったく普段どおりに日曜日に遊んだというボードゲームの面白かった点とよくなかった点を、聞いてもないのに淡々と語り始めた。あまりに普通だったのでこらえきれず俺が自分の姿についてどう思うか訊たずねると、「え、なにか変わったの？」と不思議そうな顔をした。

「ほ、ほら、どっか違うだろ？」とこれ見よがしに前髪をいじってみせる俺。

「ああ……前髪を切ったのね。べつにおかしくないわよ」

「たしかに前髪もちょっとは切ったけど！　ほ、他になんかあるだろ？」

　偽の黒髪をかきあげ、さらに眼鏡をクイクイやる。

「眼鏡を替えたのね。強しいて言えば前の眼鏡のほうが良かったかしら」

「替えてねえよ！　眼鏡かけてきたの初めてだよテキトー言いやがって！」

「……冗談よ。あなたの容姿に毛ほども興味がなかったからスルーしただけ」

「……そうですか」

　俺も以前、理り科かがイメチェンしてきたときに冗談で同じような対応をしたことがあったのだが、自分がやられてみるとけっこう精神にダメージくるな……。




　ともあれ、交流のある人たちの反応はこんなところだった。

　そして肝心の、普段交流のない、俺のことを不良だと誤解している生徒たちの反応といえば──。

　俺の所属する２年５組のクラスメートたちには最初ものすごく困惑されたが、最初だけだった。

　月曜日の朝は、俺の突然の変化について噂うわさされているのが自分の席に座っているだけで伝わってきた。しかし午前の授業が終わるころには、困惑はすでに収まっていた。……どうも、俺についてなにか突飛なことが起きることに、クラスの連中は慣れてしまっていたらしい。

　生徒会の仕事の手伝いで関かかわった委員会やクラブなど、元の俺の姿を知らない生徒たちからは、あっけないほどすんなり受け入れられた。

「おーい、これも体育倉庫に運んどいてくれ」

「あ、はい」

　……どうも生徒会の新しい庶務だとでも思われているのか、気軽に仕事を任される。金髪だった頃ころはどこに行っても腫はれ物ものに触るように扱われていたのに、えらい違いだった。黒髪眼鏡スゲー。

　もとの俺おれの外見を知っていた、あるいは『ヤンキー羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか』の悪評を知っていた生徒たちの中にも、他の生徒と俺が普通に接しているのを見て、警戒心を解いてくれる奴やつらが何人もいた。

　この調子で続けていけば、『黒髪眼鏡の真面目まじめ系男子、ネオ羽瀬川小鷹』が校内に定着するのも時間の問題かもしれない。




　そんなこんなで、クリスマスイヴまであと三日となった。




　放課後、俺はいつものように生徒会の手伝いをするため生徒会室に入った。

　現在、生徒会室の中は多くのダンボール箱が運び込まれ、かなり手狭になっている。

　主に生徒会主催のクリスマス会で使うツリーや飾りなのだが、体育館は前日まで授業や部活動で使用されるので、とりあえず倉庫や生徒会室に置いてあるのだ。

　その手狭になった生徒会室の一番奥では、三み日か月づき夜よ空ぞらと日ひ高だか日向ひなたの姉妹が向き合って勉強会をしており、他には遊ゆ佐さ葵あおいが仕事をしている。

「……おいバカ子。そこの計算が間違っているぞ」

「む？　……えーと…………あ、あー、こ、この問題だな！　わ、私もそうじゃないかなーと思っていたところだ！　はっはっは」

　笑いながら消しゴムを手にする日向さんに夜空は冷たい視線を向け、

「……違う。間違っているのは右のページの二問目だ」

「な……!?　お、お前の視線はたしかにこの問題に……！」

「フェイントだバカめ」

「ひ、卑ひ怯きようだぞ夜空！」

「……貴様は試験本番中でもそのシャコみたいな視力で情報を読み取るつもりか。小こ賢ざかしい真ま似ねをしている暇があったら節足動物並の知能をなんとかしろ」

　……このように日向さんを厳しく監督しながらも、同時に夜空は自分の作業もこなしていた。左手で電卓を操作しながら、手元のプリントに細かい数字を書き込んでいく。

「あのっ、三日月さんっ！　スキー研修のスケジュール表の試案ができたので確認お願いします！」

　葵が夜空にプリントを提出し、夜空はしばらく厳しい目でそれを眺め、

「……一日目と三日目は基本問題ない。二日目の夕食から消灯時間まで、これは多分時間がズレている気がする。確認してくれ」

「ああ……っ！　じ、自分としたことが！」

「他にもミスがないかよく確認しておけ。あと……全体的に見づらいな。文字の間隔を少し開け、数字はフォントを太くしてみろ」

「ハイッ！　そのようにしますっ！」

　生徒会長の業務をパーフェクトにこなす夜よ空ぞらに、葵あおいはキラキラした尊敬の眼まな差ざしを向けた。完全に懐いている。

「あ、それと会長！」

「ん？」と日向ひなたさんが顔を上げて葵を見るが、

「あ、会長じゃないです。三み日か月づきさん」

「」←日向さん。

　葵のやつ、ナチュラルに日向さんじゃなくて夜空を会長扱いしてやがる……。

「なんだ？」

「えっとですね、実は今日、日向さんに女子バスケ部の練習に出てほしいという依頼が入ってるんですが」

　本当の生徒会長である日向さんの方針で、生徒会には様々な委員会や部活動から助すけっ人との依頼が大量に舞い込んでくる。

「おお、そういえばそうだった！　というわけで夜空、私は用事が──」

　バシッ！

　夜空がどこからともなく取り出したハエ叩たたきで日向さんの頭をはたく。

「いたっ！　夜空よ、今のでせっかく覚えた公式が吹っ飛んでしまったぞ！　バスケをすれば思い出すと思う！」

「これくらいで吹っ飛んでしまうなら覚えたうちに入らん。今度は絶対に吹っ飛ばないように細胞の一つ一つに刻み込め。鼻から公式が出るようになるまで呼吸をするな。……遊ゆ佐さ。部活の助っ人依頼はしばらく断るようにと言ったはずだが？」

「そうなんですが……バスケ部は土曜日に他校との練習試合を控えていますし、クリスマス会で体育館を使わせてもらう手前、あまり無下にするのも……」

「ふむ……面倒だな……」

　夜空は期待に目をキラキラさせている日向さんを横目で忌いま々いましげに睨にらむ。

「……というか、どうして練習にバカ子が必要なのだ」

「うちのバスケ部、メンバーは実力者が揃そろっているのですが今年は新入部員に恵まれなくて、三年生が引退した今は九人しか部員がいないんです。試合形式の練習をするにはもう一人必要で、これまでも日向ひなたさんがちょくちょく出向いてました」

「……バスケ部の三年生が引退して勉強に専念しだしたというのに、貴様はそれからも遊んでいたというわけかクズめ」

「あ、遊んでいたわけではない！　生徒会長として困っている生徒を助けるのは当然のことなのだ！」

　ジト目を向ける夜よ空ぞらに、慌てて弁明する日向さんだった。

「というわけで夜空先生……バスケが……したいです……」

「諦あきらめるかここで人生終了するか選べ」

　にべもない夜空に日向さんがしゅんとする。

「それじゃあ三み日か月づきさん、この件はキャンセルしちゃいますか？」と葵あおい。

「そうだな……誰だれか代役でもいればいいのだが──」

　言いながら夜空はハッとした顔をして、すぐに渋面になった。

　俺おれも多分夜空と同じことを思いついていた。

　日向さんばりの運動能力を持っていて、しかも確実に時間が空いている女子が一人いる。

「……ないな」

「いや、待った」

　小さくかぶりを振って浮かんだ考えを否定しようとする夜空に、俺は待ったをかける。

　女子生徒の人望を手に入れたいあいつにとって、女子バスケ部の手伝いというのは絶好のチャンスだ。

「挑戦させてくれないか夜空。あいつも今、変わろうとしてるんだ」

　真まっ直すぐに目を見て言う俺に、夜空は不機嫌そうに鼻を鳴らし、

「……好きにしろ」





　　






　そんなわけで、俺は日向さんの代理の助すけっ人と──柏かしわ崎ざき星せ奈なと一緒に体育館に向かった。

　星奈は体操着に着替えている。

　話を通しやすいよう葵も同行しており、彼女も一応体操着姿。

　ちなみに助っ人の件を頼むために電話したとき、星奈は例によって部室でゲームをやっていたらしく、最初の反応は芳かんばしくなかった。

『はぁ……？　バスケぇ……？』

「おう。できるか？」

『んー、中二のときに球技大会でやっただけだから、ルールうろ覚えなのよね……』

「ルールくらいすぐ思い出せるだろ」

『……それはそうね。じゃあできる』

〝ルールがわかる〟イコール〝できる〟という断定が星せ奈ならしかった。

「そっか、なら来てくれ」

『ったく……そんなにあたしがバスケしてるとこを見たいの？』

「おう、見たい見たい」

『……っ！　……しょ、しょうがないわね……すぐ行くから待ってなさい』

　そして数十分後、体育館。

　葵あおいから「今日は会長の代わりに柏かしわ崎ざき星奈が練習に付き合う」という説明を受けた女子バスケ部員の反応は一年と二年でかなり差があった。

　一年生の部員たちからは「会長の代わりなんて務まるのだろうか」という純粋な疑問が。そして星奈のことを知っているらしい二年生の部員たちからは、「どうして柏崎星奈が」という疑問と「どうして柏崎星奈と」という拒否反応が伝わってきた。

「よ……よろしくね」

　星奈が作り笑顔で挨拶する。

　少しぎこちない感じではあったが、デフォルトで備わっている圧倒的な華やかさによって完全に相殺されている。……こんな笑顔を向けられたら普通の男子生徒は一発でコロッといってしまうだろう。

　バスケ部員たちも同じくぎこちない様子で挨拶を返し、星奈と葵が組んで準備運動をしたのち、練習が開始される。

　他校との試合に備えてなので、練習は５対５の実戦形式。

　チーム分けは赤のビブスをつけたスタメン五人と白のビブスをつけた控え四人＆星奈という組み合わせ。

　顧問の教師が今日は会議で遅れるとかで、葵が審判をやり、俺おれも得点係をすることになった。

　と、

「おおっ、ほんとに柏崎さんがバスケやってる！」

「マジで!?」

　そんな複数の男子の声が聞こえてきた。

　見れば十人くらいの男子生徒が体育館の入口からこちらを──正確にはバスケットコートで軽く伸びをしている星奈の姿を眺めている。

「はあ、星せ奈な様の体操着姿、神々しい……」

「星奈様ー！　頑張ってくださいー！」

　星奈本人はまったく気にしてない様子だが、バスケ部員たちは居心地が悪そうだ。

「き、気にせずいきましょう！　それじゃ、始めますよー！」

　コートの真ん中でボールを持った葵あおいが言う。

　ジャンパーは、赤チームは部員の中で一番背の高い選手、白チームは星奈で、身長差は赤チームの選手の方が10センチくらい高い。

　葵が真上にボールを投げ、両選手が飛び上がる。

　ジャンプボールを制したのは──星奈だった。

　身長差をものともせず、伸びやかで勢いのあるジャンプでボールを自陣へ引き込むことに成功。

　ジャンプしたとき胸が大きく揺れたこともあって……というか主にそれが理由で、男子たちから大きな歓声が上がった。

　ボールを拾った白チームの選手からパスを受け、星奈はそのままドリブルで突っ込む。

　さすがにバスケ部のスタメンチーム相手に一人で正面突破は無謀だと思いきや、なんと相手チームを瞬時に二人抜き去り、三人目のディフェンスの前から見事なフォームのジャンプシュートを放った。

　金色の髪がふわっと広がり、まるでキラキラと光の粒子を纏まとっているような星奈の姿に、ボールの行方を追うのも忘れて見入ってしまう。

　スパッ──とボールがゴールをくぐる爽快な音が響き、一瞬遅れてギャラリーから大きな歓声が上がる。

「「「うおおおおお！　星奈様────ッ!!」」」

　一気に盛り上がった男子生徒たちが、遠くから眺めているだけでは飽き足らず続々と体育館の中に入ってきて、コートの周りに群がる。……俺おれの周りにも普通に近づいてくる。俺が金髪のままだったら、間違いなくこんなことにはならなかっただろう。

　一方ゴールを決めた星奈は、そんな男子たちの盛り上がりなど気にもとめず、俺と目が合うとニカッと得意げに笑った。

　自分の顔が赤くなるのを感じつつ、俺は得点板の白チーム側の布を二枚めくった。

「得点、僕が手伝おうか？」

　知らない男子生徒が寄ってきて、俺にそう申し出た。

「お、おう。頼む」

　俺おれは少しどもりながらも、どうにか普通に返事をすることができた。

「おっけー」と気さくに言って、彼は得点板の赤チーム側の横に立った。





　　






　聖せいクロニカ学園女子バスケットボール部の現在の構成は、二年生が六人、一年生が三人の計九人で、スタメンは二年生の五人。

　葵あおいの話によれば、部員数は少ないが実力的には中堅どころで、長年、県のベスト８に入るか入らないかという地位をキープしている。

　週末に練習試合をするという他校のバスケ部も同程度の実力で、毎年のようにライバル校として競い合ってきたのだとか。

　三年生が引退して新体制になってからは初めての対戦となるため、練習試合とはいえお互いの今後を占う重要な意味を持っているのだという。

　得点係を手伝ってくれた男子生徒、松まつ山やまくん（２年４組所属で部活は柔道部、背は低め、童顔で人懐っこい印象）が、バスケ部の事情に詳しくてあれこれ解説してくれたので、部員それぞれについても知ることができた。

　キャプテンはポイントガードの新しん橋ばし美み香か。

　普段はのんびりした性格だがコートの中では別人のように激しく指示を飛ばすチームの司令塔。判断力に優れチームメイトからの信頼も厚い。

　シューティングガード、白しろ柳やなぎ日ひ緒お理り。

　たまに小学生に間違われるほど小柄だが、性格は苛か烈れつで一年生から恐れられている。ロングシュートは不得手だがドリブルの技術は一流で、鋭いドライブからのランニングシュートが最大の武器。

　スモールフォワード、天あま地ち賀が威い亜あ。

　なんでもこなせる万能選手で、特にミドルレンジからのシュートの正確さには定評がある。名前以外は地味な眼鏡っ娘こ。

　パワーフォワード、水みず城き麗れい音ね。

　中学から高校一年までは柔道部だったのだが、親友である新橋に助すけっ人とを頼まれたのをきっかけにバスケに目覚め、二年生になってから転部。体格がよくパワフルなプレイを得意とする。姐あね御ご肌はだで面倒見がよい副キャプテン。

　センター、斎さい藤とう七な々な香か。

　１７５センチの長身が最大の武器。細身のため一見ひょろっとした印象を受けるが、当たりの強さも併せ持ち、正確でキレのあるパスを得意とする。一年生の頃ころは身長が高いだけで他はさっぱりな選手だったのだが、誰だれよりも懸命に筋トレや練習に励み優秀なセンターに成長した。好きな食べ物は柿と梨、好きな動物は熊、弟が二人いる、動物園と水族館が好き、怖い話が苦手──松まつ山やまくんは彼女のことが好きなんですねわかります。

　総合的には、ロングレンジからの攻撃がやや苦手なことを除けばバランスのとれた良いチームだ。

　個々人の能力はかなりのものだし、オフェンスでもディフェンスでも息の合った連携ができていて、良いプレイはみんなで褒め、ミスは励まし、チーム全体の雰囲気も良い。







　そんなチームを、柏かしわ崎ざき星せ奈なは蹂じゆう躙りんした。







　星奈があっという間に先取点を奪ったことで、赤チームから油断が消え最初から本気の戦いとなった。白しろ柳やなぎが速攻で点を取り返したのを皮切りに、序盤は赤チーム優位に試合が進んだ。「ルールうろ覚えなのよね」という言葉は本当だったようで、星奈はトラベリングとダブルドリブルと５秒ルールとプッシングで一回ずつ反則を取られた。しかし時間が経過するにつれて、急激に白チームが赤チームを圧倒するようになる。

　理由はただ一つで、星奈のプレイがどんどん上う手まくなっていったからだ。

　最初は難なく星奈を抜き去った白柳のドリブルは、すぐに止められるようになった。

　新しん橋ばしのパスはカットされ、天あま地ちのシュートはブロックされ、水みず城きは抜き去られ、斎さい藤とうは押し負ける。

　赤チームは星奈のマークを一人から二人、二人から三人に増やしたり、センターの斎藤が中心になってロングパスを中心にして攻めたりと、あれこれ柔じゆう軟なんに作戦を変えて星奈に対抗しようとした。

　赤チームの戦略自体は間違っておらず、作戦を実行した直後は毎回ちゃんと成果が上がった。何度も柔軟に作戦を変えるなんて一朝一夕にできることではなく、チームの練習量のほどが窺うかがえる。しかし星奈は、あっという間に対応してしまう──バスケ部が積み重ねてきた研けん鑽さんをあっという間に凌りよう駕がしてしまう。

　試合を見ながら、俺おれはかつて星奈にプールで水泳を教えた日のことを思い出していた。

　あの日まで泳いだこともなかった星奈は、俺の大して上手くもない教え方によってあっという間に泳げるようになり、ほんの二時間程度で俺と互角の勝負ができるほどになってしまった。

　この試合は、まさにあの時の再現のようだった。

　しかしそうは言っても相手はバスケ部のスタメンだ──彼女たちが実力を完全に発揮できさえすれば、十分に対抗はできるように思えた。

　が、ギャラリーがどんどん増えていき、その応援が星せ奈なコール一色ということもあって、赤チームの選手たちは完全に萎い縮しゆくしてしまっていた。「バスケ部大したことねえな」といった心ない言葉もそこかしこで聞かれる。斎さい藤とうのことが好きな松まつ山やまくんさえも、星奈のプレイに魅せられて星奈の応援をするようになっていた。そんな悪循環により試合が進むにつれてどんどん赤チームの動きは悪くなり、点差は開くばかりだった。

　一方星奈のほうも、後半に入ってから急にドリブルやシュートでミスを連発するようになった。

　さすがのこいつも疲れてきたのかと思い、近くに来たときに「大丈夫か？」と声をかけてみたところ、

「んー……もうちょっとでコツが摑つかめそうなのよね……」

　首をひねりながら星奈は言った。

「コツ？」

「うん。あれをやってみたいのよ」

「あれ？」

「ダンクシュートだっけ。手に持ってガコーンってやるかっこいいやつ。十分に助走ができればいける気がするのよね……」

「な……!?」

　疲れたどころか──魅せ技の練習をするほどに余裕だったらしい。

　そして不幸なことに、星奈のこの言葉は赤チームの選手たちの耳に届いてしまった。

　自分たちがもはやただの障害物程度にしか思われていなかったことを悟り、赤チームの戦意は完全に尽きた。

「……はは……なにそれ……」

　キャプテンの新しん橋ばしが乾いた笑みを漏らして膝ひざをついた。

　他の部員たちも顔に絶望を浮かべ立ち尽くしている。

「あの……だ、大丈夫ですか？」

　審判の葵あおいがおずおずと新橋に声をかけると、

「大丈夫なわけないじゃない……」

　そんな弱々しい返事を皮切りに、赤チームの部員たちから口々に絶望の声が漏れる。

「……これ……ほんと無理……」「私達のやってきたことって……」「……うちらマジ超ザコって感じじゃん……」

「あ、あの、ド、ドンマイです……！」「そ、そうですよ！　まだゲームは終わって……」と白チームの一年生が励まそうとするも、

「なに言ってんのよ……ルールも知らなかった初心者一人にまったく歯が立たないのよ……!?　こんなのもう……試合とか言ってる場合じゃないよ！」

　白しろ柳やなぎが悲鳴のような叫びを上げた。

　さすがの星せ奈なもこの雰囲気がマズいことには気づいたらしい。

「え、えっと……」

　どうにかしようと、星奈は足あ搔がく。

　努めて優しい態度を装い、

「ええとほら……べつに気にすることないわよ。あたしが天才すぎるだけだし」

　……口調が優しいからこそ、いっそう傲ごう慢まんさが際立つ。

「えっと……今度ライバルの学校と練習試合？　あるんだっけ？　……よかったらあたし、助すけっ人とに行きましょうか？　あたしがいれば絶対勝てるし──」

　たしかに、今度試合するという他校のバスケ部がうちと同レベルの実力なら、星奈がいれば間違いなく勝てるだろう……今と同じように。それはまぎれもない事実。

　だからきっと星奈は、なんの悪気もなく、純粋に善意から言っているのだろう。

　本心から、打ちひしがれている少女たちのために、よかれと思って言っているのだ。

　理り科かを本気で怒らせたときと同じように……本気で相手を気遣っているつもりで、「お前達は自分には絶対に勝てない」と言っているにも等しい残酷な言葉を無自覚に──。

「い……いい加減にしてくださいッ!!」

　消沈しているバスケ部員たちに代わって怒声を上げたのは、遊ゆ佐さ葵あおいだった。

　蹂じゆう躙りんされたバスケ部の姿に、いつもクラスで星奈にやられながら見向きもされない自分を重ねたのかもしれない。

　涙目で星奈を睨にらみつけ、「な、なによ……？」と戸惑っている彼女に食ってかかる。

「柏かしわ崎ざき星奈ッ！　あなたはそうやっていつもいつも平気で他人を踏みにじって……！」

「はあ……？」

　いつになくガチで憤いきどおりをあらわにする葵に、星奈は心底わけがわからないといった様子で不快げに顔をしかめる。

「なんで見てくれないんですかッ！　なんで認めてくれないんですかッ！　あなたの周りにいるのはちゃんと人間なんだって、どうしてわかってくれないんですかッ！」

「いきなりなにわけわかんないこと言ってキレてんのよ……ていうか、あんた関係ないじゃない」

「関係なくなんて──」

　言い返そうとした葵あおいは途中で言葉を切った。

「……そうですよね。あなたにとっては他の人なんて、みんな石ころみたいなものですもんね……」

「……どういう意味よ」

　あきらめ顔で弱々しく笑う葵に、星せ奈なが苛いら立だちの色を強める。

　これはまずいな……！

　これ以上事態が悪化する前に止めるべく俺おれがコートに入ろうとしたそのとき、




「……なにを騒いでいる」




　コートの外から冷ややかな声が吹き込んだ。

　声の主は三み日か月づき夜よ空ぞらだった。

「夜空!?」

　星奈はどこかホッとした様子で葵から夜空へと向き直る。

「……不安になって見に来てみれば、案の定トラブルか。本当に貴様は無能な肉だな」

「あ、あたしはなにもしてないわよ！」

「遊ゆ佐さ。状況を説明──」言いかけて、「……いや、大体わかった」

　コート内の様子を見て夜空は小さくため息をついた。

「遊佐、ちょっと来い」

「はい？」

　体育準備室のほうへ歩き出した夜空を、葵は怪け訝げんな顔をしながらもトテトテと子犬のように追いかける。

　二人はそのまま準備室に入り、

「はわわ!?　そ、そんないきなり！　だ、駄目です三日月さん！　自分はまだ心の準備が！　ひゃわー！　や、やめてください！　す、するならせめて優しくしてください！　りゃ、りゃめええええええ！」

　……中からそんな葵の悲鳴が聞こえてきてしばらく経たったあと、再び夜空と葵は体育館に姿を現した。

　夜空は体操着姿になっていた。サイズが合っておらず、ちょっと窮屈そうだ。

　夜よ空ぞらのあとを慌てて追う葵あおいは、夜空の着ていた制服のスカート＆ブラウス。タイはほどかれボタンも一つしか留めていないのでチラチラと素肌が見えていた。

　遊ゆ佐さの体操着を身につけた夜空がコートに入る。

「なんのつもりよ？」と星せ奈な。

「選手交代だ。……ちょっと代わってくれ」

　夜空が、まだ座り込んだままでいた新しん橋ばしに言った。

　新橋は戸惑いの表情を浮かべながらも立ち上がり、着ていた赤のビブスを夜空に渡した。

　ビブスをつけた夜空は星奈に向き直り、冷たい声音で淡々と告げる。

「暴れ回るだけの野獣に、人間様の戦い方を教えてやる」

　対する星奈のほうも獰どう猛もうな笑みを浮かべ、

「面白いじゃない……叩たたき潰つぶしてあげるわ」

　赤チームの面々が身震いするほどの迫力だったが、夜空だけは顔色一つ変えず、いつもどおり不機嫌そうに「ふん」と鼻を鳴らした。





　　






　夜空が赤チームの選手たちとなにやら話し合ったのち、試合は再開された。

　打ち合わせの時間はせいぜい一分弱で、こんな短時間で星奈に対する有効な作戦を立てられるとは思えなかった。

　夜空のやつ、どうするつもりだ……？

　疑問に思いながらとりあえず試合を見守る。

　白チームのスローインからゲームは始まり、すぐに星奈へとボールが渡される。

　星奈は毎度のようにドリブルで正面から切り込む。

　赤チームで星奈に向かっていくのは──夜空一人だけ。

　バスケ部三人がかりでも止められなかった星奈を、マンツーマンでどうにかできるとは到底思えないが……。

「上等じゃない！」

　星奈は心の底から嬉うれしそうに、夜空に向かって突進していく。

　対する夜空は星奈の進行方向正面に立ち、迎え撃つ。

　星奈が夜空を抜き去ろうと力強く踏み込み、夜空もボールを奪おうと手を伸ばし、二人の身体が触れるか触れないかというところまで接近した瞬間。

　どんっ──と音を立てて夜空が派手に転倒した。

「くはっ！」という夜よ空ぞらの悲鳴と、「へ!?」という星せ奈なの間の抜けた声。

　少し遅れて、葵あおいが慌てて笛を吹く。

「チャ、チャージング！　白２番！」

「はあ!?　ちょっと掠かすっただけじゃない！」

　ファウルを取られた星奈が抗議するも、

「……まったく、これだから粗暴な野獣は困るな」

　立ち上がりながら夜空が言う。口調こそ淡々としているが、かなり痛かったらしく顔は微妙に引きつっていた。

「あんたねえ……！」

　星奈は忌いま々いましげに睨にらむも、大人しく審判の判定を受け入れる。

　そして赤チームのオフェンスへ。

　水みず城きがスローインで夜空にボールを渡し、夜空はゆっくりドリブルで前進する。

　夜空のドリブルは下手というわけではないが、星奈やバスケ部員たちと比べると手つきが少し危なっかしい印象がある。

「あたし一人でやるから！」

　チームメンバーに一方的に宣言して、星奈は夜空に向かう。

　夜空の技術で星奈を抜くのは無理だ、誰だれかにパスするしかない──と思いきや、夜空はそのまま星奈に向かって突っ込む。

　星奈がボールを奪おうと手を伸ばしたそのとき、夜空は急に身体の向きを変え──またしても勢いよく倒れた。星奈が夜空の身体を押してしまった……のか？　はっきりとは見えなかったが……。

「プッシング！　白２番！」

　ともあれ、審判は星奈のファウルを取った。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　なんでちょっと触ったくらいでそんな転ぶのよ！」

「ふん、貴様の馬ば鹿か力ぢからが悪いのだ」

　憤いきどおる星奈を、夜空は軽く受け流す。

「ていうか審判！　ちゃんと見なさいよ！　あんたもしかして、あたしに嫌がらせしてるんじゃないでしょうね！」

「じ、自分は判定に私情を挟んだりしません！　今のはどう見てもあなたのファウルでした！　……多分……！」

　星奈に矛ほこ先さきを向けられ、葵が反論する。

　たしかに夜空が来る前のジャッジは公正だったし、夜空に懐いているとはいえ葵がそういうことをするとは思えなかった。

「審判の判定は絶対だ。それ以上いちゃもんをつけてテクニカルファウルを取られないよう気をつけることだな」と夜よ空ぞら。

　……星せ奈なは夜空が来る前の試合序盤でも一度ファウルを取られている。５ファウルで退場だから、あと２回のファウルで星奈はこの試合から追放されることになる。

　やっぱりこれは夜空の作戦……。止められない相手なら、試合から排除してしまおうというわけか。

「そういうこと……あんた……相変わらず卑ひ怯きようね……！」

　星奈も夜空の考えに気づき、忌いま々いましげに歯は嚙がみした。

　卑怯か……たしかに卑怯といってしまえばそれまでだが、夜空の倒れ方は２回ともとても演技とは思えなかったし、立ち上がったあともガチで痛そうだった。演技がわざとらしすぎれば夜空のほうがテクニカルファウルを取られる危険もあるし、思いついたとしても素人が実行するには相当な覚悟と思い切りが必要な捨て身の戦法ではある。

　赤チームのスローインで水みず城きが天あま地ちにボールを渡す。

　天地がさらに斎さい藤とうへと出したパスを、星奈がカットして奪い取った。

「いつもセコいのよあんたは！　あんたの小細工ごと叩たたき潰つぶしてやるわ！」

　ファウルを恐れて萎い縮しゆくするどころか、激高した星奈はこれまでにも増して大胆にドリブルで敵陣へと切り込んでいく。

　あっという間に斎藤と白しろ柳やなぎを抜き去り、待ち構える夜空に真正面から突撃する。

　夜空は無造作に星奈へと近づき、かわそうとした彼女と接触した。

　さっき以上に激しい音を立てて、夜空の身体が体育館の床に強く叩きつけられる。

　こ、これ、本当に演技か……!?

「チャージング、白２ば──って、だ、大丈夫ですか三み日か月づきさん!?」

　よろめきながら起き上がった夜空を見て、葵あおいが慌てた声を上げる。

「夜空……！」

「ちょっ、あんた……」

　俺おれと星奈も動揺する。

　夜空の額から血が流れていた。

　幸い出血量は少なく大おお怪け我がというわけではなさそうだが、それでも衝撃は大きい。よく見れば、先の２回のファウルによって額だけでなく膝ひざと腕にも擦り傷ができていた。

　当の夜空は額に手をやり、自分が血を流していることを知ると「ふん……」とまるっきりいつものように不機嫌そうに顔をしかめた。

「よ、夜よ空ぞら……大丈夫なの……？」

　心配そうな星せ奈なに「問題ない」と夜空。

　血が一滴、床に落ちる。

「あんた……なんでそこまでするのよ……！　ケガしてまでそんな卑ひ怯きようなことする意味あるの!?　普通に正々堂々勝負すればいいじゃない！」

　星奈の悲鳴じみた問いかけに、夜空は凄絶な笑みで答える。




「これが私の正々堂々だ……！　力で勝てないのなら速さで迎え撃つ。速さでも敵かなわなければ技術で対抗する。技術もないなら知略を駆使する。知略でさえ埋められない差は汗で補う。汗が足りないなら次は血だ！　汗も血も流さずに巨人殺しジヤイアントキリングが成せるか!!」




　芝居がかった口調と身振りで、コートの外にも聞こえるような声量で夜空は叫び──「つ……」と痛みに顔をしかめた。

「い、いいから早く保健室行きなさいよ馬ば鹿か！」

「そ、そうですよ三み日か月づきさん！」

　星奈と葵あおいが口々に言うと、夜空は黙ってビブスを脱いでコートを出る。

「あとはまかせた」

「はいっ!!」

　夜空にビブスを渡され、新しん橋ばしが力強く返事をした。

「よしっ！　やるよミカ！」と水みず城きが新橋に声をかける。そして、

「三日月さん！　うちらもう諦あきらめないから、絶対！」

　白しろ柳やなぎが夜空に向かって叫んだ。他の部員達の顔にも覇は気きが戻っている。

　そうか……これが夜空の本当の狙いか。

　星奈に勝つことは二の次で、真の目的は、気迫のパフォーマンスでバスケ部員の闘志に再び火をつけることだったのだろう。

　夜空は一人しっかりした足取りで、振り返ることもなく体育館を出て行った。

「柏かしわ崎ざきさんを追い詰めるなんて……あれは一体誰だれなんだ？」

　隣で呆ぼう然ぜんと呟つぶやく松まつ山やまくんに、

「ご存じないのですか」と一応敬語で俺おれは教える。

「彼女こそ生徒会長の妹にして隣りん人じん部ぶの部長、三日月夜空さんです」




　新橋がコートに入り、試合が再開された。

　バスケ部スタメンチームは夜よ空ぞらのようにわざとファウルを狙うことはせず正々堂々と自分たちのプレイスタイルで星せ奈なに挑み、本来の実力を十全に発揮した見違えるような良い試合をして、接戦の末に惜しくも敗れた。

　結局負けたとはいえ、もう彼女たちの顔に絶望の色は一ひと欠片かけらもなく、練習試合はきっと良いものになるだろうと確信させてくれた。




　そして、颯さつ爽そうと現れバスケ部のピンチを救い、柏かしわ崎ざき星奈をあと一歩まで追い詰めた三み日か月づき夜空の名は、学校中に響き渡った──。





ダークナイト・ライジング







　十二月二十四日──クリスマスイヴがやってきた。

　午後五時半、俺おれは星奈と一緒に、クリスマスミサの行われている礼拝堂へと向かう。

　ミサ自体は五時からなのだが、俺は午前中からずっとクリスマス会の準備を手伝っており、星奈も小こ鳩ばとの演劇以外どうでもいいと言うので途中から参加することになった。

　星奈以外の隣りん人じん部ぶメンバーは、夜空と幸ゆき村むらは今も引き続きクリスマス会の準備中。

　理り科かも理科室には来ていて、さっきも調子の悪かった電飾の修理をしてくれたのだが、人が多いところには行きたくないということで会には不参加。

　学園は冬休みに入っており、ミサおよびクリスマス会の両方とも服装は自由なので、二人とも私服。

　星奈の服装は赤を基調にしたドレスで、肩がむき出しで足も太ももが露出しており、見ているだけで寒くなる。

　俺のほうはネイビーのジャケットにグレーのパンツ。星奈には「婚活パーティーに行く人みたい」と言われてしまった。

　星せ奈なと二人で並んで歩く。こんなことはこれまでに何度もあったのに、クリスマスイヴというだけでものすごく特別な感じがする。

「そ、そういや星奈、お前はミサって出たことあるのか？」

　俺おれは緊張を誤ご魔ま化かすように話を振った。

「あたし？　小さいころパパやママと一緒に何度か行ったことあるけど、最近は全然ね。パパたちみたいにクリスチャンってわけでもないし」

「理事長ってクリスチャンなのか」

「そうよ」

　そういや天馬ぺがさすさん、たしか食事の前に十字を切ってたっけ。

「もしもあたしがパパの跡を継いで学園の理事長になったら、多分洗礼を受けることになるんだけど」

　天馬さんの跡を継ぐ……か。

「……それってもしかして、仮にお前が誰だれとも結婚しなかったら絶対そうなるのか？」

「絶対じゃないわよ。本人が望まなければ跡継ぎは養子をとるか親戚から相応ふさわしい人を連れてくるって前にパパ言ってたから。それはあたしが結婚した場合でも同じで……だ、だからあんたも安心していいわよ」

　顔を赤らめて言う星奈だった。

　結婚云うん々ぬんはともかく、星奈の将来はちゃんと本人の意思に委ゆだねられているということがわかって安心した。

　柏かしわ崎ざき天馬さん、つくづく俺の中の『名家の当主』というイメージを壊してくれる人だな……。あの人がどういう過去を経てああいう人になったのか、とても興味深い。

「あーでも、小こ鷹だかは学校の先生になるのよね。ぶっちゃけ柏崎家の親戚になれば、このあたりの教育界では超有利よ。パパの推薦があればどんな学校でも選び放題だし」

　星奈はからかうような笑みを俺に向けた。

「お前なあ……それを言うのは反則だろ……」

「そう？　生まれた家とか親の力とか財産だって、天才的な才能とかこのパーフェクトな美貌と一緒で、全部まとめてあたしの一部だもん。それを好きな男子へのアピールに使ってなにが悪いの？」

　まったく悪びれずに星奈は断言する。

　改めて「好き」と言われて顔が熱くなりつつ──こうやって一切の負い目なく自分を肯こう定ていできる星奈のことを、俺は素直に羨ましく思った。





　　






　礼拝堂に近づくと、中から歌声が聞こえてきた。

　そっとホールの扉を開けて中に入ると、壇上でオルガンの伴奏に合わせて二十人ばかりの子供たちが聖歌を斉唱していた。その中に小こ鳩ばととマリアの姿はない。

　席はほぼ埋まっていたが、幸いうしろの方にちょうど二人分の空席を見つけたので、こっそり移動してそこに座る。

　ミサに来ている人の層はまちまちで、親子連れと思おぼしき人達もいれば、老夫婦や学園の生徒っぽいカップルもいる。

　聖歌が終わり、聖歌隊の子供達が壇上から降りる。

「これより、劇『賢者の贈り物』を上演いたします。ご観覧ください」

　司会進行役らしい若いシスター──高たか山やまケイトが柔らかな口ぶりで告げると、壇上の中央以外の照明がすべて消され、場内から拍手が起きる。俺おれと星せ奈なも拍手をする。

　シスターがオルガンでＢＧＭの演奏をはじめ、壇上にとことこと二人の少女──マリアと小鳩が登場した。

　マリアの衣装は男物のスーツに大きめのソフト帽で、髪を帽子の中に入れて短髪っぽくしている。

　小鳩はブラウスにロングスカートで、髪を下ろしている。

「小ばっ──むがぐっ!?」

　星奈が叫ぼうとしたので、予想していた俺はその口を手で塞いだ。さすがにこの厳おごそかな場で叫ばせるわけにはいかない。

「ここは百年前のアメリカ。おんぼろの安アパートに、貧しい夫婦が住んでおりました」

　どうやら劇のナレーションもケイトが担当らしい。

「夫の名はジム──」

　中央の照明が消され、代わりに右側が明るくなり、マリアが中央から右側に歩いていく。

「妻の名はデラ」

　今度は左側が明るくなり、小鳩が中央から左側へ移動する。

　小鳩の移動が終わると右側の照明が消え、マリアの姿が見えなくなる。

「ギャ、ギャー。お、お金が全然ないわ！」

　かなり緊張した様子で小鳩が台詞せりふを発する。ギャーて。

　映画では堂々とした演技をみせていた小鳩だが、こうして多くの人の前で生の芝居をするのは勝手が違うようだ。

「明日はクリスマスだというのに、デラの貯金はわずか１ドル80セントしかありません。毎日毎日、お店の人に嫌な顔をされながらも肉や野菜を値切ってへそくりを貯ためていたのですが、それでもそれだけしかありませんでした」

　ナレーションのあと左の照明が消え右側の照明がつき、再びマリアの姿が現れる。

「こまったなー！　お金がないのだ！　これじゃあデラへのクリスマスのプレゼントが買えないのだ！」

　スラスラと元気よくマリアが台詞せりふを言う。元気がよすぎて、あまり困っているようには見えない。そう思ったのは俺おれだけではないようで、客席からクスクスと笑いが漏れた。

「……ジムとデラは毎年、クリスマスにはお互いにプレゼントを贈り合っていました。しかし今年は不況の影響で生活が苦しく、貯金をする余裕がなかったのです──」

　小こ鳩ばととマリアの台詞の量は少なめで、主にケイトのナレーションによって話は進んでいった。

　舞台のセットもなくホールの内装はまったく普段のままで、オルガンの演奏と照明の切り替えによって場面の変化などを表現している。

　ジムとデラがそれぞれ、お互いへのプレゼントを買うため街へ出かける。

　ジムはデラの長くて美しい髪を梳すくための鼈べつ甲こうの櫛くしを買うために、祖父の代から受け継がれてきた金の懐中時計を質に入れてしまう。

　デラはジムが大事にしている金の懐中時計を吊つるすのにぴったりなプラチナの鎖を見つけ、それを買うために自分の美しい髪を切って売ってしまう。

　質屋やカツラ屋の店主といった主役二人以外の登場人物は、ケイトが声だけで演じた。

　家に戻ったジムは、短くなったデラの髪──小鳩は髪をブラウスの下に入れて、髪を切ったことを表現している──を見て驚く。

「ギャー！　なんじゃオマエその髪は！」

　だからギャーて。

「ちょっと切っただけじゃ！　それよりほれ！　ん！　クリスマスプレゼントじゃ！」

　デラというか小鳩がずいっとプラチナの鎖を差し出す。

「なんだこれ！」

「ククク、貴様の時計につけるがいい」

「おおー、ありがとうなのだ！」

「ふ、ふんっ、愚か者め。貴様のためではない……時計のために買ってやったのだ」

「そっかー。ワタシもオマエにプレゼントをくれてやるのだ！」

　ジムというかマリアも小こ鳩ばとに櫛くしを渡す。

「これは我が一万年の長きにわたり探し求めていた伝説の櫛！」

「オマエは髪だけは綺き麗れいだったからなー。しょうがないから買ってやったのだクソが！」

「ふ……ふんっ！　気持ちだけはありがたく思ってやろう！」

「ワタシもプレゼント無駄になっちゃったけど、オマエの気持ちだけは感謝してやってもいいのだ！」

「ククク……」

「あははは！」

「クククククク……」

「あはははははは！」

　ツンデレ幼女夫婦の笑声が響き、観衆からも笑い声が起きるなか、

「ジムとデラはお互い、相手のために自分の大切なものを手放してしまいました。しかし二人はお互いにかけがえのない素晴らしい贈り物をすることができたのです。世界中で贈り物をしている人たちの中で、この二人のような者こそが最も賢い人たちなのです──」

　ケイトのナレーションで劇が締めくくられ、大きな拍手がわき起こる。俺おれも素直に拍手を送る。

「二人とも可愛かわいかったわねえ」「小学四年生くらいかしら」と前の席のおばさん二人が拍手しながら話している。……一人は中学二年生です。

　せいぜい十分程度の短い劇だったが、いい話だったと思う。

　隣で見ていた星せ奈なは、小鳩とマリアが壇上から消えるとすぐに拍手をやめた。

　一方俺は、他の人全員が拍手をやめ最後の一人になるまで拍手を続けていた。

　相手のために自分の大切なものを犠牲にしたジムとデラ。

　クリスチャンでない俺には「賢い」という表現がピンとこなかったけれど──このときの俺には、二人の行為がとても崇高で美しいもののように思えたのだ。





　　






　劇が終わってすぐ、俺たちはこっそり礼拝堂を出て体育館へと向かった。

　生徒会主催のクリスマス会の開始時刻は六時。

　ミサの途中から来て途中で抜けることに申し訳ない気持ちはあったが、実は俺も正式にクリスマス会の運営スタッフの一人になっているのだ。夜よ空ぞらによっていつの間にか任命されていた。

「そういや、お前もクリスマス会来るんだな。てっきり小こ鳩ばとの劇だけ見て帰るのかと思ってた」

　星せ奈なにそう言うと、

「べつに行きたいわけじゃないんだけどね……あんたとか夜よ空ぞらが頑張ってるみたいだったから、一応どんなものか見ておこうかなって」

「そっか。じゃあ楽しんでいってくれ」

　開始時刻の十分ほど前に、体育館に到着した。

　入口の扉の横では葵あおいが受け付けをしている。学園の生徒のみのイベントなので、会場に入るには生徒手帳の提示が必要なのだ。

　オレンジのパーティードレスを着て、腕には運営スタッフであることを示す『ＳＴＡＦＦ』と書かれた黄色い腕章をつけている。

「あっ！　小こ鷹だかくん！　……と柏かしわ崎ざき星奈」

　星奈に気づき、葵が顔をしかめる。

　星奈のほうも先日のバスケでのことを思い出したのかムッとした表情になった。

「……一応、生徒手帳みせてください。小鷹くんはこれを」

「おう」

　葵に預かってもらっていたスタッフの腕章を受け取る俺おれ。

　星奈はいかにも高級そうなバッグの中を漁あさり、生徒手帳を取り出す。そのときにチラッとバッグの中身が見えて、リボンの付いた小さな包みが入っているのに気づいた。……小鳩へのクリスマスプレゼントとかだろうか？

「ほら」と星奈が葵に生徒手帳を見せる。

「……ドーゾタノシンデイッテクダサイ」

　ロボットみたいな口調で言う葵に小さく嘆たん息そくしつつ、俺たちは体育館の中に入った。

　館内には全部で十数本もの立派なクリスマスツリーがあちこちに立てられ、壁や窓にはリースや色紙の輪つなぎがところ狭しと飾られている。これらの製作や飾り付けは俺も手伝った。

　白いクロスの掛けられた長テーブルには、唐揚げ、パスタ、サンドイッチ、炒飯チヤーハン、パエリア、スープ、シチュー、カレー、エビチリ、麻婆マーボー豆腐、八宝菜、餃子ギヨウザ、春巻きなど大量の料理が並べられている。中華料理が多めなのは、日向ひなたさんが個人的にツテがあるという中華料理屋が協力しているからだ。その他、学園の料理部（部員数四十人以上を誇る、この学園でもトップレベルの有力クラブ）が朝からずっと料理を作り続け、唐揚げとカレー作りには俺も参加させてもらった。

　館内はすでに大勢の生徒でいっぱいで、パーティーの始まりを待っている。

　制服姿の人もちらほらいたがほとんどの生徒は着飾っており、学園内でこんな光景が広がっているのがなんとなく不思議な気分だった。

「お、おいあれ……」「星せ奈な様だ……！」「星奈様がいらっしゃったぞ……！」「な、なんとお美しい……」「ドレス姿の柏かしわ崎ざきさんを見られただけで来た甲か斐いあったな！」

　星奈が体育館に入るなり、男子生徒たちからざわめきが起きた。

「ごきげんよう」

　星奈が完璧にお嬢様な笑顔を作って挨拶すると、男たちは「うおおおおお！」と歓声を上げた。

「……相変わらず大人気だな」

「……こんな有象無象に大人気でも嬉うれしくないわよ」

　小声で星奈がぼやいた。

「せ、星奈様！　これを受け取ってください！　クリスマスプレゼントです！」

　男子生徒の一人が近寄ってきて星奈に小さな箱を渡してきた。

　それを皮切りに、

「ああお前！　抜け駆けはずるいぞ！」「星奈様、これもお受け取り下さい！」

　大勢の男子生徒が星奈に群がる。

　黒髪眼鏡モードでしかもスタッフの腕章をつけている俺おれは人よけにはならず、男子たちに押しのけられてしまう。

「そんなに慌てないの。ちゃんと受け取ってあげるから、順番に並んでね」

　やんわりと星奈が言い聞かせると、「はいっ！」と男子たちは指示通り列を作った。

　……しばらく星奈と話すのは無理そうなので、俺はその場を離れることにした。

　と、

「小こ鷹だか」

　声をかけられ振り向くと、夜よ空ぞらがいた。

　黒のジャケットにパンツという中性的な格かつ好こうで、腕にはスタッフの腕章。

「おう夜空。そろそろ始まるな」

「ああ」と夜空は会場を見渡して、どこか満足げに微笑ほほえんだ。日向ひなたさんに代わってクリスマス会のプログラム作りや予算編成などをこなしてきた夜空は、このパーティーの一番の功労者と言っても過言ではない。今日も朝からずっと忙しく働き回っていた。

「お疲れさん」

「まだ終わったわけではないぞ。気を抜くな」

「そりゃそうか。……俺おれ、なにか手伝えることあるか？」

「恐らく開始直後は生徒どもが料理に殺到する。ちゃんと列になるよう誘導してほしい」

　質問すると即座に答えが返ってきた。

「わかった。それじゃ、お前も頑張れよ」

　料理付近に待機しておくため歩き出す俺を、

「……小こ鷹だか」

　夜よ空ぞらに呼び止められ振り返る。




「私は、ちゃんとできているか？　『かっこいいやつ』を演じられているか？」




　ここ二週間の完璧超人ぶりがまるで幻だったかのような、凍える子猫を思わせる不安げな眼まな差ざしを向ける夜空に、俺は笑みを返す。

「ああ、バッチリだ。お前、ほんとに生徒会長とか向いてるんじゃないか？」

　本気で俺が言うと、夜空は少し頰ほおを赤らめ「からかうな」と不機嫌そうに言った。

「べつにからかってねえよ。完璧に生徒会長の役目をこなしてるだろ」

「……こんなのはただの芝居だ。誰だれかの真ま似ねをしているだけだ」

「芝居？　真似？」

「……漫画やドラマに出てきた頼れるヒーローやリーダーの真似……完璧な生徒会長キャラの真似……スポーツ漫画のかっこいい部長の真似……私のイメージの中にあった、本性を知る前の肉や姉さんの真似……。本当の私は今も、誰かに話しかけられるたびに足が震えて倒れそうになるんだ……」

　弱々しく自嘲気味に言う夜空に、

「……べつに真似でもいいだろ。理想の姿を演じ続けてるうちに、いつか本物になれるかもしれないし」

「……そうだといいな」

　俺の言葉に、夜空は微苦笑を浮かべた。





　　






　夜空と別れ、カレー近辺で待機していると「ばつん」とマイクの電源が入る音が響いた。

『ふはは！　待たせたな!!』

　サンタクロースのコスプレをした日向ひなたさんがステージの上に立ち、マイクを持って開会の挨拶を始めた。

　ステージのすぐ前には夜よ空ぞらの姿がある。

『れでーすあんど、げ……げんとれめん？　せっかくのクリスマスイヴだというのにわざわざ学校に集まってくるとはまったく悲しい奴やつらだな！　一緒にすごす恋人がいない非リア、ムル？　どものために、今夜は我々生徒会が盛大にもてなしてやろう！　吹奏楽部による演奏や軽音楽部によるライブ、奇術クラブのマジックショーなど催しも盛りだくさんだ！　みんな存分に楽しんでいくがよい！　料理もたっぷり用意してある。遠慮なく食らうがいい！　なお料理は我が校の料理部のほか、遠とお夜や駅前大通りにある大人気中華料理屋『美味天堂メイウエイテイントン』に協力をいただいているので折あれば食べに行くように。それではこれより、クリスマス会を開始する！　メリークリスマス!!』

「「「「「「「「「「「「メリークリスマス!!」」」」」」」」」」」」

　生徒たちから一斉に声が上がり、何人かの生徒がクラッカーを鳴らした。

　ちなみに日向さんの台詞せりふがところどころ怪しかったのは、あれは日向さん本人が考えた言葉ではなく、夜空が持つカンペをそのまま読み上げていたからだ。内容から察するに文章も夜空が考えたものだろう。リアムル……。

　日向さんが演説するときは毎回、生徒会の誰だれかがこっそりカンペを用意しているらしい。

　体育祭のときは葵あおいがカンペ担当で、当日は曇り空だったのに「雲一つない秋晴れで」などと言っていたのは、状況に合わせてアレンジすることもせず書かれた文章をそのまま読み上げたからだ。……日向さん、本当にバカだったんだなあ。

　なお日向さんは、開会の挨拶をしたあとすぐに夜空によって体育館の外へ連れ出されていった。パーティーの間もずっと生徒会室で勉強させられるらしい。サンタの格かつ好こうまでしたのに少し不ふ憫びんだった。

　他の生徒会メンバーは、葵は引き続き外で受け付け。朱あか音ねさんは軽音部や吹奏楽部などのステージの手配を担当し、火か輪りんは司会進行。

　夜空が予想したとおり、パーティーが始まるとすぐに料理めがけて生徒たちが群がってきた。

「順番に並んでくださーい。料理はたくさんありますからー」

　生徒たちの誘導をする俺おれ。

　特に問題もなく、スムーズに行列が作られる。

　金髪だったころは俺が立っているだけで近くに寄りついてもらえず、列を作るどころではなかったと思う。

　サンドイッチなどをつまみながら、俺おれは小一時間ほど料理番を続けた。

　吹奏楽部のコンサートが始まったこともあり最初ほど人が集中することはなくなったが、料理コーナーはまだまだ盛況だ。

　唐揚げが品切れになったので、調理実習室に作り置きしてある唐揚げを取りに行くことにした。

　俺の作った唐揚げの人気は、エビチリ、餃子ギヨウザ、春巻きに次いで四番手。上位三つはプロの中華料理屋の品なのでしょうがない。「この唐揚げ美お味いしかった」なんて声もちらほら聞こえてきたし、カレーのほうもかなり好評のようだ。何十人分も作ったのは初めてで、正直めちゃくちゃ大変だったけど、プロの料理人や料理部の品と一緒に並べられるとあっては妥協するわけにはいかなかった。苦労が報われてとても嬉うれしい。

　特別教室棟三階にある調理実習室から、大皿にこんもり盛りつけられた唐揚げを運ぶ。

　そのついでに、俺は二階の理り科か室へと足を運んだ。

　理科は、窓際の椅い子すに座ってぼーっと窓の外を眺めていた。窓は開いており、吹奏楽部の演奏が小さく聞こえてくる。

「クリスマス会、盛り上がってるみたいだね」

　俺に気づき、理科は柔らかく微笑ほほえんだ。

「ああ」と俺は頷うなずき、

「やっぱりお前も行かないか？　今日も手伝ってもらったし……せっかくそんな服着てるんだし」

　理科の服装は白を基調にしたパーティードレス。

　一時期はファッションに凝りまくっていた理科だが最近はラフな格かつ好こうが多くて、こういう華やかな格好の理科を見るのは今日が久しぶりだった。

　率直に言えば……とても綺き麗れいだと思う。

「んー……理科はここで気分だけ味わえればいいよ」




「お、お前と一緒に行きたいんだ」




　思わず口をついてそんな言葉が出た。

　理科は意表を突かれたように一瞬目を丸くして、

「……友達だから？」

「あ、ああ。……友達だからだ。友達と一緒にクリスマスパーティーをするってのに、ずっと憧れてたからさ」

「しょうがないなあ」

　俺おれの台詞せりふに小さく笑い、理り科かは椅い子すから立ち上がった。





　　






　理科と一緒に体育館に入り、料理コーナーに唐揚げを補充する。

　ちょうど吹奏楽部のステージが終わったので、再び料理コーナーは盛況となった。

「なんか食いたいものあるか？　取ってくるぞ」

　俺が言うと理科は首を振り、

「いいよ。自分で取りに行くから」

「大丈夫か？　人混み」

「苦手なのは変わらないけど、前みたいに気持ち悪くなることはなくなったかな」

　たしかに俺のイメチェンのため街に行ったときも平気そうだったし、理科は人混みを克服したのかもしれない。

「だったらでかい同人誌のお祭りとかも自分で行けるんじゃないか？」

「うーん……さすがにあのレベルだときついかな……人混みが苦手な人じゃなくてもつらいって聞くし。でもいつかは自分で行ってみたいから、まずは永なが夜や駅えきあたりで訓練しようと思ってる」

「そのときは遠慮なく声かけてくれ」

「もちろん一切遠慮なく気軽に誘うよ。友達だからね」

　そう言って理科は微笑ほほえみ、

「それじゃ、料理とってくるよ」

「おう。ちなみに唐揚げとシーフードカレーが俺の作ったやつ」

「へえ。小こ鷹だかのカレーは夏の合宿以来だね」

「あのときのより美う味まいから期待してくれ」

「ふふ、お手並み拝見といこうか」

　理科が料理の列に並ぶため俺から離れていく。

　と──。




「だから、知らないって言ってるでしょう？」




　荒げないよう抑えてはいるが不機嫌さを隠しきれていない、よく通る声が耳に響いた。

　声の主は──柏かしわ崎ざき星せ奈な。

　見れば俺おれから十数メートルほどのところで、星奈が四人の女子に詰め寄られていた。

「とぼけないでよ！」と女子の一人が叫ぶ。

「あなたの持ってるそれ！　砂すな川がわくんから貰もらってるの見たんだから！」

　星奈の持っていた大きな紙袋を指差す。

　紙袋の中には、男子生徒からのプレゼントが溢あふれそうなほどに詰め込まれていた。

「それ……ってどれよ」

　星奈が本気で訝いぶかしげな顔をする。

「ど、どれって……！」

「ごめんなさい。たくさんあって、どれを誰だれにもらったか覚えてないの」

「あんたねえ……！」

　口調だけは丁寧な星奈の言葉に、三人の女子生徒が怒りの形相を浮かべ、残りの一人は泣き出してしまった。

「うう……！　ひどいよ……！　砂川くん、なんでこんな人のこと……」

「アキコはずっと砂川くんのこと好きだったんだよ！」

「文化祭でもけっこういい感じで、それなのに！」

　どうやら彼女たちの一人（アキコ）が砂川くんとやらのことが好きだったのだが、その砂川くんは星奈のことを好きになってしまい、今日もこのクリスマス会で星奈にプレゼントを渡した。そのことを彼女たちは怒っているらしい。

「だからそんなことあたしに言われても……」

　心底うんざりした様子の星奈。

「噓うそよ！　あんたが色目使ったに決まってるわ！」

　星奈の鼻がひくひくと震える。

「……そんなことしてないわ。そもそもあたし、その砂川っていう人の顔も知らないし」

「ひどい！　砂川くんは優しくて、すごくいい人で……」

「だから知らないって……」

　星奈が相当苛いらついてるのが傍はた目めにもわかる。

「あっ、そうだ！　だったらこれ、あなたにあげるわ」

　名案を思いついたように、星奈は紙袋を差し出した。

「は？」と困惑する女子たちに、星奈は微笑ほほえむ。

「この中に砂川とかいう人のプレゼントがあるんでしょう？　だったらあげるわ。どれかわからないし、なんなら全部持っていっていいわよ」

　星せ奈なにはまったく悪気がなく、本気でこれが彼女たちをなだめるためのいい方法だと思っているのだろうが──、

「ふ……ふざけないでよッ!!」

　ばんっ！

　案の定、火に油を注ぐだけの結果となった。

　激げき昂こうした一人が、差し出された紙袋を勢いよく振り払った。紙袋だけでなく、星奈のバッグも一緒に地面に落ちる。

　紙袋に入っていたプレゼントが床にばらまかれ、バッグの中からもリボンの付いた小さな包みが飛び出した。

「あ！」

　星奈は慌てた声を上げ、プレゼントには目もくれず小さな包みだけを拾い、殺意のこもった眼で女子を睨にらみつける。

「な、なによ……どうせそれだって男子からもらったものなんでしょ！」

　怯ひるみながらも言い立てる女子たちに、ついに星奈の堪忍袋の緒が切れる音が聞こえた気がした。




「…………黙れゴミ虫」




「な……!?」

　絶句する女子たちに、星奈は地獄の底から響くような声を吐く。

「……ああもう頭きた……。いい加減我慢の限界だったのよ……。なんでこのあたしが……！　なんでこの完璧なあたしが……あんたたちごときゴミクズ風情にわざわざ気を遣ってやらなきゃいけないのよ!!」

「そ、そんなの……あなたが男子に色目……」

「だから知らないって言ってんでしょうがどんだけ頭悪いのよ低脳モブ女！　さっきからわけわかんないことギャーギャー喚わめいて不愉快にもほどがあるっての！　あたしの耳が穢けがれるからせめて人間様の言葉を覚えてから喋しやべりなさいよ！　脳のう味み噌その代わりにうんこ詰まってんじゃないの!?　人間に進化するまで四本足で生活すれば!?」

「ぁぅ……」「な……」「は……!?」「ひ……」

　怒ど濤とうのごとく罵声を浴びせられ、四人の女子は泣きそうな顔になる。

　最近はなりを潜めていたが、星奈の罵ば詈り雑ぞう言ごんは夜よ空ぞらに匹敵するほど凄すさまじい。よくこんなスラスラと酷ひどい言葉が出てくるものだと呆あきれると同時に感心してしまうほどだ。

「ずっと苛いら々いらしてたのよ……。なんであたしが合わせてあげなきゃいけないわけ？　なんでレベル高いほうが低いほうに合わせてあげなきゃいけないわけ!?　なんでこの天才が、凡人どもに合わせてあげなきゃいけないのよ普通逆でしょうが！　あたしが下がるんじゃなくて、あんたたちが上がってきてあたしに合わせなさいよ！　バスケのときだって、なんで強いほうが悪いみたいな感じになっちゃったわけ？　あたし今も全然納得してないんだけど。どう考えたって弱いほうが悪いんじゃない！　ザコが心折れようが知ったことじゃないわ！　……あーもう！　さっきからピーピー泣いてばっかいないでこっち見なさいよそこのクソモブ女！　あんたがあたしに男取られたとか逆恨みしたのが原因なんでしょうが！　……あたしが男子に色目使ってるって？　使うわけないでしょ使う必要あるわけないでしょそんなこともわかんないの!?　なんであたしが美しいことが悪いみたいに言われてんのよバカじゃないの！　あんたに魅力がないのが悪いんでしょうが不細工！　あたしに敵かなわないのはしょうがないけど、ふざけた逆恨みであたしの足を引っ張るな！　あたしの視界に入ってくるな！　人間未満のゴミ虫なら、邪魔にならないようにゴミ虫らしくみじめに地べたを這はい蹲つくばってろ！　あたしは慈悲深いから死ねとまでは言わないけど、クズはクズらしくせめてもっと申し訳なさそうに生きてなさいよ！」

　溜たまっていた鬱うつ憤ぷんを一気に吐き出すように捲まくし立てる星せ奈な。

　星奈がここまでの怒りを抱え込んでいたことに、俺おれは愕がく然ぜんとする。

　星奈に無理をさせてしまった元凶はまぎれもなく俺だ。

　人間は簡単には変われない──だから無理をするのは必要なこと──けれどその無理は、こうして最悪の形で爆発してしまった。

　悪いのは……俺、なのか？

　疲れたのか荒い息をついている星奈。

　四人の少女たちはアキコだけでなく他の三人も泣き顔になっている。

　……これが単に彼女たちとの口げんかということなら、星奈の勝ちでいいかもしれない。言い過ぎな感はあるが、しつこく言いがかりをつけてきたのは彼女たちのほうだし、自業自得ではある。

　だがここには、星奈と彼女たちの他にもたくさんの人間がいる。

　そしてその人間の大半は──この俺も含めて──星奈のような超人からしてみればザコとかモブとか凡人とかに分類されてしまう者たちなのだ。

　強くて正しくて美しくて──柏かしわ崎ざき星奈という存在は、一個の生物として完璧であるがゆえに、人と人の間に生きざるを得ない者たちにんげんの中では絶望的なほどに独りだ。

「ちょ、ちょっと、い、言い過ぎじゃない、かな……」

　言い争いを見ていた一人の女子生徒がおどおどした調子で言った。眼鏡をかけた気弱そうな女子で、なけなしの勇気を振り絞ったという感じだ。

　彼女の言葉を皮切りに、周りにいた生徒たちから口々に星せ奈なを非難する声が上がる。

「さすがに言い過ぎだよな……」「酷ひどすぎるわ……」「泣くまでやることないじゃない」「ていうか口悪すぎだろ……」「引くわー……」「柏かしわ崎ざきさんの本性ってあんななんだ……」「性格悪すぎ……」「オレらのことも見下してんだろ……？」「プレゼントあげてた奴やつらかわいそー……」「ていうか謝りなさいよね……」「マジムカツクわ……」

　女子だけでなく、男子生徒までもが星奈に悪感情を向ける。その中には、さっき星奈にプレゼントを渡すために列を作っていた男子の姿もあった。

　星奈の眼は憤怒に吊つり上あがり、表情はビキビキと不自然に痙けい攣れんし、ギリギリと歯は嚙がみし、もはや完全にブチキレているのが目に見えてわかった。

　今度は四人の少女ではなくこの場にいる全員に向けて、再び火山の噴火のような罵ば詈り雑ぞう言ごんが星奈の口から溢あふれ出だそうとした直前、




「──あの人、友達いないんじゃないの？」




　誰だれかが放った何気ない一言。

　恐らくは発した本人もなんとなく言っただけで、効果があるなんてまったく想像もしなかったであろうその言葉。

　しかしそれは──完璧超人柏崎星奈の、唯一にして最大の弱点だった。

　星奈の身体がびくんと震え、かあっと羞恥に顔が染まり、傍はた目めにもわかるほどの動揺が浮かぶ。

「え、あ、な、あ、う……」

　さっきは流れるように罵倒を発していた口は、ばくばくと動くだけで意味のある言葉が出てこない。

「え、えっ？　もしかして……図星!?」

　どっと笑いが──嘲ちよう笑しようが起きる。

「え、マジで友達いねえの？」「そりゃあんな性格ブスじゃなあ」「あたし柏崎さんと同じクラスなんだけど、体育のときいっつも先生とペア組んでるよ」「あはっ、それ悲しすぎじゃん！」「へっ、どっちがミジメなんだか」

　星奈は俯うつむき、拳こぶしを握りしめて震えている。

　これ以上は見てられない……！

「や──」

　めろ、と俺おれが声を上げて星せ奈なを助けに行こうとしたそのとき、




「笑うなあああああああああ──────ッ!!」




　体育館中に響き渡るような怒声を上げて、

「笑うなッ！　笑うなッ！　笑うなッ！　笑うなッ！　笑うなああああああ!!」

　人混みをかき分け、一人の少女が、星奈を庇かばうように彼女の前に立った。

　黒いジャケットを身に纏まとった、まるでお姫様を助けに現れた騎士のようなその少女の名前は──三み日か月づき夜よ空ぞら。

「え、み、三日月さん……？」「三日月さん」「三日月さん？」「なんで三日月さんが？」

　夜空の知名度は今や学校中の誰だれもが知っているほど高いらしい。

　戸惑いを浮かべる群衆に向けて、三日月夜空は叫ぶ。

　生徒会長代理としての立場などかなぐり捨てて、手にした人望など知ったことではないと言わんばかりに怒りを噴き出し、柏かしわ崎ざき星奈ただ一人のためだけに叫ぶ。




「どこまで醜しゆう悪あくなのだ貴様らはッ!!」




　その一言で、戸惑っていた群衆は、夜空が自分たちの味方ではないことを理解した。

「しゅ、醜悪って……」「なに言ってんだ……」「え、私たちが……？」「わ、悪いのはその人じゃない！」

　リーダーシップを発揮して騒ぎを止めるために出てきたのではなく──柏崎星奈ではなく、自分たちを責めるために現れた『敵』だと理解した。

「よ、夜空……？」

　戸惑い顔の星奈が目を見開いて夜空を見つめる。

　夜空はちらりと星奈を一いち瞥べつし、

「……たしかにこいつは馬ば鹿かだ。力任せに暴れ回るしか能がなく、ナルシストでワガママで自分勝手で空気も読めず、煌すめらぎに本気で嫌われていることにも気づかないスーパー馬鹿だ。自分のことを完璧超人などとたわけたことをぬかしているが、完璧どころか骨の髄まで穴だらけの抜け作レンコン女……もはや人の形をしたうんこと言っても過言ではない……」

「あ、あんたねえ……！」

　星せ奈なが文句を言おうとしたのを遮り、

「だがッ！」

　夜よ空ぞらは鋭く叫ぶ。

「こいつが石を投げられても仕方ないようなどうしようもない大おお馬ば鹿かであることと、実際に寄ってたかって石を投げつけている貴様らの醜しゆう悪あくさはまったく別の話だ！　自分のみじめさを振りかざす恥知らずな豚ども！　わかりやすい正義に群がる浅ましいイナゴども！　勘違いするな！　貴様らは正義なんかじゃない！　思想も信念もなく、ただ憂さ晴らしのために他人を攻撃する貴様らに、正義など微み塵じんもあるものか！」

　星奈の罵ば詈り雑ぞう言ごんよりも鋭利な、あまりにも苛か烈れつな言葉に、今や群衆の怒りの矛ほこ先さきは完全に星奈から夜空へと移っていた。

　どうして夜空がここまで怒っているのだろう。

　どうして夜空が星奈のためにここまでするのだろう。

　そう疑問に思った俺おれの脳裏に、夜空と初めて会ったときのことが鮮烈に蘇よみがえる。

　大勢のクラスメートに囲まれ、一方的にいじめられていた俺。

　そんな俺を、ヒーローのように助けてくれたソラ。

　そして夜空が助けたのは、あのときの俺だけじゃなかった。

　小こ鳩ばとを助けたり日向ひなたさんを助けたり──損な選択だとわかっていながら、両親が離婚したとき母親のほうについて行ったり。

　本質的な部分で夜空は、目の前で弱っている誰だれかに手を差し伸べずにはいられない、ヒーロー気き質しつなのだろう。

　見ず知らずの少年タカですら助けてくれた。

　本人には特に興味もなかったであろう俺の妹小鳩を助けてくれた。

　疎遠だった姉日向さんにさえ手を差し伸べた。

　そんな三み日か月づき夜空が、彼女の中で最も大きな存在の窮地に──好きな男羽瀬川小鷹なんかよりもはるかに大事な──『友達柏崎星奈』の窮地に、飛び出さないわけがなかったのだ。

「理解できないものを憎悪し、変わろうとする努力さえ悪意をもってとらえることしかできない凡ぼん愚ぐども！　被害者面するだけで自分を高める努力もせず、誰かの足を引っ張ることしかできない蛆うじ虫むしどもが！　貴様らごときが柏かしわ崎ざき星奈を泣かせるな！」

　あのとき正義の味方になりきっていたいじめっ子たちに受けた、ライダー飛び膝ひざ蹴げりやアソパンチの痛みが、まざまざと蘇る。

　とかくこの世界は、間違っているとされた者に厳しい。間違っているものを攻撃することが善しとされている。

　けれど夜よ空ぞらは、叩たたいていいとされた者を、悪であると世間で認められた者を、一緒になって叩くことを善しとしない。

　それは正義ではない。悪は攻撃して滅ぼすのが正義なのだから。

　だからきっと──この場でみんなに悪であるとみなされた柏かしわ崎ざき星せ奈なを助けることは、正しくなんてない。

　正義の味方などではなく。

　三み日か月づき夜空は、生きにくい者の味方なのだろう。

「……いつもいつも逃げてばかりで、勝手に幸せが転がり込んでくるとでも思っているのか……！」

　夜空の声のトーンが落ち、まるで独白のようになる。

「他人を僻ひがんで現実を恨んでばかりで、自分からは何もしようとしない……」

　それはかつて、理り科かが夜空に向けて言った言葉だ。

　夜空の台詞せりふは自虐でもあり、群衆への攻撃でもあり、そして、自分自身を含めた世界全てへの弾劾だった。

「命がけで人助けをした勇気ある青年のニュースに胸を震わせ、余命幾ばくもない少女の手紙に涙を流したその脳と心臓で、今度は他人を憎悪する！　物語の主人公に自分を重ね、強く正しく美しく在りたいと願いながら、その手で他人を傷つける！　愛や友情の素晴らしさを語ったその口で、他者を蔑さげすみ自分を偽いつわる……！　考えない想像しない成長しない、救いがたいほど愚かしい醜しゆう悪あくな獣──それが私たちだ！」

　涙を滂ぼう沱だと流しながら、夜空は拳こぶしを握りしめ、震える声で叫ぶ。




「ヒーローや魔法少女に憧れ、正義であることを望み、悪を憎み、愛や友情を美徳としながら！　どうして貴様らは……どうして私たちは、人に優しくなれないんだ!!」




　それはきっと、この場にいるほとんどの人間が、年を重ねるにつれていつの間にか、なんとなく自分の中で折り合いをつけてしまっているような──幼い問いかけだった。

　自分は自分。他人は他人。自分は普通の人間だから。画面の向こうにいるのは特別な変わり者。物語を真に受けてどうする。フィクションと現実の区別くらいつけろ──。

　しかしそんな稚拙ながら切実な命題を、十六年以上生きてきてなお真剣に問い続ける夜空のことを──現実に妥協してしまった者達のいったい誰だれが嗤わらえるというのだろう。

　血を吐くような夜空の叫びのあと、一瞬の静寂がおとずれ──

「なにわけわかんねえこと言ってやがる……！」

　一人の男子生徒がずいっと前に進み出た。その形相は怒りに満ち、今にも殴りかかりそうな勢いだ。彼に続いて男女関係なく複数の生徒が夜よ空ぞらたちに詰め寄る。

　正直、このまま乱闘に発展してもまったくおかしくない。夜空と星せ奈なが女であることなど、この場では関係ない。この場にいるほとんどの人間にとって──夜空と星奈は人間である前に『悪』であり倒すべき『敵』なのだから。

　今度こそ、俺おれは二人を助けるために足を踏み出そうとして──その俺の服の裾を、誰だれかが後ろから摑つかんで止めた。俺は振り返らない。

「……本当にいいの？」

　理り科かが俺だけに聞こえる声で問いかけた。

「わかってると思うけど……黒髪と眼鏡なんてのは、あくまでただの『決め手』だよ」

　不良だという誤解を解くために、俺はずっと地道に努力してきた。

　授業は真面目まじめに受け、図書館で勉強や読書をしてアピールをしたり。もちろん暴力なんて学校で一度も振るったことはない。

　不良というのが本当に誤解だったからこそ、黒髪眼鏡になった俺を、学園のみんなは「見た目がアレだっただけで、本当に不良じゃなかったんだ」と受け入れてくれたのだ。

　黒髪眼鏡になってからの一週間どころじゃない──この学園に来てからの地道な努力の全てを台無しにしてもいいのか、と理科は訊たずねているのだ。

　正直、せっかく手に入れた、あれほど欲しがっていた立場を手放すことに惜しい気持ちはある。平穏を知ってしまったからこそ、また嫌われ者に戻るのは怖い。嫌だ。つらい。

　だから俺は、そんな自分の迷いを断ち切るために、魔法を使う。

　封印していたあの言葉を、今こそ再び解き放つ。

　理科のほうを振り返り、世にも情けない今にも泣き出しそうな精一杯の強がりの笑顔で、







「え？　なんだって？」







　──それは力ずくで物語の流れをねじ曲げるための矛ほこ。

　──かくあれかしと正しさを強しいる世界に抗あらがうための盾。

　小説や漫画の俺ＴＵＥＥＥ系主人公のように強くも優しくもない矮わい小しような俺が、なんだってできるようになるための魔法の呪じゆ文もんだ。

　理り科かは小さく笑って摑つかんでいた手を放し、トンと優しく俺おれの背中を押した。

　背中を押してくれる友達がいる。理科が後ろから見ていてくれる。それだけで世界中を敵に回しても怖くないとさえ思える。だから俺は、

「ぉるぅあああああああああああああああああ!!」

　腹の底から、自分の出しうる限りの低く怖い声で雄お叫たけびを上げる。

　ギョッとした顔で群衆が俺のほうを振り返る。

「ひょえっ!?」「は、羽は瀬せ川がわくん!?」「どうしたんだ羽瀬川!?」「羽瀬川!?」

　この一週間で俺を恐れなくなった生徒たちが、口々に俺の名前を呼ぶ。

　俺は伊だ達て眼鏡を外して床に捨て、さらにカツラをとって勢いよく上に放り投げた。

　さよなら黒髪眼鏡の優等生。

　今から俺は、ヤンキー羽瀬川小こ鷹だかになる。

「は、羽瀬川が変身した!?」「いきなり金髪？になった！」「スーパーヤサイ人か！」「違う、本性を現したんだ！」「私たちを騙だましてたのね！」「不良って噂うわさは本当だったのか！」

　びびりまくった生徒たちが蜘く蛛もの子を散らすように俺の前から逃げていく。

「「小鷹!?」」

　夜よ空ぞらと星せ奈なが同時に叫ぶ。

　俺は二人のいる場所へ向かって、ぱっかりと割れた人垣の間を駆け抜ける。

「俺様のオンナに手を出そうたあああァァッ!!　いい度胸だなああああァァァァ────ッ!!」

　とんでもないことを叫びながら、俺は今にも夜空に摑みかかろうとしていた男子生徒の頰ほおを全力でぶん殴った。

「ひぎゃっ!?」

　殴られて吹っ飛ぶ男子生徒。他人を殴ったのは初めてではないが久しぶりだった。何度味わっても好きになれそうにない厭いやな感覚だ。

　だが今はこうするしかない。生徒たちの心から星奈と夜空がやらかした凄すさまじい暴言毒舌のインパクトを打ち消すには、それにも勝る強烈な衝撃で上書きする──具体的にはヤンキー羽瀬川大暴れという地獄絵図を盛大にぶちまけるしかない。そうしなければ夜空と星奈が学校中の嫌われ者になってしまう。

　羽瀬川小鷹が手の付けられない不良であるという評判は、この瞬間をもって誤解ではなく紛まぎれもない事実となる。

　取り返しなんてつかない、つくはずもない。それでもかまわない！

　何百人に嫌われようとも、数少ない大切な人たちを守れればそれでいい！

「レイプ祭りじゃあああ!!　学園の雌ども全員、この羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか様が肉奴隷にしたるわあああ!!　文句がある奴やつはかかってこいやああああああ!!」

　先制パンチが綺き麗れいに決まりすぎたせいで怯おびえて固まってしまった男子たちを煽あおるため、ヤケクソでさらにろくでもないことを吠ほえる。

「キャー！」「いやー！」「ふ、ふざけんじゃねえぞ！」「夕子ちゃん下がって！」「山崎さんは僕が守る！」「アツシくん……！　きゅんっ♥」「くたばれ羽瀬川ー！」

　複数の男子生徒が、敵意を剝むき出だしにして一斉に俺おれに襲いかかってくる。

　悪いな……お前たち一人一人が決してモブキャラなんかじゃなくて、それぞれに名前があって人格があって生い立ちがあって、友達がいたり人間関係に悩んだり恋愛したり夢を追いかけたりといったそれぞれの物語の主人公なんだろうけど──今だけは、俺の物語のモブキャラになってくれ。

　獣のように吠え猛たけりながら俺は一切の躊躇ためらいを捨てて暴力をまき散らす。加減なんて考えている余裕はない。俺の喧けん嘩かの基本はとりあえずハッタリでびびらせて短期決戦というものだが、今回はそんなことは無視してとにかく全力で派手に暴れる。数が決まっている不良グループ相手と違って、この場にいるほとんど全員が敵だ。短時間で決着をつけるなんてことはどのみち不可能。とはいえ所詮は平和なミッションスクールに通うお坊ちゃんどもだ。幼い頃ころから理不尽な暴力に晒さらされてきた俺の敵じゃない！

「ケツの穴掘ったろかてめえらあああああああ!!」

　殴られたり蹴られたり引っかかれたりしながらも数人の男子を殴り飛ばし蹴り倒し続けていると、俺の前に小柄な男子が立ちはだかった。

「残念だよ羽瀬川くん……これが運命か……。君は──僕が止める！」

　やたらかっこいい台詞せりふを吐きながら彼は向かってくる。ええとこいつ誰だれだっけ──

「──あ」

　一緒にバスケの得点係をやった柔道部の松まつ山やまくんだ。思い出した瞬間には、綺麗な背負い投げを決められて、背中に強烈な衝撃を受け仰あお向むけに倒れていた──。





Ｂｅ　Ｍｙ　Ｆｒｉｅｎｄあたしと友達になりなさい







　正式な処分は後日ということで職員室から解放された。

　先生の見込みでは、処分は恐らく反省文および冬休み後に一週間前後の停学、そしてスキー研修への参加禁止といったところらしい。ついでに冬休み中の登校も禁止。

　松まつ山やまくんに投げられたそのあと、複数の男子に取り押さえられ身動きできず、そのまま集団にフルボッコにされそうになった直前、駆けつけてきた日向ひなたさんによってその場は収められ、保健室で傷の手当てを受けたあと当直の教師に職員室で叱られた。

　最初に殴ったのは間違いなく俺おれで、レイプとか肉奴隷にしてやるとか頭おかしいことを叫んでいたという生徒たちからの証言もバッチリで、全面的に俺が悪いことになっている。

　幸い、あの乱闘騒ぎで大きな怪け我がをした生徒はいないらしい。むしろ俺が一番傷だらけだとか。まあ一人対多数だったしこれは当然か。

　なぜあんなことをしたのかという追及には一貫して「むしゃくしゃしてたから」で通した。夜よ空ぞらと星せ奈なのことは特に伝わっていないようだった。

　なお、日向さんが生徒たちをまとめ、クリスマス会は今も続いているらしい。頑張って準備してきたイベントなので、台無しにならなくて本当によかったと心から思う。





　　






　説教後にある用紙をもらったあと職員室を出た俺は、隣りん人じん部ぶの部室へと向かった。

　先生には寄り道せずにすぐ帰宅するよう命じられたのだが、ちょっと用事を済ませるために立ち寄るくらいは見逃してほしい。

　ミサは既に終わり生徒たちはみんなクリスマス会で、周りに誰だれもいない真っ暗な構内を一人歩いて行く。体育館のほうからは賑にぎやかな音楽や声が微かすかに聞こえてくる。

　礼拝堂の裏口から入り、談話室４へ。

　部室の中からは明かりが漏れていた。

　そっと中を窺うかがうと、部屋には三み日か月づき夜空と柏かしわ崎ざき星奈の姿があった。

「……ところで夜空。これあげる」

　そう言って星奈は夜空に、リボンの付いた包みを差し出した。

　クリスマス会で女子生徒に床に落とされて、星奈が激怒するきっかけになったアレだ。

　小こ鳩ばとじゃなくて夜空へのプレゼントだったのか……これは意外だった。

　夜よ空ぞらも訝いぶかしげな顔をして、

「……貴様から物を貰もらう理由がないのだが。サンタクロースにでもなったつもりか」

「違うわよ！」

　星せ奈なは少し顔を赤らめて、

「……クリスマスプレゼントじゃなくて誕生日プレゼントよ。あんた今日誕生日でしょ」

「……！」

　夜空が驚きに目を見開く。俺おれも驚いた。そんなこと全然知らなかった。

「なぜ貴様が私の誕生日を知っている」

「あたしは理事長の娘よ。誕生日なんて、知ろうと思えばすぐわかるっての」

「……そうか」と少しばつが悪そうに夜空は小声で言い、少し頰ほおを赤くして、

「……た、誕生日プレゼントということなら受け取ってやってもいい」

「なんでそんな偉そうなのよ……」

　夜空が星奈から包みを受け取る。

「……多分大丈夫だと思うけど、落としちゃったから割れてたらごめんね」

「……ならここで開けるぞ」

　夜空が丁寧に包みを開ける。

　中に入っていたのは、三み日か月づきの形をした髪留めだった。

「……ど、どう？」

「……まあ、悪くはないな」

　頰を赤らめたまま夜空はぶすっとして言い、続けて小声でボソリと、

「……ありがとう」

「えへへ」と星奈ははにかみ、「せっかくだからつけてあげよっか？」

「……せっかくだからつけさせてやってもいい」

「だからなんで偉そうなのよ」

　文句を言いながら、星奈が夜空から髪留めを受け取り、それを夜空の髪につける。

　遠目から見ても、その髪留めは夜空によく似合った。

「ん、なかなか似合ってるわ。さすがあたし」

　星奈は満足げに微笑ほほえみ、夜空は「そ、そうか」と照れる。

「……あたし実は昔から、クリスマスが誕生日の人って羨ましかったのよね」

「おかしな奴やつだな。誕生日とクリスマスをまとめて祝われて、プレゼントも一つしか貰えないというのが、クリスマスが誕生日の人間にとって定番のあるあるネタなのだが」

「それはたしかに嫌かもね……。でもさ……こういう特別な日が誕生日なのって、なんかかっこいいじゃない。特別な存在って感じで」

「ふ……っ」と夜よ空ぞらは噴き出し、それから遠い目をして話し始めた。

「私も昔そう思っていたことがあった。キリストと同じ日に生まれた私は、なにか特別な運命を背負って生まれてきたに違いない、とか痛々しいことをな。だがクリスマスというのは、実際はキリストの生まれた日ではないのだ」

「あー、それは知ってるわ。キリストの誕生を『記念する日』ってだけで、別に誕生日ってわけじゃないのよね。元は他の宗教の祝日だったのを布教のために利用したとか色々説はあるけど、とりあえず誕生日じゃないってことだけは確かよ」

「……そうだ」

　ちょっと悔しそうに夜空は頷うなずき、

「てっきりクリスマスがキリストの誕生日だとばかり思い込んでいた私がそれを知ったのは、小学一年生の頃ころだった。そのとき私は、自分が何かに選ばれた特別な人間などではないと思い知らされた気がした……」

「あははっ、ばーかばーか」

　今のは割と夜空の根源に関かかわるシリアスな話のような気がしたが、星せ奈なはそれを容赦なく小こ馬ば鹿かにして笑い飛ばした。

「くっ……やっぱりお前なんかに真面目まじめな話をするんじゃなかった……！」

　夜空はふてくされたように呻うめく。

　そんな夜空に星奈は不意に真剣な顔になり、

「心配しなくてもあんたは特別よ。……あたしが特別な存在にしてあげる」

「なに？」

　訝いぶかしげな顔をする夜空に、

「……ねえ夜空」

「……なんだ」

　星奈は深呼吸して、一世一代の告白をするかのような緊張した様子で告げた。




「あんた、あたしと友達になりなさいよ」




　対する夜空は、すっとぼけた顔で、

「え、なんだって？」

　俺おれはその場でずっこけそうになった。物音を立てなかった自分を褒めてやりたい。

「ちょ、ちょっと！　小こ鷹だかみたいなこと言わないでよ！」

　顔を真っ赤にして抗議する星せ奈なに、

「なにを頓とん珍ちん漢かんなことを言っているのだ肉」

　夜よ空ぞらは気負いのない柔らかな笑みを浮かべる。




「だって私たちはもう……友達だろう」




　それはかつて屋上で俺おれと理り科かがケンカした後のやりとりのようだった。ようだというか、まんまパクリだった。そういえばあのとき、夜空に見られてたんだっけか……。

　パクリでも模も倣ほうでも猿さる真ま似ねでもいいじゃないかと、俺は思った。

　それが三み日か月づき夜空なんだから。

　正義のヒーローの真似、魔法少女の真似、男の真似、柏かしわ崎ざき星奈の真似、日ひ高だか日向ひなたの真似、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかの真似、志し熊ぐま理科の真似──。

　かっこいい自分になるための芝居を重ね、理想へと近づくために足あ搔がき続ける三日月夜空の姿は、とても滑こつ稽けいでかっこ悪くて残念で、だからこそ誰だれよりもかっこいい。

　屈託のない笑みを浮かべる夜空と星奈。

　初めて会ったときから罵ののしり合あい、ことあるごとに衝突して、傍はた目めからは『喧けん嘩かするほど仲が良い』を地で行っていた二人が、ついにお互いを友達と認め合った。こんなに嬉うれしいことはない。聖なる夜に相応ふさわしい奇跡のような光景に、胸が満たされる。

「…………」

　二人に気づかれないように、俺はそっとドアを閉めた。

　あの美しい光景に水を差すのは気が引ける。

　仕方ない……こいつを提出するのは来年……停学が明けてからにしよう。




　退部届を握りしめて、俺はそっと部室を離れた。





ＦＡＮＴＡＳＩＳＴＡ







　礼拝堂の出入口近くで、幸ゆき村むらとばったり出くわした。

「お帰りですか、あにき」

「あ、ああ……」

　幸村は朱あか音ねさんたちと一緒にステージ裏を担当していたので、パーティーが始まってから顔を合わせるのは初めてだ。

　パーティーの準備をしているときの幸村の格かつ好こうは学校指定のジャージだったのだが、今着ているのはピンクのパーティードレスで、薄い化粧をして唇には口紅をつけており、普段よりずっと大人っぽく見えてドキッとした。

「き、着替えたんだな幸村。つーか、お前もそういうドレス持ってたんだな」

　ともすればジロジロとガン見してしまうのを誤ご魔ま化かして俺おれが言うと、

「先日ゆさゆさと一緒に買いに行きました。くりすますは女じよ子しにとって勝負の日ですゆえ」

「そ、そうなのか」

　なんの勝負だよ、というツッコミはおいといて、

「……ええと……似合ってるぞ。……すごく。マジで」

「ありがとうございます、あにき」

　そう言ってやんわりと微笑ほほえむ幸村は、まさに可憐な美少女という言葉が相応ふさわしい。

　しかし同時に、自分のことを躊ちゆう躇ちよなく「女子」だと言い、真の漢おとこになると言っていたことなど完全に忘れたかのように一直線に「女子力アップ」に邁まい進しんする幸村は──おかしな言い方だが、とても潔くて……すごく漢らしいと思ってしまった。まるで大おお坂さか夏の陣で徳川本陣に突進する真さな田だ幸ゆき村むらのように。

「あにきも先ほどはかっこよかったです」

　どうやら幸村もあの場を見ていたらしい。改めて思い出すと顔が熱くなる。

「……我ながら無む茶ちやしたよ。あちこち傷だらけで無様だろ？」

「傷は男の勲章ですゆえ。黒髪のあにきもきゅんきゅんしましたが、やはりあにきは今のいかにもやんきーなお姿のほうがいいです」

　本当にこいつは、どんな時もブレずに俺を肯こう定ていしてくれるよな……。つい甘えたくなる。

　と、幸村はめざとく俺が手に持っていた一枚の紙に気づいた。

「あにき、それはなんでしょう？」

「ああこれか…………これは……退部届だ」

　躊躇ためらいながらも、俺おれは正直に答えた。

　……ずっと考えていたことがある。

　隣りん人じん部ぶという空間にとって、羽は瀬せ川がわ小こ鷹だかという『男』の存在こそがボトルネック──隣人部に不協和音をもたらしている元凶なのではないかと。

　さらに厄介なのは、俺という存在はボトルネックであると同時に、部員たちを繫つなぎ止とめている扇の要かなめでもあったということだ。

　部の創設者である夜よ空ぞらをはじめ、星せ奈な以外は全員、俺が原因となって隣人部のメンバーとなった。かつて俺が隣人部から逃げ出したとき、変わらず部活に来ていたのは星奈と幸ゆき村むらだけだった。

　はぐれ者たちがありのままでいられる楽園のような空間──俺が理想とするそんな隣人部にとって最も邪魔なのは、他でもないこの俺だ。

　けれど同時に、俺が隣人部を抜けることはそのまま隣人部の崩壊を意味していた。

　──これまでは、そうだった。

　体育館で星奈を庇かばう夜空の姿を見て俺は、もう大丈夫だと確信した。隣人部の要は俺ではなく、三み日か月づき夜空になった。

　小こ鳩ばととマリアは二人とも夜空に懐いてる。幸村も夜空を見直したようだし、理り科かは元々夜空のことが好きで、今の夜空なら理科とも良い関係を築けるだろう。

　あとは俺がいなくなればいい。俺がいなくなることで、隣人部俺の理想は完成する。

「隣人部をおやめになるのですか？」

　さして動揺した様子もなく淡々と訊たずねてくる幸村に「……ああ」と頷うなずき、

「……さっき星奈と夜空がお互いを友達って認め合ったんだ。あとは俺がいなくなれば隣人部に余計な揉もめ事ごとはなくなる」

「……余計な揉め事、とはなんでしょうか」

　しっかりと俺の目を正面から見て幸村は訊ねてきた。

「なにってそりゃ……あれだよ……男と女の……色恋沙ざ汰た的な…………恋愛だ」

「あにきは恋愛が余計なことだと仰おつしやるのですね」

「……ああ。隣人部は友達作りをする部活だ。女子ばっかのあの空間に、男がいるのは間違ってたんだ。恋愛なんて……友情の邪魔だ」

　俺は苦い表情を浮かべて言った。この二週間の夜空の大活躍を見れば明らかなように、恋愛さえ絡まなければ夜空は有能で面倒見がよくて友達思いの最高の部長なのだ。

「あにきは……友情が恋愛よりも崇高なものだとお考えなのですね」

「ああ！」

　どこか冷ややかな声で問う幸ゆき村むらに、俺おれは力強く断言する。

「友達ができてわかったんだけどな、友情ってのはマジですげえんだ。友達と一緒にメシ食ってるだけで死ぬほど幸せで、一緒に街をぶらつくだけでもめちゃくちゃ楽しい。ずっと話してても飽きないし、何も話してなくても飽きない。ずっと一緒にいたいと思う。友達がいるだけでなんでもできるような気がする。勇気が無限に湧わいてくる。こいつがいるだけで世界中を敵に回したってかまわないと思える！」

「その『友達』というのは、理り科かどののことですか？」

「ああ！」

　がごんっ！

「ごぎゃぶっ!?」

　力強く頷うなずいた俺の顎あごの下から、幸村がいきなり頭突きをかましてきた。超痛い。

「な、なにするんだ幸村！」

　涙目で訊たずねる俺に、幸村は無表情のまま淡々と言う。

「うつけもの」

「はあ!?　な、なにがだよ……？」

「あにきが理科どのに抱いている想おもいは、友情などではありません」

「は……？」

　意味がわからず眉まゆをひそめる俺に──




「それは恋です」




　…………。

「………………え…………なんだって……？」

　呆ぼう然ぜんと、例のフレーズが無意識に口をついて出た。

「それは恋です」

　幸村はもう一度、誤ご魔ま化かすことなど許さないとでもいうように繰り返した。

「……わたくしも、あにきと同じですゆえ」

　そう付け加え、ほのかに頰ほおを染める幸村。

　動揺している。動どう悸きが収まらない。

　けれど俺の頭は不思議とクリアで、これまで理科と会話しているときに何度か覚えた違和感が、幸村の言葉によって綺き麗れいさっぱり消え去ったのを感じていた。

　そうか……俺は理科のことが好きだったのか。

　と同時に、理り科かの言葉が頭の中に蘇よみがえる。




　──僕たち、ずっと友達でいようね




　俺おれはあのとき、なぜ理科がそんな言うまでもないことを言ったのか不思議だった。

　これがその答え──あれは、言うまでもないことなんかじゃなかったのだ。

　理科は気づいていたのかもしれない……いや、気づいていたのだろう。

　俺が理科に向ける感情が、友情だけではないということを。

　だから理科はことあるごとに、俺たちが『友達』だということを強調したのだ。

　そして理科のその言動が意味するのは──、




「……俺……失恋してたのか……」




　身体から一気に力が抜け、よろめいた俺は壁にもたれかかった。

『友達でいよう』なんて告白を断るときの常じよう套とう句くだが、そんな一般的な感覚とは違って、理科にとっての『友達』はものすごく大きなものだということはわかっているので、別に落ち込む必要なんてないのかもしれない。

　だが現実に、俺の恋心は理科に拒絶され、俺はその事実に頭をガツンと殴られたようなショックを受けているのだ。

「はは……やっべーなこれ……」

　筋肉の震えに任せた空虚な笑みが浮かぶ。

　理科と屋上でケンカをしたあとのことを思い浮かべる。

　今後の相談をして、星せ奈なのことをどう思っているのか聞かれ「好きだ」と答え、そのあとさらに幸ゆき村むらのことを好きかもしれないとも告白し、夜よ空ぞらのことは「重い」と言った、あのときの会話。




　──星奈先輩以外の人のことはどう思ってるんですか？　要するに幸村くんと夜空先輩のことですけど




　理科のこの問いの中にある致命的な穴に、迂う闊かつにもあのときの俺は気づかなかった。

　星奈先輩以外の人──幸村と夜空のほかに、あと一人、最も重要な奴やつが目の前にいたというのに。

　理り科かと俺おれは友達であり、その間にあるのは『友情』である。

　少なくともあのとき、理科は俺のことをそう思っていたと思う。

　けれど──『俺が理科のことをどう思っているのか』ということを、俺は一度も明確に言葉にしてはいなかったのだった。

　……真性の大おお馬ば鹿かか俺は。

　見た目が好みストライクで、一緒にいると楽しくて会話も弾んで、努力家で仲間思いで、人一倍繊細で恥ずかしがり屋で、友達がヘタレそうになったら自分が嫌われることさえ覚悟の上でぶん殴ってくれる勇気があって──そんな奴やつに、そんな最高の女の子に、自分が惚ほれないでいられると本気で思っていたのか。恋愛感情をまったく抱かずに付き合えると本気で思っていたのか。




　──しかし先輩。オスとメスの間に普通の友情など成立しないかと




　理科が隣りん人じん部ぶに入部したばかりの頃ころに夜よ空ぞらに言った、本人もそこまで重大だとは思っていなかったであろう言葉。

　あの言葉が今さら、巨大な隕いん石せきのように俺の心に重くのしかかってくる。

　心臓が鎖で締めつけられているような息苦しさ。

　こりゃあ……痛いな。すごく痛い。




　──俺も我慢するから、お前も我慢してください!!




　よくもまあ、星せ奈なに向けてあんな残酷な言葉を吐けたものだ。

　我慢しなければならない痛みがどんなものなのかも知らなかったくせに。

　こんな痛みを自分だけでなく他人にまで強しいる道を、俺は選んでしまったのか。

　自分の罪深さに愕がく然ぜんとする。




「思い知りましたか、あにき」




　力なくうなだれる俺に、幸ゆき村むらは淡々と──断罪するように尋ねてきた。

「ああ……思い知った」

　主人公気取りだった自分の対人経験値の低さに呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　俺はあまりにも知らなさすぎた。

　こんな俺おれが教師を目指し、誰だれかを救ったり導いたりしたいと思っているなんて、滑こつ稽けいですらあった。

「先ほど、わたくしもあにきと同じと申し上げました。ずっとずっと同じ気持ちでした」

　……俺と同じ気持ち？　理り科かに対する俺の気持ちと同じものを、ずっと──

「幸ゆき村むら、それって、」

　言葉の意味を確認しようした俺を、

　ドンッ！

　幸村は俺の逃げ場を塞ぐように両手を壁につき、そのまま俺に唇を重ねてきた。

　チュッ、とかそんな可愛かわいらしい擬音が似合う感じのキスではなく、たぶん擬音で表すなら『ズキュゥゥゥン！』みたいな、漢おとこ気ぎ溢あふれる豪快なチュウである。

　ちなみにもちろん、恋がどんなものかさえわかっていなかった俺にとって、これは初めてのキスだった。

　思考が停止する。何も考えられない。ただ、唇を這はう温かく柔らかな感触がすごく気持ちいいと思った。初めて味わう快感に溺おぼれそうになる。

　時間にして10秒ほど、俺の唇は幸村になすがまま蹂じゆう躙りんされていた。

　唇が離れたあとも、俺は酒に酔ったようにぼーっと立ち尽くしている。

　一方幸村は頰ほおを赤に染め、艶つやっぽい吐息を漏らし、潤んだ瞳で俺を真まっ直すぐに見据え、




「好きです。わたくしと付き合ってください」




　他の隣りん人じん部ぶメンバーが変化していくなか、ただ一人、揺らぐことなく一心に恋大将首だけを追い続けた少女が放つ、会心の一撃。

　サムライの一太刀のようにバッサリして漢おとこらしく、それでいて可憐な女の子らしさも全開の、実に楠くすのき幸村らしいそんな正面突破の告白に、俺はなおも陶然としながら、

「え、あ、はい」


（終わり）







あとがき







「……ヒーローや魔法少女に憧れ、正義であることを望み、悪を憎み、愛や友情を美徳としながら……どうしてこうなってしまったんだろうな……」からの～、ライジング！

　そんな感じで第11巻、祈るように叫ぶように書きました。伝わっていれば幸いです。




　女の子がたくさん出てくる作品の常として、「この作品のメインヒロインは誰だれなんですか？」と訊たずねられることがあります。『はがない』に関して言えば、一巻から一貫してずっと、「（主人公と恋愛的にくっつくかどうかはさておき、）物語の中心であり、作品を象徴するメインヒロイン」は間違いなく三み日か月づき夜よ空ぞらです。

　そんな三日月夜空が今回こうなったわけですが、何かのきっかけでネガティブな要素が消えて「いい子」になるのではなく、変化しないまま周囲に肯こう定ていされるのでもなく、（小こ鷹だかの記憶の中の）昔のソラのような正義感あふれる少女に「戻る」のでもなく、「ネガティブな要素を持ったまま、新しい領域まで突き抜ける」というのは最初から決めていました。ここにたどり着くまで想定していた以上に長くなってしまいましたが、「残念系青春ラブコメ」のメインヒロインに相応ふさわしい女の子を、ようやく描ききることができました。




　次巻は一冊まるごとエピローグ。

　正しさに背を向けたまま、最後まで突っ走ろうと思います。


２０１４年２月、平ひら坂さか読よみ






【追記（５月）】

・『オカルトメイデン（スクウェア・エニックス）』でメインシナリオを担当しました。ゲーム自体はなんというかちょっとその悲しい結果になってしまいましたが、シナリオ担当としてはいい仕事ができたと胸を張って言えます。いつかリベンジしたい。

・『グランクレスト・リプレイ　ライブ・ファクトリー（富ふ士じ見みドラゴンブックス）』にて主人公の一人「プロテア」を演やらせていただいています。エロいです。

・『チェインクロニクル（セガ）』にてコラボキャラクター「ヘロディア」のシナリオを担当しました。美少女作家です。作家キャラは小説でもまた書きたいですね（伏線）。

・元担当の岩いわ浅あささん結婚おめでとうございます。一緒にアニメ絡みの地獄を乗り越えている時はそんな素振り全然なかったのにいつの間にか自分だけ幸せになってて僕はとても悔
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